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１．１　　 地震

〈１〉若狭湾近海の断層を震源地とする地震のシナリオについては幾つか考慮されています

が、 その 中で、 敦賀、 美浜、 大飯、 高浜の全原子力発電所を全て「地震加凍度大」のスク

ラム信号によって停止させ
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１．１　　 地震��

〈１〉若狭湾近海の断層を震源地とする地震のシナリオについては幾つか考慮されています��

が、 その 中で、 敦賀、 美浜、 大飯、 高浜の全原子力発電所を全て「地震加凍度大」のスク��

ラム信号によって停止させてしまう可能性のある規模のものは有りますか。 そのような大��

規模停電が発生した場合の 、 各原子力発電所における外部電源復旧までの時間は 、 最��

長どの位と評価されますか。��

〈２〉貴社が地震の設計基準を定める上で考慮した断層は、 発電所からの半径 ３０ｋｍ以内に��

その全長、 または一部が含まれているもの に限定されているように見受けられます。 こ��

れは 、 米国の基準である １０ＣＦＲ１Ｏ０，
ＡｐｐｅｎｄｉｘＡにある半径 ２Ｏ０マイル（約 ３２０ｋｍ）��

に比べて著しく狭く、 実際、 発電所にとって支配的な震源の位置が ３０ｋｍよりもかなり遠��

方に位置する場合もあることが示唆されています。 我が国が ２Ｏ０５年から ４度も超過を��

繰り返している地震加速度の設計基準につ いて 、 貴社は 、 その設定方法における手法��

の見直しの必要性も含め 、 どのように考えますか。例えば、 ３０ｋｍ範囲内ヘの限定につ��

いては、 ０．１～１００Ｈｚの全スペクトル領域において十分であると考えますか。��

〈３〉ベースマットに恒久的に設置された地震計はありますか。��

・ ・ ２��

…３��

〈４〉ベースマットにおける Ｓｓ の応答入ぺクトルを設定する上で、 ＳＳｌはどのように考慮され、��

ベッ ドロ ック～ベースマッ ト間の岩質の物性値（貴社の解析モデルにおける ＫＲ（水平）、��

ＫＶ（垂直）に影響を与えるパラメータ）を仮定しましたか 。 実測に基づく場合 、 実施したボ��

－－リング調査はいつ の時期のもので、 どの地点で行ったものですか 。 物性値のバラつき��

を考慮し、 様 な々組合せのシミュ レーションを行いましたか 。 （日本では低周波側で 、 米��

国では高周波側で超過する事象が発生しています。）米国においては 、 ＳＲＰ３．７．２項に��

おいて細 目が定められ 、 モンテカル 口法による ３０～６Ｏ種類のシミュレーションをベース��

にすることが期待されています。��

・ ４��

〈５〉設計基準値を ７００Ｇａｌに引き上げたことで、 様 な々安全系の電気品や計測 ・制御設備��

に対５る過去に実施した耐環境性試験の有効性について見直しの必要が生じたものと��

思われます。 貴社はこの問題に対してどのように対処しましたか。 東北地方太平洋沖地��

震により幾つかの故障が報告されており、 供試体に対する試験結果の公称値と、 実機に��

設置された製品との個体差、 更に 、 経年劣化による耐久性の低下 の可能性が考えられ��

－ｌ－��
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ます。 貴社は、 これらの点に対しては、 どのように評価を行いましたか 。　　　　　　　
…５
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言えますか 。 実際の地震の震動では、
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…５��

〈６〉耐環境性試験における震動の特性は 、 実際の地震による震動のそれを包絡していると��

言えますか 。 実際の地震の震動では、 南北、 東西、 垂直の ３次元の成分を合成した加速��

度として働きます。 従って、

―次元や二次元の震動の模擬では 、 十分に弱点を洗い出せ��

ない可能性があると思います。��

‐

０��

〈７〉２Ｏ１１年 ３月 １１日の東北太平洋沖地震では 、 変圧器に取り付けられた癖圧弁が、 変圧��

器の内部の絶縁油のス口 ッシングによって作動してしまう事象が、 複数の原子力発電所��

で多発しています。 貴社の変圧器（特に 、 プラン ト停止時に外部電源を受電する起動用��

変圧器）に対しては 、 この脆弱性についてレヴュ
ーを行っていますか。��

〈８〉２０１１年 ３月 １１日の東北太平洋沖地震では 、 タンクやプールにおいてス 口 ッシングの 問��

題が多発しました 。 使用済燃料プールから ２５立方メートルもの水量が溢れ出た事例や、��

波で水量が増したと誤信号が発信されインター口 ックを起動させた事例も報告されてい��

ます 。 貴社は 、 ス 口 ッシングによるこのような問題の可能性を考慮していますか 。 又 、 ス��

口 ッシングによる荷重をタンクの転倒モーメン卜ｌ、対５る割増しとして加算する必要があ��

るかどうかについては評価していますか。 尚、 このス ロ ッシングの評価においては、 建屋��

の震動の特性をどのように理解しているかが影響し、 前述の ＳＳＩの 問題も深〈関わるよ��

うに思われます。 この点についての貴社の考えを示して下さい。��

…８��

〈９〉安全系に属する配管のうち、 地 中に埋設されているもの はありますか 。 そのような配管��

がある場合 、 それら●‐苅 する評価には 、 地震による震動の他、 地盤の沈下や隆起も考慮��

されるべきだと思いますが、 そのような評価は行われていますか。 又、 そのような配管は 、��

内部だけでなく、 土壌との接触による外面からの腐食に伴う減肉も考えられます。 どのよ��

うな方法によって、 必要な健全性が維持されていることを確認していますか 。　　　　
…９��

〈１０〉地震による火災や内部溢水の誘発事象についてはどのように考慮していますか 。 耐震��

性の高い安全系の機器が損傷する前には、 当然 、 耐震性の低い機器が損傷するものと��

予想され 、 例えば地絡や短絡による電気火災、 配管破断による内部溢水が考えられま��

す。 そのことによって、 発電所職員の人手が割かれることになります。 このような∴｝●が重��

大な事象と重複した場合には著しく負担になるものと思われますが、 考慮していますか。

・ ・��

〈１１〉以下の設計事故は 、 炉心損傷に繋がるものではありませんが、 使用済燃料プールにお��

いて挙ヰＬＦ場合には 、 以下のシナリオにより同プールを損傷させ、 その保水能力を損な��

わせ 、 延いては発熱により、 その 中に貯蔵されている使用済燃料を損傷させてしまう可能��

性が考えられます 。 これらについての耐性評価は行われていますか 。��

１
■��
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■��

●��

●��

燃料交換機が損傷し、 機体の
―部が脱落、 又は取扱い中の燃料集合体が落下 。��

使用済燃料キヤスクを取扱い 中の天井クレーンが損傷し、 クレーンの部品の
ー部��

が脱落、 又は取扱い中のキヤスクが落下 。��

－２－��
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１．２　　 津波

〈１〉津波は 、 静的な海面上昇ではな〈運動的であるため 、 沖合での津波の高さと陸上での湖

上高さが異なります。 この効果についてはどのように考慮していますか。
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…１２��

〈２〉津波には 、 海面上昇だけでな〈、 下げ潮も伴います。 貴社の原子力発電設備の中には、��

下げ潮による影響を受ける機器もあると思われますが（例えば、 海水ポンプの汲み上げ��

能力）、 これについてはどのように考慮していますか。��

…１３��

〈３〉津波はその前の地震によって発生し、 その際、 陸地においては、 地盤の沈下 、 又は隆起��

が発生している可能性があります。 地盤の沈下は相対的には津波の高さの割増となり、��

逆に地盤の隆起は下げ潮に苅 する割増となります。 この可能性につ いては 、 どのように��

考慮していますか。��

…１４��

１．３　　 地震＋津波��

〈１〉津波の襲来時刻が余震の発生時刻と重なる場合が考えられます。 そのようなことが起こ��

った場合、 不利に影響する機器が具体的に存在しますか。��

…１��

１．４　　 電源喪失��

〈１〉貴社が実施した ＰＳＡでは 、 外部電源喪失の起因事象に対→るＡＣＤＦは幾らと評価さ��

れていますか。 その評価においては 、 上記の広域停電のシナリオは包絡されていますか 。��

ＳＢＯによる△ＣＤＦのうちの外部電源喪失による寄与分は何パーセントですか。��

〈２〉過去の経験によれば、 原子力発電所においては、 交流電源の喪失に加え 、 直流電源の��

喪失も散見されます。 貴社は 、 その ような場合の対応について 、 手順書を確立させてい��

ますか。 貴社の手順書は 、 昨年米国で発牛Ｉ‐Ｆ事象に対しても有効ですか。　　　　　

・ ・��

〈３〉電源系（交流、 直流）に関する保安規定（サべイランス試験の要件に関する記載も含む）��

を提示して下さい 。��

＝��

８��１
■��

〈４〉非常用ディ
ーゼル発電機に対して実施され←禍去 ３年間のサべイランス試験の結果を��

提示して下さい 。信頼性（故障率）に対しては、 どのように評価していますか。　　　　　
…２８��

〈５〉直流電源系統の設計について 、 電源バスの上流と下流にある充電器 、
バッテリー、 各分��

電パネル 、 インバーターなどと共に 、 途中のフュ
ーズやブレーカーの容量が示された詳��

細な単線結線図を見せて頂〈ことは可能でしょうか。��

＝��・ ２９��

１．５　　 最終排熱（ＵＨＳ）の喪失��

〈１〉ＵＨＳ、 非常用ディ
ーゼル発電機 、 直流電源の 間には 、 複雑な相互関係があると理解さ��

れます。 例えば、��

●��

●��

ＵＨＳによる非常用ディ
ーゼル発電機への冷却水の供給、 非常用ディ

ーゼル発電機��

からＵＨＳへの給電のような相互依存性。��

直流電源による非常用ディ
ーゼル発電機燃料ポンプの給電、 非常用ディ

ーゼル発��

５��

６��１��

７��１��

３��



電機の交流電源による直流電源バッテリーへの充電のような相互依存性。

交流電源系のブレーカーの開閉操作への直流電源の供給。

などです。 このような複雑な相互関係についてはしばしば潜在的な問題が見落とさ

れがち Ｃ
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れがち Ｃ

●��

電機の交流電源による直流電源バッテリーへの充電のような相互依存性。��

交流電源系のブレーカーの開閉操作への直流電源の供給。��

などです。 このような複雑な相互関係についてはしばしば潜在的な問題が見落とさ��

れがち Ｃ５が 、 貴社はこのような問題に対し、 過去にどのようなレヴュ
ーを行ってい��

ますか 。 反復的に再チェックを行っていますか。��

・ ・ ・ ３０��

その他の過酷事故対応��

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニッ トにおいて発生し、 それぞれにおいて ＳＢＯ��

や ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強についてはどのように考慮しています��

６��１��

か��０��

…３１��

例えば、 以下についてはどのように備えていますか 。��

①　緊急対策室の設備。 （地震、 津波ｌ、対づる耐性。 放射線に苅 する遮蔽能力。 電気、��

空調、 通信〔電話回線－有線、 衛星〕、 収容スペース 、 食料、 水 。 ）�� ３２��

② ＳＢＯや ＵＨＳ喪失に対応するための電源車、 消防自動車配備台数。 ディ
ーゼル駆��

動の消火ポンプ、 ホース、
バッテリー、 ＤＣ‐ＤＣコンバーターなどの員数。 それらを格��

納する倉庫の照明 、 消火設備（火災報知機、 スプリンクラー）、 耐震性。��

・ ・ ・ ３３��

③　ＥＲＳＳの伝送能力は十分ですか 。 伝送方式は、 モデム式で３か、ＶＰＮ式ですか。

・ ‖３４��

〈２〉地震や停電による放射線防護設備（呼吸保護具〔自給式呼吸保護具の充填用コンプレ��

ッサーも含む〕、 Ｋｌ、 ホールボディカウンター、 線量計〔充電器も含む〕）、 モニタリング・ポ��

スト、 放射線分析装置（ゲルマニウム半導体測定器、 液体シンチレーション ・カウンターな��

どを含む）、 気象塔などの損壊や稼働停止には対応出来ますか 。��

・ ３５��

〈３〉使用済燃料プールの損壊のシナリオにおいては 、 漏洩率がポンプの給水容量を上回り、��

使用済燃料を頂部まで冠水出来ない場合も考慮しなければなりませんが、 そのような場��

合の対応策はありますか 。 水漏れが続〈使用済燃料プールの漏洩を抑え、 最終的に止��

めるまでの修理のプランはあリますか。 実証は行っていますか 。��

・ ３６��

〈４〉使用済燃料プールの水位が著しく低下した後で 、 安全に水位を確認するための手段は��

ありますか 。��

・ ３７��

〈５〉漏洩の続く使用済燃料プールへの補給水は 、 淡水ですかホウ酸水ですか。 淡水が使わ��

れる場合の再臨界の危険性に対する解析は行われていますか 。��

■　・��・ ３８��

〈６〉海水を水源として利用する場合、 波浪の状況や台風などと関わりなく可能ですか。　　

…３９��

〈７〉福島第―原子力発電所では 、

ー部の 防護柵が電源喪失と地震 、 津波の影響により、 閉��

鎖されたままで動作不能となってしまい 、 消防自動車の移動を妨げ、 初期の対応遅れの��

原因ともなっています。 貴社の場合 、 対策は講じられていますか 。��

・ ４Ｏ��

〈８〉緊急活動支援による所外‐所内間の人員や物品の移動に関しては 、 通常時のセキュリテ��

ィ管理が適用出来なくなる可能性があります。貴社は 、 そのような場合においても必要最��

小限のセキュリティ管理を維持しなければならないものと思われますが、 マニュアルは整��

－４－��



〈９〉過酷事故対応においては、 貴社 、 及び貴社の協力会社の従業員による統率のとれた献

身的行動が求められます。 又 、 遂行が期待されている任務の種類によっては、 体力や個

人の特殊能力も求められます。

―方、 事故発

〈９〉過酷事故対応においては、 貴社 、 及び貴社の協力会社の従業員による統率のとれた献

身的行動が求められます。 又 、 遂行が期待されている任務の種類によっては、 体力や個

人の特殊能力も求められます。

―方、 事故発

備されていますか。��

〈９〉過酷事故対応においては、 貴社 、 及び貴社の協力会社の従業員による統率のとれた献��

身的行動が求められます。 又 、 遂行が期待されている任務の種類によっては、 体力や個��

人の特殊能力も求められます。

―方、 事故発生時の状況によっては 、 その遂行がより困��

難になる場合も考えられます 。 以下については 、 どのように考慮されていますか。��

①��貴社、 及び貴社の協力会社には 、 過酷事故が発生した際に現地に留まり、 対応す��

る意思のある従業員が十分いますか 。 その ことが、 強制的でなく、 各 自の 自由意思��

に基づ〈ものであることを、 どのようにして確認していますか 。��

・ ・ ・ ４２��

②��どの時間帯でも、 消防自動車、 電源車、 ブルドーザーなどの特殊車両を運転出来る��

経験者が配置されていますか。��

・ ・ ・ ４３��

③��現場での特定の行動のために配置される対応要員に対しては 、 高所、 狭所 、 暗所��

ｌ、苅 する恐怖症がな〈、 冷静に行動出来６）Ｌとを確認していますか 。��

・ ・ ・ ４４��

重傷者の扱いや応急的な救命処置に精通した職員は含まれていますか。��
・ ・ ・ ４５��

週末、 深夜などでも、 所外からの支援を期待せずに対応することは可能ですか。　
…４６��

酷暑期、 寒冷期、 積雪時、 台風、 落雷の危険のある時などの厳しい条件下でも対応��

することは可能ですか 。��

・ ４７��

④��

⑤��

⑥��

⑦��パンデミックにより、 重要な役割を担う職員の 多数が欠勤する場合につ いては 、 対��

応策が規定されていますか 。��

福島第一原子力発電所では 、 津波によるマンホールの蓋の浮き上がりが発生し、��

復 旧時の危険を増す要因になっています。 貴社の場合 、 対策は講じられています��

・ ４８��

⑧��

か。��

足場のない高所などがないか点検を行い 、 危険を減らす対策は十分に講じられて��

いますか。 現場が著しい高温になる可能性を考慮し、 対応要員に体力的に無理な��

対応を求めていないか確認をしていますか 。��

・ ４９��

⑨��

５０��

１．７�� 二次評価のアブ口―チ��

〈１〉今後の二次評価においては 、 地震 ＰＳＡ、 津波 ＰＳＡに基づくより定量的な評価も行われ��

るものと期待されますが、 その場合 、 まずはそれぞれに苅 する確率論的地震ハザード解��

析（ＰＳＨＡ）、 確率論的津波ハザード解析が出発点になると思います。 貴社は、 どのような��

手法に基づいて 、 地震と津波の設計基準値に対応する予想超過頻度を決める考えです��

か 。 例 え ば 、

―次評価におい て用 いた地震の設計基準であるベースマッ トに おける��

７００ｇａｌと津波の設計基準値である２．８５ｍに対しては、 どのような手法によって予想超過��

頻度を決めますか 。 又 、 もしそれらが、 例えば １Ｏ
‘
ｒ年を超えるような大きな値である場合��

には 、 設計基準値の見直し（引き上げ）を行いますか 。��

…５��

〈２〉貴社がこれまでに内部事象によるリスクに対して実施した ＰＳＡの評価結果を提示して下��

さい 。 各ユ二ッ 卜に対して、ＡＴＶＶＳ、 ＬＯＣＡ、 ＳＢＯ、 ＬＵＨＳなどがどのような比率になってい��

１
■��４

‐��

１
■��

５��



るか示して下さい 。 貴社が発表する二次評価による地震 ＰＳＡ、 津波 ＰＳＡの結果は、 これ

らの内部事象の ＰＳＡの評価結果とも比較出来るものであると考えて良いですか。　

…５２

るか示して下さい 。 貴社が発表する二次評価による地震 ＰＳＡ、 津波 ＰＳＡの結果は、 これ

らの内部事象の ＰＳＡの評価結果とも比較出来るものであると考えて良いですか。　

…５２

るか示して下さい 。 貴社が発表する二次評価による地震 ＰＳＡ、 津波 ＰＳＡの結果は、 これ��

らの内部事象の ＰＳＡの評価結果とも比較出来るものであると考えて良いですか。　

…５２��

２．　　 ストレス ・テストで評価されていない範囲��

２．１　　　火災��

〈１〉中央操作室で火災が鷺串■
‐プラント運転員が同室から脱出しなければならな〈なった��

場合には 、 プラン ト運転員は 、 遠隔停止操作パネルまで移動して安全停止操作を行うこ��

とになります。 しかし最近、 そのような操作を行うまでの間に 、 火災に よるケーブル損傷��

によって惹き起こされる安全停止設備の誤動作によって 、 これが妨げられてしまう可能��

性が複数のプラン トで指摘されています。 貴社の場合 、 そのような潜在的な問題に苅 す��

るレヴュ
ー－は、 十分に行われていると思いますか。��

…５３��

〈２〉電気品の動力用と制御用 、 計測制御設備の信号伝送用に布設されているケーブルにつ��

いては 、 安全系か非安全系を問わず 、 全て仕様が把握され 、 耐火性や燃焼特性（可燃��

性か難燃性か、 熱硬化性か熱可塑性か 、 有毒ガスを発散するか否かなど）が明らかに��

なっている必要があります。 そのようなトレーサビリティは 、 管理されていますか。　　　

…５４��

〈３〉火災発生時に所外の消防署からの支援を要請する場合 、 地震や洪水などによるアクセ��

ス道路の遮断の可能性をどのように考慮していますか 。 所外の消防署員が使用する消��

火活動用の用具（ホースやノズルなど）が、 発電所内の設備と接続することは確認してい��

ますか。��

・ ５５��

〈４〉所外の消防署からの支援を得るまでに長時間を要する場合 、 貴社の 自衛消防隊は、 自��

力でど‐まで主変圧器の大規模火災やスイッチギアの ＨＥＡＦによる火災などに対応出��

来ますか。 危機的な状況に陥る恐れがある場合 、 所外の消防署が貴社の緊急事態に優��

先的に対応してくれることについては 、 合意は得られていますか 。��

〈５〉消火用水の使用が多目的化され、 実際の消火活動と、 使用済燃料プールヘの補給水の��

供給などとが競合してしまう場合は想定していますか。��

・ ５６��

５７��

２．２�� 台風��

〈１〉米国の原子力発電所の設計基準では 、 襲来するハリケーンに対しては １０，０００．Ｏ００年に��

１回の規模として諠宦ｌ‐ており、 最も厳しい場合（フ 口 リダ半島南端付近）の条件は、 風速��

１３Ｏｍ′ｓで、 車体重量 １
，
８１０ｋｇの 自動車が９３．６ｍ′ｓの速度でミサイル化して衝突する場��

合となっています。 今般の原子力安全 ・保安院からの指示による「ストレス ・テスト」では、��

求められてはいませんが、 仮にこのような基準を貴社の発電所に適用 した場合、 或いは��

数値を修正して適用 した場合であっても、 次のようなシナリオについての評価とそれに応��

じた対応が必要になるものと思われます。 状況次第では 、 地震や津波の脅威にも匹敵��

６��



排気筒、 気象塔ヘの風圧、 及びミサイルによる影響。 これらが倒壊した場合の二次

的な影響。

外部電源、 開閉所への風圧、 及びミサイルによる影響。 非常用ディ
ーゼル発電機の

排気筒への風圧、 及びミサイルによる影響。 こ

排気筒、 気象塔ヘの風圧、 及びミサイルによる影響。 これらが倒壊した場合の二次

的な影響。

外部電源、 開閉所への風圧、 及びミサイルによる影響。 非常用ディ
ーゼル発電機の

排気筒への風圧、 及びミサイルによる影響。 こ

すると思われます。��

・ ・ ・ ５８��

●��

●��

●��

●��

排気筒、 気象塔ヘの風圧、 及びミサイルによる影響。 これらが倒壊した場合の二次��

的な影響。��

外部電源、 開閉所への風圧、 及びミサイルによる影響。 非常用ディ
ーゼル発電機の��

排気筒への風圧、 及びミサイルによる影響。 これらの組合せによる ＳＢＯの発生。��

強風による緊急対応活動（物資の運搬など）の妨げ。��

緊急対応要員自身、 又は家族の被災による要員の出動率の低下 。��

所外からの支援の遅れ。 （人員、 資機材、 飲食料。 ）強風と波浪による空路（ヘリコプ��

ター）、 海路（船舶）による物資輸送の妨げ。��

周辺住民の避難活動の困難。��

セキュリティ対応（カウンター－・テ 口）��

〈１〉民間航空機を使ったテ 口攻撃、 大量の爆薬や殺傷能力の高い武器（兵器）が自爆テ ロ リ��

ストによって使われる脅威ｌ、対５る対処については、 現状、 規制要件はありません。��

①　貴社は 、 この 問題ｌ、対 ０る諸外国 （米 、 欧）での 対応状況を把握していますか 。��

“

Ｂ．５．ｂ対応
”

の必要性について 、 貴社はどのように考えますか 。��

・ ・ ・ ６０��

②　貴社は、 この問題に対し、 今後関係機関と連携して対策を検討してい〈積りですか。
…６Ｏ��

〈２〉サイバー－・テ ロ に対する防衛についても、 現状、 我が国には規制要件がありません 。 貴��

社は 、 最近発生した事例を鑑み、 この 問題に苅する諸外国（米 、 欧）での対応状況を把��

握し、 自主的な対応を開始し、 運用 していますか。��

…６１��

２．３��

〈３〉貴社は 、

ー般公衆やメディアからの情報開示の要求を受けた場合であっても、 それに応��

じることがセキュリティ上の理由から、 これを拒否しなければならない事情が発生します。��

しかし
―方、 その権利を乱用した場合には隠蔽性が疑われ、 不審に思われます。 貴社は、��

情報開示の要求を受けた場合でもそれを「セキュリティ上の理由」から拒否する際のガイ��

ドラインをどのように規定していますか。 １０ＣＦＲ７３．２２項にあるような具体的な項 目のリ��

ストがあれば提示して下さい 。��

・ ・ ・ ６２��

〈４〉貴社は 、 貴社の原子力発電所のセキュ リティ関係の情報に携わる社員、 及び当該業務��

を請け負う協力企業の従業員に対し、 厳格な身元調査（当局による犯罪歴調査を含む）��

や指紋登録などを実施し、 定期的に更新を行っていますか 。 そのような身元調査はどこ��

が実施していますか 。 そのような社員や協力企業の従業員が、 就業期間中と退職後に��

情報を漏洩させない ことや、 万
ー意図的に漏洩した場合の処分につ いて厳格に定めた��

法的に有効な文書を取り交わしていますか。�� ６３��

２．４　　 緊急対応��

〈１〉貴社は 、 様 な々シナリオに沿って想定される原子炉事故 、 又は 、 使用済燃料プールの��

事故が発牛ｌ‐Ｆ場合の再臨界性や事故進展状況をリアル ・タイムで解析するための最��

－７－��

●��

●��



新のプ口グラム（ＭＥＬＣＯＲ、 ＭＡＡＰまたはこれらに相当する信頼性が国際的に認めら

れた解析コ
ード）を整備し、 それらを使いこなせる複数の技術者を各原子力発電所に配

置していますか 。現在未整備である場合 、 今

新のプ口グラム（ＭＥＬＣＯＲ、 ＭＡＡＰまたはこれらに相当する信頼性が国際的に認めら

れた解析コ
ード）を整備し、 それらを使いこなせる複数の技術者を各原子力発電所に配

置していますか 。現在未整備である場合 、 今

新のプ口グラム（ＭＥＬＣＯＲ、 ＭＡＡＰまたはこれらに相当する信頼性が国際的に認めら��

れた解析コ
ード）を整備し、 それらを使いこなせる複数の技術者を各原子力発電所に配��

置していますか 。現在未整備である場合 、 今後の計画を示して下さい 。��

放射能の拡散が発電所外に及ぶ場合の周辺住民Ｌ対 ５る影響評価のための解��

析コ
ードには ＭＡＣＣＳ２がありますが、 貴社はこのような解析コードを各原子力発電所��

に対して導入し、 それを使い こなせる複数の技術者を配置していますか 。 現在未整備��

である場合 、 今後の計画を示して下さい 。��

貴社の各原子力発電所の緊急対応マーュアルには、 格納容器べントを行った場合に 、��

周辺地域にどの ように放射性物質の拡散が起こり放射線量率の上昇に寄与するかの��

マップを作成して関係機関に送付するという手順が含まれているものと推測します。 又 、��

この作業を迅速に行うためのソフ トウェアの入ったコンピュ
ーターを所持しているものと��

・ ・ ・ ６５��

〈２〉��

推測します。��

① 関係機関に対しては、 どのような様式を使うことにしていますか 。��

② 風向＝北北東（風の流れる方向は南南西）、 風速＝１．５ｍ′ｓ、 大気安定度：Ｆ、 ソ
ー��

スタームー仮想事故規模、 その他のインプットは任意、 としたときの 、 １時間後 、 ３時��

間後、 ５時間後の等線量率マップを作成して提出して下さい 。��

③ 上記②の作業には、 どれだけの時間が掛かりましたか 。��

・ ・ ・ ６７��

・ ・ ・ ６７��

・ ・ ・ ６７��

④ 気象塔が損壊、 或いは 、 停電や信号ケーブルの断線などにより、 風向、 風速の情報��

が直ぐに得られない場合の対応は決まっていますか。��

・ ６７��

〈３〉　緊急時の通報範囲と手段はどのように規定されていますか 。 ラウドスピーカ－－による通��

報を行う範囲と車の台数は決められていますか。 貴社と関係自治体との所掌分担は文��

書によって明確に規定されていますか 。��

・ ７４��

〈４〉環境モニタリングの科 目、 範囲 、 方法、 頻度が規定され、 関係 自治体との所掌分担は文��

書によって明確に規定されていますか。��

① 琵琶湖の放射能濃度は、 どこで実施しますか 。�� ７５��

② 上記①を貴社が実施する場合 、 最初の測定時期は事故後何時間で、 サンプリング��

場所 、 分析対象核種 、 分析作業場所につ いてはどの ように規定されていますか 。 予��

定していた分析作業場所が被災したために使用不能になった場合のバックアップは��

どのように計画されていますか 。 上記①が貴社の所掌外である場合、 担当する自治��

体がどこであるのか把握し、 その実施予定内容やそのための設備が適切であること��

の確認は 、 貴社としても行っていますか 。��

〈５〉将来スクラバーを設置した場合 、 原子炉事故に伴って環境に放散される放射能量は 、��

それが最大限に機能を発揮した場合 、 どれだけの低減効果を発揮しますか 。 その設置��

コストはどの位になると推定されていますか 。��

…７５��

…７６��

－８－��



安全文化

以上の質問のそれぞれについて 、 貴社の見解として原子力安全とは無関係と思わ

れる項 目、 既に貴社内で議論されたこ｝・がある項 目、
「ストレス ・テスト」の審査で議

論されＦこ｝がある項 目、
「ストレス ・テス

安全文化

以上の質問のそれぞれについて 、 貴社の見解として原子力安全とは無関係と思わ

れる項 目、 既に貴社内で議論されたこ｝・がある項 目、
「ストレス ・テスト」の審査で議

論されＦこ｝がある項 目、
「ストレス ・テス

２．５��

●��

安全文化��

以上の質問のそれぞれについて 、 貴社の見解として原子力安全とは無関係と思わ��

れる項 目、 既に貴社内で議論されたこ｝・がある項 目、
「ストレス ・テスト」の審査で議��

論されＦこ｝がある項 目、
「ストレス ・テスト」の趣旨とは無関係と思われる項 目を示��

して下さい 。 回答は次表を用い 、 印（√ｒ）を入れて下さい。��

貴社は、 従業員が安全 Ｆの問題を感じた時、 どのような形の抑圧を受け６４ヽ安もな��

く自由にそれを提起し、 議論出来る職場環境を醸成する努力を十分に行っており、��

達成出来ていると理解していますか 。 それを裏付けるアンケート調査などを外部の��

機関に委託して定期的に実施していますか。��

貴社は 、 惰性を排し、 従業員が常に安全 Ｆの問題に関心を払うよう、 既存のルール��

や基準、 手順に対しても、
「なぜ」を間うことの重要性を指導していますか。　　　　

…８１��

貴社は 、 傘下の協力企業に対し、 上記のような職場環境の醸成と従業員ヘの指導��

を奨励していますか。��

…７７��

●��

・ ８０��

●��

●��

・ ８２��

●�� 貴社は 、 他の電力会社やその連合組織との安全問題に関する意見交換を定期的��

に行い 、 それらからの指摘を受入れ、 又それらに対しても指摘をするような活動（ピ��

ア ・ レヴュ
ー）を行っていますか 。��

・ ・ ・ ８３��

参考情報の提供依頼��

３．１　 美浜、 高浜、 大飯原子力発電所の各ユーッ 卜における原子炉圧力容器の母材（鍛造 、��

板材）、 及び溶接部の ＲＴＮＤＴ について、 次のデータを示して下さい 。��

〈１〉現時点で、 母材においては １３２℃（華氏 ２７０度）ｌ、対５る余裕、 溶接部においては、 周��

溶接については １４９℃（華氏 ３００度）に対し、 縦溶接については １３２
゜

Ｃｒ‐対 する余裕が��

最小である部位の ＲＴＮｐＴと当該部位における銅と二ッケルの含有量（重量パーセント）。��

データは 、 各ユニッ 卜に対し １セッ トだけで結構ですが、 どの部位のものか示して下さい。��

（当該部位について、 高さ、 方位、 ノズル番号（名称）によって特定出来る場合には、 図示��

は不要です。 ）�� ・ ８４��

〈２〉今後 、 各ユニッ 卜の原子炉圧力容器において、 ＲＴＮｐＴが １３２℃（母材、 及び縦溶接）、 又��

は １４９℃（周溶接）に到達するのが最短である部位を示し、 それぞれ定格出力運転を続��

【ナた場合何時間後であるのか示して下さい 。 データは、 各ユニッ トに対し、 １セッ トだけで��

結構です。��

〈３〉上記において 、 もし ＲＴＮｐＴ の計算方法が銅とニッケルの化学成分値に拠らない場合に��

は 、 何の化学成分値に基づいたものなのか示し、 その根拠となる規格（基準）も示して下��

さし、。��

・ ・ ・ ８６��

・ ・ ・ ８９��

３．２地下に布設されている安全系の動力ケーブル 、 及び制御ケーブル（土壌に直接接触する��

３��

９��



ものだけでなく、 暗渠内に布設されているものも含む）につ いて、 そのパフォ
ーマンスとト

ラブル（短絡、 地絡、 絶縁低下などの原因についての情報も含む）、 メンテナンスの実績、

及び今後の保全計画に関して概述して下

ものだけでなく、 暗渠内に布設されているものも含む）につ いて、 そのパフォ
ーマンスとト

ラブル（短絡、 地絡、 絶縁低下などの原因についての情報も含む）、 メンテナンスの実績、

及び今後の保全計画に関して概述して下

ものだけでなく、 暗渠内に布設されているものも含む）につ いて、 そのパフォ
ーマンスとト��

ラブル（短絡、 地絡、 絶縁低下などの原因についての情報も含む）、 メンテナンスの実績、��

及び今後の保全計画に関して概述して下さい 。 又 、 ケーブル 自体に問題がな〈ても、 それ��

が布設されている暗渠に大雨や台風の後で大量の水溜りが出来ていたりする事象は劣��

化を促進するものであり、 対策が必要と考えられます。 従って 、 そのような事例について��

も、 該当する場合には含めて下さい。 実績については ２Ｏ０Ｏ年以降に限定して結構です。
…９０��

３．３貴社が ２００４年の事故以来強化した流れ加速型腐食現象（ＦＡＣ）による配管の減肉に対��

する対策、 監視強化の活動内容について概述して下さい 。��

…９１��

３．４以下の最近米国で実施された（
―部は現在も継続中）安全対策が、 貴社においてどのよ��

うに展開されたのか（或いは 、 現在展開中か）概述して下さい 。��

〈１〉格納容器サンプの 閉塞問題 ＝ 特に ＺＯｌが最も厳しい部位の特定方法、 ストレーナの大��

型化、 保温材、 ｐＨ緩衝剤、 その他の改造についての説明を含むこと。��

〈２〉
―次冷却系の ＡＩｌｏｙ６００系ニッケル基合金溶接部（Ａ‖ｏｙ１８２）における ＰＷＳＣＣ対策��

特に加圧器ノズルと原子炉圧力ホッ トレグの溶接部における点検についての説明を含��

むこと。��

・ ・ ・ ９２��

・ ・ ・ ９４��

〈３〉ＥＣＣＳ系、 停止時冷却系配管のガス溜まり対策 ＝ べン卜弁の設置状態Ｌ苅 ０る Ｐ＆ｌＤ��

及び配管アイソメ図上のチェックとウォ
ークダウンの実施 、 ガス溜まりの検知方法、 サイ��

ズの特定方法 、 当該ガス溜まりによる系統ヘの影響評価（ポンプのバインディング、 配管��

に対するウォ
ーターハンマー現象など）に関する手順の確立。��

・ ９５��

３．５��貴社は 、 放射性物質を含む水、 又は蒸気の埋設配管（外面が直接土壌と接触するもの��

だけでなく、 コンクリート製のダク卜によって保護されているものも含みます。 ）が破損し、��

発電所内の土壌と地下水を汚染させた場合 、 又はその可能性が疑われた場合、 その��

影響評価を行うためのサンプリング井戸を各原子力発電所内の適所に設置しています��

か。 その場合のサンプリング井戸の設置点は 、 発電所内の水理地質学調査に基づくも��

のですか。 その調査はいつ実施したものですか 。 地下の汚染プリュ
ームの三次元的な��

拡散を予想するためのモデルや評価ソフ トはありますか 。 そのような事態が発生した場��

合に回収井戸を掘削する位置と深さを速やかに決定するためにはこのような備えが必��

要であり、 逆にその場合の対応の遅れは 、 後 将々来の廃炉コストを引き上 げてしまうこ��

とになってしまいます。 現在、 整備が未完、 又は未着手である場合、 貴社の今後の取組��

みについての見解を示して下さい。��

尚、 原子力発電所内の地下水と土壌の汚染問題は 、 それ 自体としては原子力安全��

の範鴫には属さないと考えられていますが、 米国においては 、 昨今の類似事象の 多発��

と公衆の関心に応えるため 、 積極的に取組んでいる活動の好例です 。��

…９６��
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原子炉の リスクはその運転を停止することによって大幅に低減出来ますが、 使用済燃料プ

ールの リスクは 、 プラン ト運転中と停止中とでそれ程の差はなく、 寧ろ、 ①停止後間もない高

発熱の使用済燃料が原子炉から移動され

原子炉の リスクはその運転を停止することによって大幅に低減出来ますが、 使用済燃料プ

ールの リスクは 、 プラン ト運転中と停止中とでそれ程の差はなく、 寧ろ、 ①停止後間もない高

発熱の使用済燃料が原子炉から移動され

Ｐａｒｔ３大飯原子力発電所視察の所見と質問��

１，　　　 保安対策の脆弱性��

原子炉の リスクはその運転を停止することによって大幅に低減出来ますが、 使用済燃料プ��

ールの リスクは 、 プラン ト運転中と停止中とでそれ程の差はなく、 寧ろ、 ①停止後間もない高��

発熱の使用済燃料が原子炉から移動されていること、 ②浄化 ・冷却系統を運転するための電��

源系の
―部（外部電源 、 及び、 所内非常用電源）がメンテナンスによって除外され、 全電源喪��

失に陥る可能性がプラント運転中よりも高いこと、③使用済燃料プールの近傍で作業が行わ��

れている場合があり人的過誤によるプール内への重量物の落下の可能性があること等の理��

由により、 プラント運転中よりも停止中の方がよりリスクが高い可能性があります。 従って 、 使��

用済燃料プールのリスクに対しては 、 原子炉の運転状態に拘らず注意を怠ることが出来ませ��

ん。 この場合 、 使用済燃料プールのリスクｌ、対５る貴社の考え方では、 冷却系統の運転喪失��

から、 プール水の温度上昇、 蒸発、 プール水面の下降が緩和されることな〈進行し、 燃料集合��

体の頂部が気中に露出するまでの時間内に 、 運転喪失した冷却系統を復旧させるか、 これを��

断念せざるを得ない場合においても可搬式ポンプによる補給水系統を稼働させることにより��

復旧可能であることを示すことで安全性毒裏付けています。��

ところが、 このシナリオが当て炭まらないのがテ 口攻撃による使用済燃料プールの大規模��

損壊です。 これが米国で通称
¨

Ｂ．５．ｂ項
”

と言われている対策の背景として考慮されている��

シナリオの
―

つであり、 我が国においても、 特別 にこれを除外しても良いとの合理的理由が��

存在しません。 よって、

―般的には原子力発電所のリスクはプラント運転中に限られるものと��

思われがちですが、 特に使用済燃料プールを標的にしたテ口攻撃のシナリオについても考慮��

に入れ、 プラントの運転状態の如何に拘らず重大な影響の伴うリスクが恒常的に存在してい��

る現実を認識し、 貴社は 、 自助努力の範囲を強化することは勿論、 今からでも国や関係機関��

に積極的に働きかけを行い 、 その対策に万全を期すべきであると考えます。��

当会議は 、 貴社の大飯原子力発電所の視察の行程でその保安対策の実態も見て 、 上記��

の観点からの 問題も含め 、 幾つかの脆弱性を抱えていると感得しました 。 以下に 、 その
―部��

を示します。��

①　 設計脅威の定義を秘密にするとの国の方針には、 それが不作為を隠す 口実になってい��

ないか再検討が必要な課題であると思われます。現に 、 悪意の侵入や情報収集、 破壊活��

動の問題点について 、 国が十分な審査や検査を行ったのか疑念が感じられます。 因みに��

米国では、 １ＯＣＦＲ７３．１項において、 具体的に設計脅威についての主要な特性が記載さ��

れ、 その 中には、 専門的訓練を積んだ集団、 自爆攻撃、 複数の標的の 同時攻撃、 水陸両��

面からの攻撃、 高度な武器の使用 、 内通者の存在、 サイバー攻撃などが言及されていま��

す 。 貴社は 、 貴社 自身のためにも国の暖昧な方針を甘受せず、 この 問題に対してより前��

向きに国と折衝し、 強化を推進すべきと考えます。��

・ ９��７��
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②　 防護区域内の撮影制限 、 又は禁止については 、 単に法的要件を唱えるだけでなく、 そ

の理由と範囲に関し、 もう少し分かり易く親切な説明がなされるべきだと思われます。 又、

この ようなこと【‐対５る協力を求めるに

②　 防護区域内の撮影制限 、 又は禁止については 、 単に法的要件を唱えるだけでなく、 そ

の理由と範囲に関し、 もう少し分かり易く親切な説明がなされるべきだと思われます。 又、

この ようなこと【‐対５る協力を求めるに

②　 防護区域内の撮影制限 、 又は禁止については 、 単に法的要件を唱えるだけでなく、 そ��

の理由と範囲に関し、 もう少し分かり易く親切な説明がなされるべきだと思われます。 又、��

この ようなこと【‐対５る協力を求めるに 当たっては 、 他の保安対策についても厳格に実��

践されていることが前提であり、
「悪意を持った潜在的なテ 口 リストに対しては脇が甘く、��

善良な取材者に対しては厳し〈不親切」との 印象を改めるため 、 貴社にとって過度に負担��

にならない範囲で、
工夫と努力をすべきと感じられます。��

・ ・ ・ ９８��

２．　　　 北側の法面について��

３、 ４号機のパワ
ー・ブ口ック北側に聾える法面は、 防波堤以←に重要で、 より高い設計尤��

度が必要であると思われます。 貴社が最近導入したディ
ーゼル発電機などのバックアップ用��

発電設備はまさにその直下に設置されており、 更にそこから直ぐ近くには 、 緊急対応時の水��

源として担保しているかなり背の高いタンクが林立しています 。 法面の崩壊をイメージした場��

合に直感するの は、 まずバックアップ用発電設備の瞬間的な埋没で、 次にこれらのタンク群��

をなぎ倒し、 最後に発電設備そのものに土砂と岩石が直撃する光景です。 このようなシナリオ��

は 、 福島第一原子力発電所における津波の威力をも圧倒し、 水と違って引くことがないだけ��

に、 復旧活動が長期に亘って妨げられるものと想像されます。 従って貴社は 、 このシナリオの��

発生頻度が十分に低いことを裏付けるための工学的検証を十分保守的に 、 且つ 、 多重に行��

い 、 そのことを原子力安全 ・保安院と原子力安全委員会に対してだけでなく、 公衆に対しても��

十分可視化して説明することが望ましいと思われます。��

以下 、 具体的な質問と所見です。��

〈１〉地震による当該法面の崩壊に対しては、 今般のストレス ・テストの
ー環として評価してい��

ますか。 除外した場合、 その理由は何ですか 。��

・ ９９��

〈２〉貴社の現地での 口 頭説明によれば、 当該法面の強度は 、 設計地震加速度に対して ２��

倍の尤度があるとの ことでした 。 しかし当該法面は 、 設計地震加速度 ７０Ｏｇａｌが設定され��

ているベースマッ ト上にはある構造物ではな〈、
「２倍」の基準が何に対してなのか不明で��

す。 この基準について明確にして下さい 。 又 、 仮に ２倍を超過した場合、 直ちに法面の崩��

壊が起こるのか 、 それとも崩壊が起こるまでの 「安全係数」があるの かについても説明し��

て下さい 。��

・ ・ ・ １��

〈３〉貴社の安全確認の根拠を理解するため 、 以下の情報を提示して下さい 。 未評価の項 目��

については 、 当該評価を不要と考える根拠を説明して下さい 。��

① 法面補強の構造と主要な寸法を示した図面 。��

② 形状と構造が同等である法面補強が崩落した渦去の事例の有無。��

③ 法面の土壌の物性に関するデータ。 （四季による変化、 集中豪雨や長期の降雨があっ��

た後の状態も包絡。 ）破砕層や破断面がないこと、 又は 、 あったとしても問題がないこと��

・ １��
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⑤ 法面補強の強度が経年劣化しない こと、 又は 、 経年劣化を見込んでも必要な強度が

十分維持できることの根拠。 それを確認するための定期的な検査の実施状況 。　　　
…１０２

⑥ ベッド口 ックから法面までの全体を含んだ

⑤ 法面補強の強度が経年劣化しない こと、 又は 、 経年劣化を見込んでも必要な強度が

十分維持できることの根拠。 それを確認するための定期的な検査の実施状況 。　　　
…１０２

⑥ ベッド口 ックから法面までの全体を含んだ

の裏付け。 経年変化のモータリングについての説明。��

…１Ｏ２��

④ 法面補強の層が地震発生時に剥離しないことの根拠。 又は、 剥離しても問題ないこと��

の根拠。��

・ ・ ・ １０２��

⑤ 法面補強の強度が経年劣化しない こと、 又は 、 経年劣化を見込んでも必要な強度が��

十分維持できることの根拠。 それを確認するための定期的な検査の実施状況 。　　　
…１０２��

⑥ ベッド口 ックから法面までの全体を含んだ耐震評価モデル図と解析に用いた入力値。��

耐震評価結果。 耐震解析の方法が信頼出来ることを裏付けるための実験的な検証（ベ��

ンチマーキング）。 尚、 この評価については 、 施⊥業者による他 、 施⊥業者以外の第三��

者機関によっても完全に独立的に実施されていることが望ましい 。��

・ ・ ・ １０３��

⑦ クリフ ・工ッジを超えた時の法面の崩壊モードと滑落する土砂、 岩石の予想体積、 及び��

運動エネルギー

。��

⑧ 法面において想定される最大の降雪量と雪崩の評価。��

１０３��

・ ・ ・ １０３��

⑨ 法面に航空機が衝突した場合の機械的影響とジェット燃料の燃焼による影響評価。
…１０４��

⑩ 法面補強の強度に関する原子力安全 ・ 保安院の承認は何を根拠としましたか 。 上述��

①～⑨ の各項については議論していますか。�� １０４��

〈４〉
ー般参観者や視察者のため 、 当該法面の断面模型があるべきと思われます。

―般参��

観者や視察者には、 外観だけからでは当該法面の 内部構造が分からず、 法面直下の現��

場には恐怖感があります 。 そのような部分に対しては特に視覚的に分かり易い説明を心��

掛けるべきであると思われます。��

…１０��

３．　　　 観察所見 、 質問��

〈１〉台風－土砂崩れ ：　トンネルが閉塞し、 海と空が荒れている場合の貴社の 当直職員の移��

動方法や物資補給の手段は考えていますか。��

・ ・ ・ １０６��

〈２〉送電線＝　 所外からの送電線 ２系が、 開閉所近〈の 山の斜面でかなり隣接しています。��

地震による地崩れ、
ヘリコプターなどの墜落（及びその後の樹林の火災）、 森林火災など��

によって 、 両系同時に損傷する可能性があるように感じられました。��

① 我が国の安全審査指針によれば、
「指針 ４８． 電気系統ｊ第 ２項において 、

「２回線以��

上の送電線により電力系統に接続された設計であること。 」とあるだけで、 現状でも適��

合すると解釈されますが、 より基準の厳しい米国においては次のように規定されており、��

現実的に可能な限りの物理的独立件の確保が言匝われています。 貴社は、 現状の ２系��

の送電線の物理的独立性についてどのように評価していますか 。 その ような貴社の評��
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３〉非常用海水ポンプ

① ロータリー・スクリーンが完全に閉塞した場合は 、 循環水ポンプだけでな〈海水ポンプ

ヘの取水も停止してしまいますか。

３〉非常用海水ポンプ

① ロータリー・スクリーンが完全に閉塞した場合は 、 循環水ポンプだけでな〈海水ポンプ

ヘの取水も停止してしまいますか。

価については、 過去においてどのように原子力安全 ・保安院の 同意を得ていますか 。
…��１０７��

Ｃ〃亀〃ｏ〃１７ーＥたｃｍｃｐＯＷｅｒＳ声嵒ｍＳ．��

（抜粋）　Ｅｌｅｃｔ「ＩＣｐｏＷｅｒｆｒ０ｍ ｔｈｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ｎｅｔｗｏ「ｋｔｏｔｈｅ ｏｎｓｉｔｅ ｅｌｅｃｔｒｉｃｄｉｓｔ「ｉｂｕｔｉｏｎ��

ｓｙＳｔｅｍＳｈａｌｌＤｅＳｕｐｐ！ｌｅ【１ＤｙｔＷｏｐｈｙｓｉｃａｌｌｙｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔＣｌｒｃｕｉｔｓ【ｎｏｔｎｅｃｅｓｓａｒｉｌｖｏｎｓｅｐａｒａｔｅ��

ｒｌ９ｎｔＳ０ｒＷ８ｙ】Ｃ１ｅＳＩｇｎｅ（１ａｎｄｌｏＣａｔｅｄｓｏａｓｔｏｍｉｎｉｍｉｚｅｔｏｔｈｅｅｘｔｅｎｔｐｒａＣｔｉｃａｌｔｈｅｌｉｋｅｌｉｈｏｏｄ��

０ｒｔｎｅｌｒＳＩｍｕｌｔａｎｅｏｕｓｆａｌｌｕｒｅ ｕｎｄｅｒｏｐｅｒａｔｉｎｇａｎｄｐｏ５ｔｕｌａｔｅｄａＣＣｉｄｅｎｔａｎｄｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａＩ��

Ｃｏｎ０ｌｔｌ０ｎＳ． ＡＳＷｌｔＣｈｙａｒｄｃｏｍｍｏｎｔｏｂｏｔｈＣｌｒＣｕｉｔｓｉｓａＣＣｅｏｔａｂｌｅ．��

② 送電線上空の飛行禁止、 又は制限は 、 どのように運用されていますか 。�� １０７��

３〉非常用海水ポンプ��

① ロータリー・スクリーンが完全に閉塞した場合は 、 循環水ポンプだけでな〈海水ポンプ��

ヘの取水も停止してしまいますか。��
１０８��

② 取水 口付近での船舶事故による油漏れやクラゲの大量発生 、 海藻の流入などによる��

海水ポンプへの影響については 、 どのように評価されていますか。�� １０９��

③ スクリーンが閉塞した場合の「圧損大」信号によって、 海水ポンプは 自動トリップします��

か 。 津波の下げ潮によって海水ポンプの吸い上げが低下したときには 自動トリップしま��

すか 。 それらの 自動トリップ信号は必要に応じ、 中央制御室で遠隔的にリセッ ト、 又は��

バイパスさせ 、 状況回復後直ぐに再起動出来ますか。��

〈４〉バッテリー室��

① シンクの蛇 口 （鉛蓄電池の硫酸が手に付いたときに洗うための蛇 口）が開いたままの��

状態で上流側の元弁が誤って開けられ、 長時間放置された場合、 どのような事態に進��

展するか評価していますか。 元弁のハンドルは、 施錠管理されていますか。��

② 元弁～蛇 口 の配管が同室天井部を貫通している箇所はどのようにシールされていま��

すか 。 上階において大量の溢水が発生した場合、 同室への浸水は防止されますか。　

‖��

〈５〉使用済燃料プール��

① 使用済燃料プールに消火栓を使って注水した場合 、 その放水口 付近にバキュ
ーム ・ブ��

レーカーが付いていないため 、 ポンプが停止した場合にはサイフォン効果によって使用��

済燃料プールの水が消火栓を介して逆流し、 建屋外に放出されてしまう可能性がある��

ように思われます。 プール水が著しく放射性物質によって汚染されてしまった後でこれ��

が発生した場合 、 これは不要な放射能漏れとなるため 、
バキュ

ーム ・ブレーカーなどの��

逆流防止が必要であるように思われます。��

② 貴社の使用済燃料プールには 、 水位計と温度計は取付けられていますか 。 取付けら��

れている場合、 水位計は燃料集合体の頂部まで監視可能ですか。 何系統ありますか 。��

電源は ＳＢＯの場合でも働きますか 。 現在まだ水位計が取付けられていない場合、 将��
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③ 使用済燃料プールの水が完全に抜ける事象が発生した場合 、 その後の淡水、 又は海

水の注水、 又は散水（スプレー）によって臨界が発生する条件、 及び、 そのような手段

による冷却が行われず、 その後にジルコー
・ンム火

③ 使用済燃料プールの水が完全に抜ける事象が発生した場合 、 その後の淡水、 又は海

水の注水、 又は散水（スプレー）によって臨界が発生する条件、 及び、 そのような手段

による冷却が行われず、 その後にジルコー
・ンム火

来設置する予定はありますか 。��

③ 使用済燃料プールの水が完全に抜ける事象が発生した場合 、 その後の淡水、 又は海��

水の注水、 又は散水（スプレー）によって臨界が発生する条件、 及び、 そのような手段��

による冷却が行われず、 その後にジルコー
・ンム火災に進展する条件についての解析は��

行われていますか。 前者については臨界条件マップ（ウラン濃縮度、 水の密度、 燃焼度��

などを変数としたときの臨界条件を示した図）を、 後者につ いては解析コ
ード名と解析��

結果（時間を関数にした温度上昇の予想グラフ）を提示して下さい。��
・ ・ １１４��

〈６〉安全意識の高揚と維持を図る工夫（提案）��

例えば、 構内の所々に「１００，
Ｏ０Ｏ年に １回の津波の レベル」のようなマーキングを入れたポ��

ストを立て、 防波堤の増強や可搬式の消火ポンプ、 電源設備の配備の意義を常に思い出せ��

るようにすることで、 安全意識の高揚と維持を図ることなど。��

・ ・ １　１５��

４，　　　 貴社からの説明Ｌ苅 する所見と質問��

〈１〉津波の想定高さ＝　　 ストレス ・テストにおいては ２．８５ｍを基準としているー方、 更に安��

全側に 、 外海（放水 口側）で １１．４ｍ、 内海（取水 口）で ６ｍを想定しているとの事に関し、 こ��

のダブル ・スタンダードの技術的根拠を説明して下さい 。 我が国では公式に採用されてい��

ない ＰＧ＆Ｅが行ったような確率論的ハザード解析に基づくものですか 、 それとも単に、 福��

島第―原子力発電所で観察された津波の高さをそのまま想定した技術的根拠に基づか��

ないものですか。��

・ １　１６��

〈２〉ガソリン ・ポンプによる送水 ： ４台直列で運転して送水する場合において、 最下流が閉��

め切られた場合、 下流側にあるポンプのケーシングやホース、 継手などは 、 締切り圧力に��

耐えられますか。 そのことの確認は行っていますか 。�� １　１７��

〈３〉高圧母線の Ａ系と Ｂ系の間にク口スタイがないこと＝　米国プラントにおいては 、 むしろ��

そのような例が見当たりません 。 このようなクロスタイがない場合には 、 例えば、 非常用デ��

ィ
ーゼル発電機（Ａ）の故障と余熱除去ポンプ（Ｂ）の故障を考えた場合、 両余熱除去ポン��

プが使用 出来なくなります。 これに対し、 クロスタイがある場合には 、 故障していない非常��

用ディ
ーゼル発電機（Ｂ）と余熱除去ポンプ（Ａ）の組合せによって 、 余熱除去系の運転が��

可能になります。 このように 、 クロスタイの存在は 、 安全性の 向上に有意に寄与します 。��

同クロスタイの存否について、 再確認をお願いします。��

同様に 、 海水冷却系のク口スタイについてはどうでしょうか 。 このク口スタイの 目的は 、��

例えば Ａ系の海水ポンプが故障しても、 弁の切替え操作によって、 Ｂ系の海水ポンプか��
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〈４〉「電気火災に水は禁物」＝　
―般にはその ように思い込まれていますが、 ケーブル火災

がある程度進行して中心部にまで及んだ場合 、

―旦は酸素を遮断することで消火します

が、 残熱によってその後再発火し、 なかな

〈４〉「電気火災に水は禁物」＝　
―般にはその ように思い込まれていますが、 ケーブル火災

がある程度進行して中心部にまで及んだ場合 、

―旦は酸素を遮断することで消火します

が、 残熱によってその後再発火し、 なかな

ら Ａ系に冷却水を送水出来るようにするもので、 やはり安全性の向上に有意に寄与しま��

す。��

〈４〉「電気火災に水は禁物」＝　
―般にはその ように思い込まれていますが、 ケーブル火災��

がある程度進行して中心部にまで及んだ場合 、

―旦は酸素を遮断することで消火します��

が、 残熱によってその後再発火し、 なかなか鎮火が成功しない場合があることが経験的��

に知られています。 その場合 、 電気品への通電を遮断してから水を使い 、 熱を奪うことで��

漸〈鎮火に成功しているケースが多〈あります。 米国において ＴＭｌ－２事故に次ぐ重大事象��

と評されているブラウンズ ・ フェリー１号機の火災（１９７５年 ３月発生）においても、 折角要��

請を受けて消火に駆け付けた消防署員に発電所員が水を使用させなかったため重大な��

火災に進展してしまい 、 結局消防署員の諫言を受け入れ水を使って消し止めたという教��

訓が報告されています。��

貴社が １９７５年のブラウンズ ・ フェリーと同じ失敗を繰り返さないためには、 専門の消防��

署員と―緒にエリア毎に消火方法についての入念な・ンォ
ークダウンを実施し、 予め適切��

な消火方法を決めておくことが重要と思われます。 以下 、 視察させて頂いた ３号機安全��

補機開閉器室Ｌ対 する本件との関連質問です。��

① 電源パネルに対し、 発火前の発熱の段階で電気的な異常を検知するインシピアント火��

災検知器は導入されていますか 。��

② 扉は耐火仕様ですか。��

③ 消火栓の水を使った場合の排水口 の排水容量は十分ですか。��

④ 適切な排煙装置はありますか。��

２０��

２０��

尚、 開閉器の火災としては、 ２００１年 ３月、 馬鞍山 １号機（台湾）において重大な事象が発��

生しています。 電離ガスを媒体にした隣接の開閉器への連鎖や爆発が起こり、 他の要因とも��

重複ｌ‐ｆ今交流電源喪失（ＳＢＯ）が約 ２時間に亘って発生しています。

ー般に、 開閉器室に��

は―見して 目立った可燃物がある訳ではありませんが、 原子炉事故に繋がる火災の リスクと��

しては 、 最も高い場所の
ー

つですので、 十分な対策｝渦去の教訓【、対１る研究が必要である��

と思います 。��

〈５〉水素爆発対策 ；　　　 ジルコニウム ・水反応（Ｚｒ＋２Ｈ２Ｏ→Ｚ「Ｏ２
＋２Ｈ２）が １００％起��

こり、 水素が格納容器内の雰囲気に均―

に拡散した場合、 何％ （体積比）になると計算��

されていますか。 均―だった水素の初期濃度が、 その後の冷却過程に伴う水蒸気の凝縮��

などによって局所的に濃縮されるプ口セスについては、 研究（文献調査 、 実験、 解析）して��

いますか。��

触媒式の水素再結合器が機能するための条件（電源の要否 、 温度、 湿度）と、 機能しな��

〈なる条件は何ですか。��

〈６〉送電系統設計 ；　　　貴社の若狭湾沿岸の ３原子力発電所の全発電 １ーッ 卜が全基定��
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格出力で運転中、 若狭湾―帯の地震によって全基同時にスクラムした場合、 どのように

送電系統へのインパクト（最悪は広域停電）を回避、 又は最小化し、 原子力発電所ヘの

所外電源の確保を図るように設計していますか 。

格出力で運転中、 若狭湾―帯の地震によって全基同時にスクラムした場合、 どのように

送電系統へのインパクト（最悪は広域停電）を回避、 又は最小化し、 原子力発電所ヘの

所外電源の確保を図るように設計していますか 。

格出力で運転中、 若狭湾―帯の地震によって全基同時にスクラムした場合、 どのように��

送電系統へのインパクト（最悪は広域停電）を回避、 又は最小化し、 原子力発電所ヘの��

所外電源の確保を図るように設計していますか 。 送電先の分散という点から、 設備容量��

の喪失分をどのように余剰設備容量によって補充する計画なのか定量的に説明して下さ��

い��０��

〈７〉ストレス ・テストの問題点 ＝　　 下表の評価概要のうち、ＳＢＯとＬＵＨＳ【‐苅 ６る貴社の��

クリフ ・エッジの考え方は、 妥当でないと考えます 。��

夢りヲエ亨夢��

聾竃０指轟��

タり７‡ッジ��

下覆：葛竃３な臺曇餐��

鷺急實金対鷺前��
下瓊：養棗と４８憾●��

費童確景醤竃０��

劫罍
‘’��

竈養��
｛毒臺甕０■日■Ｅ竃置０）��

罍藁地實巍８５��

｛７０臨雷｝８０罍載��

１‐８０擴Ｅｔ２５０９ａ鬮 豊）��

高竃圧岡隨爾嚢臺��

ｔ‐７５倍０２２８；毒８翻��

康子轟５櫨櫨轟却水ギ：Ｊ７
’�� 巍３鴫寓上��

津濱��
｛埼鷲８０１ｌｔ１■Ｅむ霞０��

罍計澪灑轟き��

£１８５ｍ）と０８漱��

約４－０倍（１１６ｍ��

９－Ｅ・｝罰幕鷺鷺承＊多２
‘��

輯１‐０櫨（・鴫��

轟おお〆��
約宙５竃脅上��

炉む��
約１０日畿

’３��

罍實韓嬉鳶弭管飛ンブｂ１・む��

輯５特幽餐
‘’��

臺ｔ盤��
轟爾借向上��

金交灑ｔ豪豊失��

（８８０｝��
舛轟からの支壤がな��
い棗件で 、 轟轟０冷��
却手段が確罍できな��

〈な８まで０鷺間��

優癌壽��
鷺料��

鷺１０自晝ｔ停止申１
‘‘��

白３轟轟鷺膏凋苗＊
´

｝γ壷つル��１‡蔓５８鷺；；≦５５７��骨２０償向上��

義轟ヒー←シンタ��

臺失��

｛Ｌ噂Ｒ８）��

奮０��
約１００畿

’ｚ��

鳰茸甚鷺毒轟競ボ：Ｊゴ８１む��

約６聾餐��
轟竃嚢童毒癌毒轟承轟��

０２£臂宙上��

麝��
窟１００畿ｒ停止申〕

゛ｚ��

Ｅｊ５矗龝鷺員習防ｆ）３
｀

２
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？む��１轟５ｌ器竃；ｌ；韶��約＝０儔向上��

即ち、 貴社はガソリン ・ポンプの燃料がどれ位長〈もつかで評価していますが、 それより��

も厳しい真のクリフ ・工ッジになる要因は 、 ガソリン ・ポンプなどの必要な機材の段取りや��

運転を、 緊急時にどれだけ迅速に行えるかであると考えます。 例えば、 補助給水ポンプ��

が事故発生の瞬間から起動しない場合 、 蒸気発生器のドライアウトまでの時間以内に 、��

どれだけ余裕をもってそのような対応が可能であるかということです。 尚、 そもそも、 本来��

は恒久的に設置された機器が担保だったものが、 完全に人的な対応が担保に替わって��

いる点にも問題があると感じられます。 以下 、 この点に関する質問です。��

① 電源復旧活動 、 及び、 補助給水ポンプの入 口 に給水用のホースを繋ぐ訓練の結果 、��

何分で実施出来ていますか。��

② 予告なしでの訓練は行っていますか 。��

１２４��

１２４��

③ 降雪時、 路面凍結時 、 夜間 、 暴風雨時、 休 日、 所内に救護すべき負傷者が多数発生��

した場合などには 、 予定していた人的な対応が大いに妨げられるか遅れる可能性があ��

ります。 そのような場合のファクターをどのように考慮していますか 。��

…１２５��
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１．１　　 地震

〈１〉若狭湾近海の断層を震源地 とす る地震の シナ リオにつ いて は幾つ か考慮 されて い

ますが、 その中で 、 敦賀、 美浜、 大飯、 高浜の全原子力発電所を全て 「地震加速度

大」のス クラム信号に よつ て停止させ

１．１　　 地震

〈１〉若狭湾近海の断層を震源地 とす る地震の シナ リオにつ いて は幾つ か考慮 されて い

ますが、 その中で 、 敦賀、 美浜、 大飯、 高浜の全原子力発電所を全て 「地震加速度

大」のス クラム信号に よつ て停止させ

Ｐａｒｔ２　 原子力発電所の安全性 と、 その向上関連��

１　　 ス トレス ・ テス トの対象範囲��

１．１　　 地震��

〈１〉若狭湾近海の断層を震源地 とす る地震の シナ リオにつ いて は幾つ か考慮 されて い��

ますが、 その中で 、 敦賀、 美浜、 大飯、 高浜の全原子力発電所を全て 「地震加速度��

大」のス クラム信号に よつ て停止させて しまう可能性の ある規模の ものは有 ります��

か。 その ような大規模停電が発生 した場合の、 各原子力発電所における外部電源復��

旧までの時間は、 最長どの位と評価されますか。��

〈当社の回答〉��

各発電所の基準地震動策定において考慮している若狭湾周辺の断層が活動した場合に��

は 、 スクラム信号によって 自動停止する可能性は考えられますが、 各原子力発電所は、 当��

該発電所に直接接続する送電線の １ルート断事故や極めて過酷なケース となる第��

―変電所
（※｝

の全停事故などの場合に も外部電源が受電可能 となるよう系統の多重��

化 （２ルート４回線以上を確保）を行 っ て お ります。 また、 これにつながる５００��

ｋｖ基幹系統において も多重化を行っ て おり、 これ らに よ り、 送電系統の機能喪失��

が生 じる可能性は極めて低い と考えて います。��

こ のため、 具体的なケース を想定 した外部電源復旧に係る時間の評価は実施 して��

お りませんが、 過去の実績と して 、 兵庫県南部、 大阪府北部および淡路島を中心に��

大規模な停電が発生 した兵庫県南部地震において も、 系統の切替 ・ 仮設備の設置等��

の対応によ り数 日で送電系統の復旧を行い、 概ね １週間でお客さまへの応急送電を��

実施できて お り、
これと同等の対応は可能と考えて お ります。��

なお、 万
―

、 全ての外部電源が喪失 した際にも、
これ らの送電系統とは別に、 従��

来か ら設置 して いる所内の非常用発電装置に加え、 空冷式非常用発電装置の設置や��

電源車の配置等の対策を講 じて お り、 これ らの所内電源に よ り炉心冷却を継続する��

こ とができ、 炉心損傷に至る こ とはありません。 また、 ス トレス テス トに おいて、��

大飯発電所 ３、 ４号機であれば、 約 １６日間外部か らの支援がな〈とも炉心冷却は��

可能であり、 外部か らの物資の手配を行 うなどすれば、 さらに長期にわた り炉心冷��

却は可能となるため、 その間に外部電源の復旧は十分に行えるもの と考えて います。��

（※）第
―変電所とは原子力発電所に直接接続する変電所をい う。��

１
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１．１　　 地震

〈２〉貴社が地震の設計基準を定める上で考慮 した断層は、 発電所か らの半径 ３０ｋｍ 以内

にその全長、 またはー部が含まれて いるもの に限定されて いるよ うに見受け られま

す。 こ れは、 米国の基準である １

１．１　　 地震

〈２〉貴社が地震の設計基準を定める上で考慮 した断層は、 発電所か らの半径 ３０ｋｍ 以内

にその全長、 またはー部が含まれて いるもの に限定されて いるよ うに見受け られま

す。 こ れは、 米国の基準である １

１．１　　 地震��

〈２〉貴社が地震の設計基準を定める上で考慮 した断層は、 発電所か らの半径 ３０ｋｍ 以内��

にその全長、 またはー部が含まれて いるもの に限定されて いるよ うに見受け られま��

す。 こ れは、 米国の基準である １０ＧＦＲ１００． Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ａに ある半径 ２００マイル （約��

３２ｏｋｍ）に比べて著 し〈狭 く、 実際、 発電所に とっ て支配的な震源の位置が ３０ｋｍよ��

りもかな り遠方に位置する場合もあるこ とが示唆されて います。 我が国が ２００５年��

か ら ４度も超過を繰 り返 して い る地震加速度の設計基準につ いて 、 貴社は、 その設��

定方法における手法の見直 しの必要性も含め、 どの よ うに考えますか。例えば、３０ｋｍ��

範囲内への限定につ いて は、 ０． １～１ｏｏＨｚ の全スペク トル領域に おいて十分で ある��

と考えますか。��

〈当社の回答〉��

基準地震動は、
「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」に基づき、 敷地��

周辺の過去の地震や活断層の中か ら影響が大きい地震につ いて 、 応答スペク トルに��

基づ 〈地震動評価および断層モ デルを用 いた手法に よる地震動評価の結果に基づ��

き策定 して います。��

また、 発電所か ら半径 ３０ｋｍ以遠の過去の地震や活断層につ いて も、 敷地への影��

響を検討 した うえで基準地震動を策定 して お り、 考慮する地震や活断層の範囲が不��

十分で あるとは考えて いません。��

【参考 ：発電用原子炉施設の耐震安全性に関する安全審査の手引き（Ｈ２２． １２． ２０）】��

既存文献の調査につ いて は、 敷地中心か ら概ね１００ｋｍ 以内を対象に、 地��

震活動、 歴史地震、 測地資料、 津波、 活断層、 変動地形、 地質構造、 地��

球物理学的調宜畊究等に関する文献 ・ 地図等を、 調査地域の地形 ・ 地質��

等の特性及び敷地か らの距離に応 じて収集 ・ 整理 し、 当該地域で発生 し��

た 、 あるいは発生する可能性の ある地震につ いて 、 活断層の性質や地震��

発生様式等を把握するこ と。 なお、 １ｏｏｋｎ 以遠であっ て も遠方の長大活��

断層等に よ る敷地への影響が考え られる場合には、 これを含め調査する��

‐��

（２）��敷地中心か ら少な くとも半径３ｏｋｎ の範囲 （以下 、 単に 「半径３０ｋｍ 範囲」��

とぃ う。 ）につ いて は 、 既存文献の調査を踏まえ、 調査地域の地形 ・ 地��

質等の特性、 敷地か らの距離や敷地に与える影響に応 じ、 以下の調査を��

適切に組み合わせた十分な調査を実施する こ と。 なお、 半径３０ｋｍ 以遠で��

あっ て も敷地への影響が大きい と考え られる活断層の存在が想定される��

場合に は、 これを含め調査する こ と。��

）��１��（��
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〈当社の回答〉

全プラ ン トに、 原子炉建屋と原子炉補助建屋のベースマ ッ ト上および建屋に地震

計を設置 して います。

〈当社の回答〉

全プラ ン トに、 原子炉建屋と原子炉補助建屋のベースマ ッ ト上および建屋に地震

計を設置 して います。

１． １　 地震��

〈３〉ベースマ ッ トに恒久的に設置された地震計はありますか。��

〈当社の回答〉��

全プラ ン トに、 原子炉建屋と原子炉補助建屋のベースマ ッ ト上および建屋に地震��

計を設置 して います。��

３��



１． １　 地震

〈４〉ベースマ ッ トに おける Ｓｓ の応答スペク トルを設定する上で 、 ＳＳ１はどの ように考

慮され、
ベ ッ ドロ ッ ク～ベースマ ッ ト間の岩質の物性値 （貴社の解析モデルにおけ

る Ｋｎ（水平）、 Ｋ
ｖ （垂直）に影

１． １　 地震

〈４〉ベースマ ッ トに おける Ｓｓ の応答スペク トルを設定する上で 、 ＳＳ１はどの ように考

慮され、
ベ ッ ドロ ッ ク～ベースマ ッ ト間の岩質の物性値 （貴社の解析モデルにおけ

る Ｋｎ（水平）、 Ｋ
ｖ （垂直）に影

１． １　 地震��

〈４〉ベースマ ッ トに おける Ｓｓ の応答スペク トルを設定する上で 、 ＳＳ１はどの ように考��

慮され、
ベ ッ ドロ ッ ク～ベースマ ッ ト間の岩質の物性値 （貴社の解析モデルにおけ��

る Ｋｎ（水平）、 Ｋ
ｖ （垂直）に影響を与え るパラメータ）を仮定 しま したか。 実測に��

基づ〈場合、 実施 したボー－リング調査はいつの時期の もので、 どの地点で行 っ たも��

のですか。 物性値のバラつ きを考慮 し、 様 な々組合せの シ ミユ レーシ ョ ンを行いま��

したか。 （日本では低周波側で、 米国では高周波側で超過する事象が発生 して いま��

す。）米国において は、 ＳＲＰ３． ７． ２項において細 目が定め られ、 モ ンテ カル 口 法に��

よる ３０～６０種類の シ ミユ レーシ ョ ン をベース にする こ とが期待されて います。��

〈当社の回答＞��

基準地震動 Ｓｓは解放基盤表面で定義されて いますが、

‘

当社サイ トでは解放基盤��

表面は建屋の基慌 卜の位置に設定 して います。 地震応答解析において地盤と建屋の��

相互作用 （ＳＳｌ）を評価する場合は、 原子力発電所耐震設計技術規程 （日本電気協��

会）（以下、
「ＪＥＡＧ４６０１」とい う。）に基づき設定 して います。 評価に用いる地盤物��

性値は建設時に実測 した建屋位置での地盤調査結果等に よ り、 ＪＥＡＧ４６０１に基づき��

設定 して います。��

【参考】ＪＥＡＧ４６０１での地盤の物性値の設定方法��

■��単位体積重量 ：密度試験に よ り設定する。��

・ 弾性定数 ：弾性波試験結果の弾性波速度 （Ｖｓ，
Ｖｐ）の平均値を用 いて算定す��

る。��

・ 減衰定数 ＝ＰＳ検層のデータを念頭に経験的な値を考慮 して設定する。��

４��



． １　　 地震

〈５〉設計基準値を ７００Ｇａｌに引き上げた こ とで 、 様 な々安全系の電気品や計測 ・ 制御

設備に対する過去に実施 した耐環境性試験の有効性につ いて見直 しの必要が生 じ

た もの と思われます。 貴社は こ の間題

． １　　 地震

〈５〉設計基準値を ７００Ｇａｌに引き上げた こ とで 、 様 な々安全系の電気品や計測 ・ 制御

設備に対する過去に実施 した耐環境性試験の有効性につ いて見直 しの必要が生 じ

た もの と思われます。 貴社は こ の間題

． １　　 地震��

〈５〉設計基準値を ７００Ｇａｌに引き上げた こ とで 、 様 な々安全系の電気品や計測 ・ 制御��

設備に対する過去に実施 した耐環境性試験の有効性につ いて見直 しの必要が生 じ��

た もの と思われます。 貴社は こ の間題に対 して どの よ うに対処 しま したか。��

東北地方太平洋沖地震に よ り幾つかの故障が報告されて お り、 供試体に対する試験��

結果の公称値と、 実機に設置された製品との個体差、 更に、 経年劣化に よる耐久性��

の低下の可能性が考え られます。 貴社は、 これ らの点に対 して は、 どの ように評価��

を行いま したか。��

〈当社の回答〉��

当社は 「原子力発電所の安全系電気 ・ 計装品の耐環境性能の検証に関する指針��

（ＪＥＡＧ４６２３
－２００８）」に沿 っ て 、 適切に安全系の電気品や計測 ・ 制御設備に対 し、 耐��

環境性能の検証試験と して 、 事故時環境試験等を行 っ て お りますが、 ＪＥＡＧ４６２３に��

おいて は、 耐震性に関する検証は含まれて いない こ とか ら、 基準地震動の引き上げ��

に よる見直 しの必要性は生 じて いません。��

耐環境性能の検証試験において は、 設定 した検証寿命期間に おける通常運転時の��

環境 （熱、 放射線）条件を模擬 した劣化処理を供試体に付与 した後、 設計基準事象��

を模擬 した事故時環境試験を行っ て お り、 実機に設置された製品との個体差や、 経��

年劣化に よる耐久性の低下 をあらか じめ包絡 した評価を行 っ て います。��

また、 原子力安全 ・ 保安院が開催 して お ります高経年化技術評価に関する意見聴��

取会において 、 現時点で耐環境性能の検証試験の対象機器である、
「止める」「冷や��

す」「閉 じ込め るｊに関連する格納容器内の電気品や計測 ・ 制御設備への地震によ��

る故障は報告 されて いません。��

１
■��
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１． １　　 地震

〈６〉耐環境性試験における震動の特性は、 実際の地震に よる震動のそれを包絡 して い

ると言えますか。 実際の地震の震動では、 南北、 東西、 垂直の ３次元の成分を合成

した加速度と して働きます。 従 っ て 、

１． １　　 地震

〈６〉耐環境性試験における震動の特性は、 実際の地震に よる震動のそれを包絡 して い

ると言えますか。 実際の地震の震動では、 南北、 東西、 垂直の ３次元の成分を合成

した加速度と して働きます。 従 っ て 、

１． １　　 地震��

〈６〉耐環境性試験における震動の特性は、 実際の地震に よる震動のそれを包絡 して い��

ると言えますか。 実際の地震の震動では、 南北、 東西、 垂直の ３次元の成分を合成��

した加速度と して働きます。 従 っ て 、

―次元や二次元の震動の模擬では、 十分に弱��

点を洗い出せない可能性がある と思います。��

〈当社の回答〉��

耐環境性試験に おける耐震性に関する検証は、
「ＪＥＡＧ４６２３

－２０Ｏ８原子力発電所の��

安全系電気 ・ 計装品の耐環境性能の検証に関する指針」には含まれて いません。��
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． １　　 地震

〈７〉２０１１年 ３月 １１日の東北地方太平洋沖地震では、 変圧器に取 り付けられた癖斤弁

が、 変圧器の内部の絶縁油のス 口 ッ シ ングに よっ て作動 して しまう事象が、 複数の

原子力発電所で多発 して います。 貴

． １　　 地震

〈７〉２０１１年 ３月 １１日の東北地方太平洋沖地震では、 変圧器に取 り付けられた癖斤弁

が、 変圧器の内部の絶縁油のス 口 ッ シ ングに よっ て作動 して しまう事象が、 複数の

原子力発電所で多発 して います。 貴

． １　　 地震��

〈７〉２０１１年 ３月 １１日の東北地方太平洋沖地震では、 変圧器に取 り付けられた癖斤弁��

が、 変圧器の内部の絶縁油のス 口 ッ シ ングに よっ て作動 して しまう事象が、 複数の��

原子力発電所で多発 して います。 貴社の変圧器 （特に 、 プラ ン ト停止時に外部電源��

を受電する起動用変圧器）に対 して は、 こ の脆弱性につ いて レヴュ
ーを行っ て いま��

すか��０��

〈当社の回答〉��

３月 １１日の東北地方太平洋沖地震に おいて 、 東海第二発電所のキ亦乕器と起動��

用変圧器の放圧菅か らの絶縁油漏れ （３件）および、 女川原子力発電所 １，　２，��

号機の主変圧器と起動用変圧器の変圧器避圧弁が油面変動に よ り動作 （１４件）��

た こ ｝が、 報告されて います。��

当社原子力発電所において は、 同 じ機能を持つ放圧板破壊装置につ いて 、 地震等��

に よ り変圧器タン クが振動 した場合に放圧管内に油序変動が生 じ、 まれに放圧板破��

壊装置が不要動作する場合があるこ とか ら、 平成 １６年 １２月以降、 変圧器メーカの��

推奨を受けて 、 地震による油圧変動に よる不要動作を防止するために耐震型への取��

替えを順次実施 して います。��

３��

し��

１��
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１． １　　 地震

〈８〉２０１１年 ３月 １１日の東北太平洋沖地震では、 タンクやプールに おいてス 口 ッ シ ング

の問題が多発 しま した。 使用済燃料プールか ら ２５立方メートルもの水量が溢れ出

た事例や、 波で水量が増 した と

１． １　　 地震

〈８〉２０１１年 ３月 １１日の東北太平洋沖地震では、 タンクやプールに おいてス 口 ッ シ ング

の問題が多発 しま した。 使用済燃料プールか ら ２５立方メートルもの水量が溢れ出

た事例や、 波で水量が増 した と

１． １　　 地震��

〈８〉２０１１年 ３月 １１日の東北太平洋沖地震では、 タンクやプールに おいてス 口 ッ シ ング��

の問題が多発 しま した。 使用済燃料プールか ら ２５立方メートルもの水量が溢れ出��

た事例や、 波で水量が増 した と誤信号が発信されイ ン ターロ ッ クを起動させた事例��

も報告されて います。 貴社は、 ス ロ ッ シ ングに よる こ の よ うな問題の可能性を考慮��

して いますか。 又、 ス 口 ッ シ ングに よる荷重をタン クの転倒モーメ ン 卜に対する割��

増 しと して加算する必要があるか どうかにつ いて は評価 して いますか。 尚、 こ のス��

口 ッ シ ングの評価に おいて は、 建屋の震動の特性をどの よ うに理解 して いるかが影��

響 し、 前述の ＳＳ・の問題も深〈関わるよ うに思われます。 こ の点につ いての貴社の��

考えを示 して下 さい。��

〈当社の回答〉��

ス 口 ッ シングにつ いては、 基準地震動に対 して解析評価を行 っ て お り、 使用済燃��

料 ピッ トか ら水が溢れた場合で も、 建屋外に流出する可能性がない こ と （堰などが��

設置されて お り、 外部と通 じて いる搬入口等に達 しない こ と）、 および安今上重要��

な機器に影響を及ぼさない こ とを確認 して います。��

安全 ト重要なタン クの耐震評価において は、 ス 口 ッ シ ングに よる流体力もタンク��

に作用する荷重と して考慮 して います。��

建屋内に設置されて いる安今上重要なタ ンクや使用済燃料 ピッ トのス 口 ッ シ ン��

グ評価において は、 建屋の振動特性を考慮 して評価 して います。��

８��



〈９〉安全系に属する配管の うち、 地中に埋設されて いるものはあ りますか。 その よ

な配管がある場合、 それ らに苅する評価には、 地震に よる震動の他、 地盤の沈下や

隆起も考慮されるべきだ と思いますが、 その よ うな評価

〈９〉安全系に属する配管の うち、 地中に埋設されて いるものはあ りますか。 その よ

な配管がある場合、 それ らに苅する評価には、 地震に よる震動の他、 地盤の沈下や

隆起も考慮されるべきだ と思いますが、 その よ うな評価

． １　　 地震��

〈９〉安全系に属する配管の うち、 地中に埋設されて いるものはあ りますか。 その よ う��

な配管がある場合、 それ らに苅する評価には、 地震に よる震動の他、 地盤の沈下や��

隆起も考慮されるべきだ と思いますが、 その よ うな評価は行われて いますか。 又、��

その よ うな配管は、 内部だけでな〈、 土壌との接触に よる外面か らの腐食に伴 う減��

肉も考え られます。 どの ような方法に よ っ て 、 必要な健全性が維持されて いるこ と��

を確認 して いますか。��

く 当社の回答〉��

地中に埋設されて いる安今 Ｆ重要な配管と して は、 海水系配管がありますが、 基��

準地震動に よる地盤の変位を考慮 して評価を行っ て います。 また 、 海水系配管が 卜��

レ ンチ （鉄筋コ ンク リート造）に設置されて いる箇所につ いて は、 卜レ ンチが岩盤��

で支持されて いるので、 地盤の変位の影響はほ とん ど受けません。��

また、 地中埋設となっ て いる海水系配管で は、 過去に美浜発電所 ２号機で地中埋��

設配管を掘 り出 して実施 した点検に おいて 、 有意な腐食は認め られなか っ た こ と、��

―番環境的に厳 しい と考え られる地中埋設管と空気が触れる地際部を点検する こ��

とで全体の腐食状況を検知するこ とが可能で あるこ とか ら、 配管外面の健全性は確��

保されて いると評価 して います。��

なお、 海水系配管が 卜レ ンチに設置されて いる箇所につ いて は、 配管の外観 目視��

点検に よ り、 侵食等に対する配管の健全性を確認 して います。��

１��
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１．　１　 地震

〈１０〉地震に よる火災や内部溢水の誘発事象につ いて はどの よ うに考慮 して いますか。

耐震性の高い安全系の機器が損傷する前には、 当然、 耐震性の低い機器が損傷す

るもの と予想 され、 例えば地絡や短絡

１．　１　 地震

〈１０〉地震に よる火災や内部溢水の誘発事象につ いて はどの よ うに考慮 して いますか。

耐震性の高い安全系の機器が損傷する前には、 当然、 耐震性の低い機器が損傷す

るもの と予想 され、 例えば地絡や短絡

１．　１　 地震��

〈１０〉地震に よる火災や内部溢水の誘発事象につ いて はどの よ うに考慮 して いますか。��

耐震性の高い安全系の機器が損傷する前には、 当然、 耐震性の低い機器が損傷す��

るもの と予想 され、 例えば地絡や短絡に よる電気火災、 配管破断に よる内部溢水��

が考え られます。 その こ とに よ っ て 、 発電所職員の人手が割かれるこ とにな りま��

す。 こ のよ うな こ とが重大な事象と重複 した場合には著 しく負担になるもの と思��

われますが、 考慮 して いますか。��

〈当社の回答＞��

ス トレステス トの評価においては、 地震に起因する火災や溢水に関 して、 以下の��

とお りの対応がと られて お り、 地震に起因 した火災や溢水が発生する こ とはない と��

考えて お ります。��

（火災）��

・ 火災防護設計につ いて は、
「火災発生の防止」、

「火災の検知及び消火」、
「火��

災 の 影 響 の 軽 減 」　と い う観 点 か ら 、 原 子 力 発 電 所 の 火 災 防護規 程��

（ＪＥＡＣ４６２６
－２０１０）に適合 して います。��

・ 火災発生防止の観点か ら、 使用するケーブルにつ いて は、 実用上可能な限 り��

難燃性ケーブルを使用する こ とと して います。��

（溢水）��

・ 耐震の下位のクラスの施設の破損に よ り、 上位クラスへの波及的影響が生 じ��

ない設計と して お り、 地震に起因する内部溢水に よる影響につ いて も設計上��

考慮されて います。 また 、 建設時や運転中における様 な々現場確認や今回の��

ス トレステス トの評価にあた っ ての現場確認において 、 上記の設計で意図さ��

れた状態が維持されている こ とにつ いて確認 して います。��

ｌ０��



１．１地震

〈１１〉以下の設計事故は、 炉心損傷に繋がるものではありませんが、 使用済燃料プールに

おいて発生 した場合には、 以下の シナ リオに よ り同プールを損傷させ、 その保水能

力を損なわせ、 延いて は発熱に よ り、

１．１地震

〈１１〉以下の設計事故は、 炉心損傷に繋がるものではありませんが、 使用済燃料プールに

おいて発生 した場合には、 以下の シナ リオに よ り同プールを損傷させ、 その保水能

力を損なわせ、 延いて は発熱に よ り、

１．１地震��

〈１１〉以下の設計事故は、 炉心損傷に繋がるものではありませんが、 使用済燃料プールに��

おいて発生 した場合には、 以下の シナ リオに よ り同プールを損傷させ、 その保水能��

力を損なわせ、 延いて は発熱に よ り、 その中に貯蔵されて い る使用済燃料を損傷さ��

せて しま う可能性が考え られます。 これ らにつ いての耐性評価は行われて いますか。��

燃料交換機が損傷 し、 機体の
ー部が脱落、 又は取扱い中の燃料集合体が落下。��

使用済燃料キヤ ス クを取扱い中の天井ク レーンが損傷 し、 ク レーンの部品の
ー��

部が脱落、 又は取扱い中のキヤ スクが落下。��

〈当社の回答〉��

使用済燃料を扱 う燃料ピッ トク レーンにつ いては、 耐震 Ｂクラスに区分されて い��

ますが、 基準地震動に対 して転倒や落 卜等が起 こ らない こ とを確認 して います。 ま��

た、 燃料集合体を取扱い中の耐震評価も行っ て お り、 健全性が確保される こ とを確��

認 して います。��

使用済燃料キャ スクを取 り扱う天井ク レーンにつ いて は、 耐震Ｂクラスに区分さ��

れて いますが、 弾性設計用地震動 （基準地震動の １／２以上に設定）に対 して 洛 Ｆ��

等が起 こ らない こ とを確認 して います。 また 、 使用済燃料キヤ スクを取扱い中の耐��

震評価も行っ てお り、 健全性が確保される こ とを確認 して います。��

さらに、 これ らのク レーンにつ いて は、 ス トレステス トにおいて落下等に関する��

耐性評価 を行っ て お り、 使用済燃料 ピッ トの燃料に苅するク リフ エ ッ ジ （２Ｓｓ）��

に影響を及ぼす こ とのない十分な余裕をもつ こ とを確認 して います。��

ｌｌ��
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１． ２　　 津波

〈１〉津波は、 静的な海面上昇ではな 〈運動的であるため、 沖合での津波の高さと陸上で

の湖上高さが異な ります。 こ の効果につ いて は どの ように考慮 して いますか。

１． ２　　 津波

〈１〉津波は、 静的な海面上昇ではな 〈運動的であるため、 沖合での津波の高さと陸上で

の湖上高さが異な ります。 こ の効果につ いて は どの ように考慮 して いますか。

１． ２　　 津波��

〈１〉津波は、 静的な海面上昇ではな 〈運動的であるため、 沖合での津波の高さと陸上で��

の湖上高さが異な ります。 こ の効果につ いて は どの ように考慮 して いますか。��

〈当社の回答〉��

当社が算定 して い る設計津波高さは、 海岸線を基本的に完全反射条件として算定��

して います。 完全反射条件の方が、 入射波 と反射波が重複するため水位が大き〈な��

り、
こ の条件で算定 した設計津波高さが、 評価値 （ポン プ据付 レベルや敷地高さ等）��

を下回る こ とを確認 して います。��

なお、 設計津波高 さが敷地高さ穿上回る場合には、 遡上を考慮 した解析を実施 し��

て います。��

ｌ２��



〈２〉津波には、 海面上昇だけでな〈、 下げ潮も伴います。 貴社の原子力発電設備の中

には、 下げ潮に よる影響を受ける機器もあると思われますが （例えば、 海水ポンプ

の汲み上げ能力）、 これにつ いて はどのように考慮 し

〈２〉津波には、 海面上昇だけでな〈、 下げ潮も伴います。 貴社の原子力発電設備の中

には、 下げ潮に よる影響を受ける機器もあると思われますが （例えば、 海水ポンプ

の汲み上げ能力）、 これにつ いて はどのように考慮 し

１． ２�� 津波��

〈２〉津波には、 海面上昇だけでな〈、 下げ潮も伴います。 貴社の原子力発電設備の中��

には、 下げ潮に よる影響を受ける機器もあると思われますが （例えば、 海水ポンプ��

の汲み上げ能力）、 これにつ いて はどのように考慮 して いますか。��

〈当社の回答〉��

引き波 （設計津波高さ）時等にポン プの吸込口 が海水に十分浸か っ て いるこ とを��

評価 して います。また 、引き波時等に水位が低下 した場合、ポンプを停止するなど、��

水位が回復するまで待機 し、 ポンプを再起動または再起動できる状態 とするこ とで、��

引き波時等に冷却機能を維持する旨手順書に定めて います。��

１３��



１． ２　　 津波

〈３〉津波はその前の地震に よ っ て発生 し、 その際、 陸地においては、 地盤の沈下、 又は

隆起が発生 して いる可能性があります。 地盤の沈下は相対的には津波の高さの割増

とな り、逆に地盤の隆起は下げ潮に

１． ２　　 津波

〈３〉津波はその前の地震に よ っ て発生 し、 その際、 陸地においては、 地盤の沈下、 又は

隆起が発生 して いる可能性があります。 地盤の沈下は相対的には津波の高さの割増

とな り、逆に地盤の隆起は下げ潮に

１． ２　　 津波��

〈３〉津波はその前の地震に よ っ て発生 し、 その際、 陸地においては、 地盤の沈下、 又は��

隆起が発生 して いる可能性があります。 地盤の沈下は相対的には津波の高さの割増��

とな り、逆に地盤の隆起は下げ潮に対する割増とな ります。 こ の可能性につ いて は、��

どの よ うに考慮 して いますか。��

〈当社の回答＞��

敷地周辺に おける耐震設計上考慮する活断層が活動 した場合、 断層の活動に よる��

隆起 ・ 沈降とい っ た地盤変動が発生 しますが、
これ らを考慮 して津波に対する安全��

性が確保できて い るこ とを確認 して います。 また 、 ポン プの据付 レベルや敷地の高��

さな どの評価値 と比較す る際に も地盤変動の影響を考慮 して安全性の確認を行 つ��

て います。��
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１．　３　 地震＋津波

〈１〉津波の襲来時刻が余震の発生時刻と重なる場合が考え られます。 その ようなこ とが

起 こ っ た場合、 不利に影響する機器が具体的に存在 しますか。

１．　３　 地震＋津波

〈１〉津波の襲来時刻が余震の発生時刻と重なる場合が考え られます。 その ようなこ とが

起 こ っ た場合、 不利に影響する機器が具体的に存在 しますか。

１．　３　 地震＋津波��

〈１〉津波の襲来時刻が余震の発生時刻と重なる場合が考え られます。 その ようなこ とが��

起 こ っ た場合、 不利に影響する機器が具体的に存在 しますか。��

〈当社の回答〉��

今回のス トレステス トにおいて 、 地震と津波の重畳に関するク リフ エ ッ ジ評価を��

行 っ て いますが、 その評価に おいて は、 保守的に地震 と津波が同時に襲来すると仮��

定 し、 イベ ン トツ リーで示 される成功パスの成立性を評価 して います。 具体的な評��

価方法 と して は、 成功パス を成立きせる各緩和機能 （ヘディ ング）に苅する耐震裕��

度と許容津波高さの両方を評価 し、 地震および津波に対 ５る耐力を評価 して います。��

その結果、 地震または津波単独のク リフ エ ッ ジと、 重畳のク リフ エ ッ ジは同等の��

もの との評価 して います。��
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１．　４　 電源喪失

〈１〉貴社が実施 した ＰＳＡでは、 外部電源喪失の起因事象に対 デるＡＧＤＦは幾 らと評価

されて いますか。 その評価に おいて は、 上記の広域停電の シナ リオは包絡されて いま

すか。 ＳＢ０に よるＡＧＤ

１．　４　 電源喪失

〈１〉貴社が実施 した ＰＳＡでは、 外部電源喪失の起因事象に対 デるＡＧＤＦは幾 らと評価

されて いますか。 その評価に おいて は、 上記の広域停電の シナ リオは包絡されて いま

すか。 ＳＢ０に よるＡＧＤ

１．　４　 電源喪失��

〈１〉貴社が実施 した ＰＳＡでは、 外部電源喪失の起因事象に対 デるＡＧＤＦは幾 らと評価��

されて いますか。 その評価に おいて は、 上記の広域停電の シナ リオは包絡されて いま��

すか。 ＳＢ０に よるＡＧＤＦの うちの外部電源喪失に よる寄与分は何パーセ ン トですか。��

く 当社の回答〉��

今回のス トレステス トに おいて は、 今般実施 した緊急安全対策の有効性評価を含��

め、 決定論的な手法を用 いて ク リフ エ ッ ジ評価を実施 した ものであり、 確率論的安��

全評価 （ＰＳＡ）は実施 して いません。��

なお、 当社において実施 した 内的 ＰＳＡの評価結果において、 全炉心損傷頻度およ��

び外部電源喪失を起因事象とする炉心損傷頻度は下表に示す とお りです。 外部電源��

喪失を起因事象とするシナ リオには、 外部電源喪失発生後、 電源の回復に失敗する��

など して 、 全交流電源喪失に至るシナ リオ も評価 して お り、 ご指摘の広域停電の シ��

ナ リオもこ の中に含まれます。 また、 ＳＢ０に よ り、 炉心損傷に至るシナ リオに苅す��

る、 外部電源喪失を起因事象と して炉心損傷に至るシナ リオに 占める割合につ いて��

は下表の とお りです��０��

表 ＝ 各プラン卜の内的 ＰＳＡ評価結果��

卜＼��
＼��

＼」��

美浜��
１号機��
（Ｈ１９）��

美浜��

２号機��
（Ｈ２３）��

美浜��

３号機��
（Ｈ１８）��

高浜��
１／２号機��

（Ｈ１６）��

高浜��

３／４号機��
（Ｈ２３）��

大飯��
１／２号機��

（Ｈ２０）��

大飯��
３／４号機��
（Ｈ１９）��

（Ａ）�� ３．０ｘ１０
－７�� １．９〉（１０

－７�� ３．７ｘ１０
－７��

３．４ｘ１０
→��

１．４ｘ１０
－７��

２．８ｘ１０
－７�� １．３ｘ１０

－’��

（Ｂ）�� １．１ｘ１０
－８�� １．６ｘ１０

－８��
５．９〉（１０

－９��
６．０〉（１（｝

－�゚�
１．６ｘ１０

－�゚�
６．３ｘ１０

－０�� ２．８〉（１０
－�゚�

（Ｃ）�� 約 ２５％�� 約 ５０％�� 約 ３２％�� 約 ２９％�� 約 ３５％�� 約 ５６％�� 約 ６０％��

※カッコ内は卒祈の公表時期 。 高浜 １／２号機を除〈プラントは定期安全レビュ
ー－にて公表��

高浜 １／２号機は 、 アクシデン卜マネジメント整備後 確率論的安全評価報告書にて公表��

（Ａ）＝全炉心損傷頻度��

（Ｂ）＝外部電源喪失を起因事象とする炉心損傷頻度��

（ｃ）＝ＳＢＯにより炉心損傷に至るシナリオが、 外部電源喪失を起因事象として炉心損傷に至��

るシナリオに占める割合��

ｌ６��

卜＼��
＼��

＼」��

卜＼��
＼��

＼」��



１．　４電源喪失

〈２〉過去の経験によれば、 原子力発電所において は、 交流電源の喪失に加え、 直流電源

の喪失も散見 されます。 貴社は、 そのよ うな場合の対応につ いて、 手順書を確立さ

せて いますか。 貴社の手順書は、

１．　４電源喪失

〈２〉過去の経験によれば、 原子力発電所において は、 交流電源の喪失に加え、 直流電源

の喪失も散見 されます。 貴社は、 そのよ うな場合の対応につ いて、 手順書を確立さ

せて いますか。 貴社の手順書は、

１．　４電源喪失��

〈２〉過去の経験によれば、 原子力発電所において は、 交流電源の喪失に加え、 直流電源��

の喪失も散見 されます。 貴社は、 そのよ うな場合の対応につ いて、 手順書を確立さ��

せて いますか。 貴社の手順書は、 昨年米国で発生 した事象に対 して も有効ですか。��

く 当社の回答〉��

交流電源の停電を想定 した手順に加え、 直流電源停電に対応するための手順書に��

つ いて も整備 して います。��

また、 昨年米国ではプラ ン ト運転に影響する直流電源停電事象が報告されて いま��

すが、 当社が整備 して いる手順書は、 それ らの事象につ いて も有効です。��

ｌ７��



１． ４　　 電源喪失

〈３〉電源系 （交流、 直流）に関する保安規定 （サべイラ ンス試験の要件に関する記載も

含む）を提示 して下 さい。

１． ４　　 電源喪失

〈３〉電源系 （交流、 直流）に関する保安規定 （サべイラ ンス試験の要件に関する記載も

含む）を提示 して下 さい。

１． ４　　 電源喪失��

〈３〉電源系 （交流、 直流）に関する保安規定 （サべイラ ンス試験の要件に関する記載も��

含む）を提示 して下 さい。��

〈��当社の回答＞��

大飯発電所原子炉施設保安規定第 ７７条 （外部電源　 ：　 ド１， ２， ３および ４��

―）．第 ７８条 （外部電源　 １二　 ド５， ６および照射済燃料移動中ー）、 第 ７９条 （デ��

ィ
ーゼル発電機　 ：　 ド１， ２， ３および４―），第 ８０条 （ディ

ーゼル発電機 ―��

モード１，　２，　３および ４以外―）、 第 ８２条 （非常用直流電源　 ：　 ド１，　２．��

３および４―）、 第 ８３条 （非常用直流電源 ―：　 ド５，　６および照射済燃料移動��

中―）を次頁以降に示 します。��

注）運転モードは 、 原子炉の運転状態に応じて下記の通りモード１～６があります。��

モード�� 原子炉の運転状態��
原子炉容器スタッ��

ドボルトの状態��

モード１�� 出力運転（出力領域中性子束指示値５％超）��

１次冷却材平均温度 約 ３００℃��

全ボルト締付��

（プラン ト運転中）��

出力運転（出力領域中性子束指示値５％以下）��

～制御グループバンク全挿入による原子炉停止��

１次冷却材平均温度 ２８６℃程度��

全ボルト締付��

モード２��

（解列時）��

臨界操作のための制御グループバンク引抜操作��

開始 ～出力運転（出 力領域 中性子束指示値��

全ボルト締付��
モード２��

（起動時）��
５％以下）１次冷却材平均温度 ２８６℃程度��

モード３�� １次冷却材平均温度 １７７℃以上�� 全ボルト締付��

（温態停止時）��

モード４�� １次冷却材平均温度 ９３℃超 １７７℃未満�� 全ボルト締付��

（温態停止時）��

モード５�� １次冷却材平均温度 ９３℃以下�� 全ボルト締付��

（冷温停止時）��

モード６※�� １本以上が緩めら��

（原子炉容器開放時）�� れている��

※ 全ての燃料が原子炉容器から取出されている場合（⇒モード外）を除く。��

ｌ８��



第 ７７条　モード１、
２、 ３および４において 、 外部電源

ｘ’
は、 表７７－１で定める事

項を運転上の制限とする。

２． 外部電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、 次号を実

施する。

（１）当

第 ７７条　モード１、
２、 ３および４において 、 外部電源

ｘ’
は、 表７７－１で定める事

項を運転上の制限とする。

２． 外部電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、 次号を実

施する。

（１）当

（外部電源　　 ；　 ド１， ２‐ ３および４ー）��

第 ７７条　モード１、
２、 ３および４において 、 外部電源

ｘ’
は、 表７７－１で定める事��

項を運転上の制限とする。��

２． 外部電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、 次号を実��

施する。��

（１）当直課長は、 モード１、
２、 ３および４において、 １週間に １回、 非常用局仕母線��

に電力供給可能な外部電源２系列以上の電圧が確立 しているこ とを確認する。��

３． 当直課長は、 外部電源が第 １項で定める運転上の制限を満足 して いないと判断 した場��

合、 表７７―２の措置を講じる。��

※１：外部電源とは、 電力系統または主発電機 （当該原子炉の主発電機を除〈）か らの電��

力を第 ８４条および第 ８５条で要求される非常用高圧母線に供給する設備をい う��

（以下、 各条において同 じ）。��

表７７―１��

項　　 目�� 運転上の制限��

外部電源�� ２系列
ｘ２

以上が動作可能であるこ と鷺��

※２＝外部電源の系列数は、 当該原子炉に対する個 の々非常用高圧母線全てに対 して電力��

供給するこ とができる発電所外か らの送電線の回線数と主発電機数の合計数とする��

（以下、 各条において同 じ）。��

※３＝送電線事故の瞬停時は、 運転上の制限を適用 しない。��

ｌ９��



Ａ． 動作可能な外部電

源 が １系列 で あ

る場合

Ａ． 動作可能な外部電

源 が １系列 で あ

る場合

表７７―２��

条　件�� 要求される措置�� 完了時間��

Ａ． 動作可能な外部電��

源 が １系列 で あ��

る場合��

当直課長は、 動作可能な外部電源につ��

いて 、 電圧が確立 しているこ とを確認��

する。��

４時間��

その 後の １日 ｌこ��

１回��

および��

Ａ． ２当直課長は、 動作不能となっ ている外��

部電源の少な くとも１系列を動作可能��

な状態に復旧する。��

１Ｏ日��

動作可能な外部電��

源 が １系列 で あ��

る場合��

Ｂ． １当直課長は、 動作不能となっ て いる外��

部電源 １系列またはディ
ーゼル発電機��

１基を復旧する。��

１２時間��

および��

デ ィ
ーゼル発 電��

機 １基が動作不��

能である場合��

全ての外部電源が��

動作 不能で ある��

場合��

当直課長は、 動作不能となっている外��

部電源の少なくとも１系列を動作可能��

な状態に復旧する。��

２４時間��

Ｄ��条件Ａ、 Ｂまたは��

Ｇの 措置 を完 了��

時間 内 に達成で��

きない場合��

Ｄ． １当直課長は、 モード３にする。��

および��

Ｄ． ２当直課長は、 モード５にする。��

１２時間��

５６時間��

２Ｏ��

１
■��Ａ��

Ｂ��

１
■��Ｇ��Ｇ��



第 ７８条　モード５、 ６および照射済燃料移動中において、 外部電源は、 表７８―１で

定める事項を運転上の制限とする。

２． 外部電源が前項で定める運転上の制限を満足 して いるこ とを確認するため、 次号を実

施する。

（

第 ７８条　モード５、 ６および照射済燃料移動中において、 外部電源は、 表７８―１で

定める事項を運転上の制限とする。

２． 外部電源が前項で定める運転上の制限を満足 して いるこ とを確認するため、 次号を実

施する。

（

（外部電源　　 モ
ー

ド５、 ６および照射済燃料移動中ー）��

第 ７８条　モード５、 ６および照射済燃料移動中において、 外部電源は、 表７８―１で��

定める事項を運転上の制限とする。��

２． 外部電源が前項で定める運転上の制限を満足 して いるこ とを確認するため、 次号を実��

施する。��

（１）当直課長は、
モード５、 ６および照射済燃料移動中において、

１週間に １回、 所要��

の非常用高圧母線に電力供給が可能な外部電源 １系列以上の電圧が確立 しているこ と��

を確認する。��

３． 当直課長は、 外部電源が第 １項で定める運転上の制限を満足 して いないと判断 した場��

合、 表７８ー２の措置を講 じるとともに、 照射済燃料の移動を中止する必要がある場合��

は、 原子燃料課長に通知する。 通知を受けた原子燃料課長は、 同表の措置を講 じる。��

表７８ー１��

項�� 運転上の制限��

外部電源��
所要の非常用高圧母線に電力供給が可能な外部電源 １系��

列以上が動作可能であるこ とｘ’��

※１：送電線事故の瞬停時は、 運転上の制限を適用 しない。��

表７８―２��

条　件�� 要求される措置�� 完了時間��

Ａ． 全て の外部電源が��

動作不能で ある場��

合��

Ａ． １原子燃料課長は、 照射済燃料の移動を��

中止するｘ２
。��

および��

Ａ． ２当直課長は、
１次冷却材中のほ う素濃��

度が低下する操作を全て中止する。��

および��

Ａ． ３当直課長は；動作不能となつ て いる外��

部電源の少なくとも １系列を動作可能��

な状態に復旧する措置を開始する。��

速やかに��

速やかに��

速やかに��

※２；移動中の燃料を所定の位置に移動するこ とを妨げるものではない。��

２ｌ��

目��



第 ７９条　モード１
、

２、 ３および４において 、 ディ
ーゼル発電機は、 表７９―１で定

める事項を運転上の制限とする。

２． ディ
ーゼル発電機が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、

次の各号を実

第 ７９条　モード１
、

２、 ３および４において 、 ディ
ーゼル発電機は、 表７９―１で定

める事項を運転上の制限とする。

２． ディ
ーゼル発電機が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、

次の各号を実

（ディ
ーぜル発電機　　【　 ド１、

２、 ３および４ー）��

第 ７９条　モード１
、

２、 ３および４において 、 ディ
ーゼル発電機は、 表７９―１で定��

める事項を運転上の制限とする。��

２． ディ
ーゼル発電機が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、��

次の各号を実施する。��

（１）発電室長は、 定期検査時に、 次の事項を確認する。��

（ａ）模擬信号によ りデイ
ーゼル発電機が起動 し、 １号炉および２号炉について は １０��

秒以内、 ３号炉および４号炉については １２秒以内にディ
ーゼル発電機の電圧が確��

立するこ と。��

（ｂ）ディ
ーゼル発電機に電源を求める機器が、 母線電圧確立か ら所定の時間内に所定��

のシーケンスに従って順次負荷をとるこ とができるこ と。��

（ｏ）（ｂ）における所定負荷のもとにおいて 、 ディ
ーゼル発電機が電圧 ６，９００±３４５Ｖお��

よび周波数 ６０±３ＨＺで運転可能であるこ と。��

（２）当直課長は、 モード１、
２、 ３および４において、 １ケ 月に １回、 ２基のデイ

ーゼ��

ル発電機について 、 待機状態か ら起動 し、 無負荷運転時の電圧が ６，
９００±３４５Ｖおよ��

び周波数が ６０±３ＨＺであるこ とならびに引き続き非常用高圧母線に並列 して定格出��

力で運転可能であるこ とを確認する。��

（３）当直課長は、 モード１、
２、 ３および４において 、

１ケ月に １回、 燃料油サービス��

タンク
ｘ１

の貯油量を確認する。��

３． 当直課長は、 ディ
ーゼル発電機が第 １項で定める運転上の制限を満足して いないと判��

断 した場合、 表７９ー３の措置を講 じる。��

※１：燃料油サービスタンクとは、
１号炉および２号炉については燃料サービスタンク、��

３号炉および４号炉については燃料油サービスタンクをいう （以下、 本条において��

同 じ）。��

表７９ー１��

項　 目�� 運転上の制限��

ディ
ーゼル発電機��

（１）ディ
ーゼル発電機 ２基が動作可能であるこ と８“��

（２）燃料油サービスタンクの貯油量が表７９ー２に定める��

制限値内にある こ と
ｘ�゚�

※２：予備潤滑運転 （ターニング、
エアラン）を行う場合、 運転上の制限を適用 しない。��

※３＝ディ
ーゼル発電機が運転中および運転終了後の ２４時間は、 運転上の制限を適用 し��

ない。��

２２��



燃料油サービスタンク貯油量

（保有油量）

燃料油サービスタンク貯油量

（保有油量）

表７９ー２��

項　 目��
制　限　値��

１号炉および２号炉�� ３号炉および４号炉��

燃料油サービスタンク貯油量��

（保有油量）��
０． ８８ｍ以上�� α９５冊 以上��

表７９ー３��

条　件�� 要求される措置�� 完了時間��

Ａ． ディ
ーゼル発電機 １基が��

動作不能
※‘

である場合��

Ａ． １当直課長は、 当該ディ
ーゼル発電��

機を動作可能な状態に復旧する。��

および��

Ａ． ２当直課長は、 残 りのディ
ーゼル発��

電機を起動 （無負荷運転）し、 動��

作可能であるこ とを確認する。��

１０日��

４時間��

そ の後の １日��

に １回��

Ｂ． 条件Ａの措置を完了時間��

内に達成できない場合��

当直課長は、 残 りのディ
ーゼル発��

電機を運転状態 （負荷運転）にす��

る。��

および��

Ｂ． ２当直課長は、 当該ディ
ーゼル発電��

機を動作可能な状態に復旧する。��

１�� 速やかに��

３０日��

Ｇ． ディ
ーゼル発電機 １基が��

動作不能である場合��

および��

動作可能な外部電源が １��

系列である場合��

Ｇ． １当直課長は、 動作不能となつ て い��

るディ
ーゼル発電機 １基また は��

外部電源 １系列を復旧する。��

１２時間��

Ｄ． 条件ＢまたはＣの措置を��

完了時間内に達成できな��

い場合��

Ｄ． １当直課長は、 モード３にする。��

および��

Ｄ． ２当直課長は、 モード５にする。��

１２時間��

５６時間��

※４：燃料油サービスタンクの貯油量 （保有油量）が制限値を満足 して いない場合を含む��

（以下、 本条において同 じ）。��

２３��

Ｂ��



（ディ
ーゼル発電機　　 １二　 ド１、

２
、 ３および４以外ー）

第 ８ｏ条　モード１、
２、 ３および４以外において 、 ティ

ーゼル発電機は、 表８０－１

で定める事項を運転上の制限とする。

２． ディ
ーゼル発電機が前項で定め

（ディ
ーゼル発電機　　 １二　 ド１、

２
、 ３および４以外ー）

第 ８ｏ条　モード１、
２、 ３および４以外において 、 ティ

ーゼル発電機は、 表８０－１

で定める事項を運転上の制限とする。

２． ディ
ーゼル発電機が前項で定め

（ディ
ーゼル発電機　　 １二　 ド１、

２
、 ３および４以外ー）��

第 ８ｏ条　モード１、
２、 ３および４以外において 、 ティ

ーゼル発電機は、 表８０－１��

で定める事項を運転上の制限とする。��

２． ディ
ーゼル発電機が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、��

次号を実施→る。��

（１）当直課長は、 モード１、
２

、 ３および４以外において 、 １ヶ 月に １回、 ディ
ーゼル��

発電機について以下の事項を実施する。��

（ａ）ディ
ーゼル発電機を待機状態か ら起動 し、 無負荷運転時の電圧が ６，

９００±３価 Ｖお��

よび周波数が ６０±３ＨＺであるこ とを確認する。��

（ｂ）燃料油サービスタンク
ｘ’

の貯油量を確認する。��

当直課長は、 ディ
ーゼル発電機が第 １項で定める運転上の制限を満足 して いないと判��

断 した場合、 表 ８０ー３の措置を講 じるとともに、 照射済燃料の移動を中止する必要が��

ある場合は、 原子燃料課長に通知する。 通知を受けた原子燃料課長は、 同表の措置を講��

じる。��

３．��

※１：燃料油サービスタンク とは、
１号炉および２号炉については燃料サービスタンク、��

３号炉および４号炉については燃料油サービスタンクをい う （以下、 本条において��

同 じ）。��

表８Ｏー１��

運転上の制限��

ディ
ーゼル発電機��

（１）ディ
ーゼル発電機 ２基が動作可能であるこ とｘ２ｘ゚��

（２）（１）のディ
ーゼル発電機に対応する燃料油サービスタンク��

の貯油量が表８０―２に定める制限値内にあるこ と
５“��

※２��

※３��

※４��

ディ
ーゼル発電機の予備潤滑運転 （ターニング、

エアラン）を行う場合、 運転上の��

制限を適用 しない。��

ディ
ーゼル発電機には、 非常用発電機 １基を含めるこ とができる。 非常用発電機と��

は、 所要の電力供給が可能なものをい う。 なお、 非常用発電機は複数の号炉で共用��

するこ とができる。��

ディ
ーゼル発電機が運転中および運転終了後の ２４時間は、 運転上の制限を適用 し��

ない。��

表８��Ｏ―２��

項　 目��
制　限　値��

１号炉および２号炉�� ３号炉および４号炉��

燃料油サービスタンク貯油量��

（保有油量）��
０． ８８ｍ以上�� ０． ９５ｍ

３
以上��

２４��

目��項��



ディ
ーゼル発電機 ２

基および非常用発電

機 １基の うち、
２基以

上が動作不能
ｘ゜

であ

る場合

ディ
ーゼル発電機 ２

基および非常用発電

機 １基の うち、
２基以

上が動作不能
ｘ゜

であ

る場合

表８Ｏ―３��

条　件�� 要求される措置�� 完了時間��

ディ
ーゼル発電機 ２��

基および非常用発電��

機 １基の うち、
２基以��

上が動作不能
ｘ゜

であ��

る場合��

Ａ． １原子燃料課長は、 照射済燃料の移動を��

中止する
ｘ゜

。��

および��

Ａ． ２当直課長は、 １次冷却材中のほう素濃��

度が低下する操作を全て中止する。��

および��

Ａ． ３当直課長は、 ディ
ーゼル発電機２基お��

よび非常用発電機 １基の うち、 少なく��

とも２基を動作可能な状態に復旧する��

措置を開始する。��

速やかに��

速やかに��

速やかに��

※５＝ディ
ーゼル発電機の燃料油サービスタンクの貯油量 （保有油量）が制限値を満足 し��

ていない場合を含む。��

※６：移動中の燃料を所定の位置に移動するこ とを妨げるものではない。��

２５��

▲
ｍ��



第 ８２条　モード１、 ２、 ３および４において 、 非常用直流電源 （蓄電池および充電器）

は、 表８２―１で定める事項を運転上の制限とする。

２． 非常用直流電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認する

第 ８２条　モード１、 ２、 ３および４において 、 非常用直流電源 （蓄電池および充電器）

は、 表８２―１で定める事項を運転上の制限とする。

２． 非常用直流電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認する

（非常用直流電源　　：　 ド１、 ２、 ３および４ー）��

第 ８２条　モード１、 ２、 ３および４において 、 非常用直流電源 （蓄電池および充電器）��

は、 表８２―１で定める事項を運転上の制限とする。��

２． 非常用直流電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、 次��

の各号を実施する。��

（１）発電室長は、 定期検査時に、 非常用直流電源の健令件を確認する。��

（２）当直課長は、 モード１、
２

、 ３および４において、
１週間に １回、 浮動充電時の蓄��

電池端子電圧が １２７． １Ｖ以上であるこ とを確認する。��

３． 当直課長は、 非常用直流電源が第 １項で定める運転上の制限を満足していないと判断��

した場合、 表 ８２ー２の措置を講 じる。��

表８２ー１��

項　 目�� 運転上の制限��

非常用直流電源��
２系統 （蓄電池および充電器

ｘ’

）が動作可能で��

あるこ と��

※１＝充電器とは、 充電器または予備充電器のいずれかをいい、 両方が機能喪失となっ て��

動作不能とみなす （以下、 本条において同 じ）。��

表８２―２��

条　件�� 要求される措置�� 完了時間��

Ａ． 非常用直流電源 １系統の��

蓄電池または充電器が動��

作不能である場合��

Ａ． １当直課長は、 当該機器を��

動作可能な状態に復旧す��

る。��

および��

Ａ． ２当直課長は、 残りの非常��

用直流電源が動作可能で��

あるこ とを確認する。��

１Ｏ日��

速やかに��

Ｂ 非常用直流電源 １系統の��

蓄電池および充電器が動��

作不能である場合��

Ｂ． １当直課長は当該機器を動��

作可能な状態に復 旧す��

る。��

２時間��

０ 条件ＡまたはＢの措置を��

完了時間内に達成できな��

い場合��

Ｇ． １当直課長は、 モード３に��

する。��

および��

Ｇ． ２当直課長は、 モード５に��

する。��

１２時間��

５６時間��

２６��



第 ８３条　モード５、 ６および照射済燃料移動中において、 非常用直流電源 （蓄電池お

よび充電器）は、 表８３－－１で定める事項を運転上の制限とする。

２． 非常用直流電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ

第 ８３条　モード５、 ６および照射済燃料移動中において、 非常用直流電源 （蓄電池お

よび充電器）は、 表８３－－１で定める事項を運転上の制限とする。

２． 非常用直流電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ

（非常用直流電源　　 ：　 ド５、 ６および照射済燃料移動申―）��

第 ８３条　モード５、 ６および照射済燃料移動中において、 非常用直流電源 （蓄電池お��

よび充電器）は、 表８３－－１で定める事項を運転上の制限とする。��

２． 非常用直流電源が前項で定める運転上の制限を満足 しているこ とを確認するため、 次��

号を実施する。��

（１）当直課長は、 モード５、 ６および照射濟燃料移動中において 、
１週間に １回、 浮動��

充電時の蓄電池端子電圧が １２７． １Ｖ以上であるこ とを確認する。��

３． 当直課長は、 非常用直流電源が第 １項で定める運転上の制限を満足 して いないと判断��

した場合、 表８３―２の措置を講じるとともに、 照射済燃料の移動を中止する必要があ��

る場合は、 原子燃料課長に通知する。 通知を受けた原子燃料課長は、 同表の措置を講 じ��

る。��

表８３―１��

項　 目�� 運転上の制限��

非常用直流電源��

所要の設備の維持に必要な非常用直流母線に接続す��

る系統 （蓄電池および充電器
ｘ’

）が動作可能である��

こ と��

※１＝充電器とは、 充電器または予備充電器のいずれかをいい、 両方が機能喪失となつ��

動作不能とみなす （以下、 本条において同 じ）。��

て��

表８３ー２��

条　件�� 要求される措置�� 完了時間��

Ａ． 所要の非常用直流電源��

の蓄電池また は充電器��

が動作不能である場合��

Ａ． １原子燃料課長は、 照射済燃料の移��

動を中止する＊２
。��

および��

速やかに��

当直課長は、 １次冷却材中のほう��

素濃度が低下する操作を全て中止��

する。��

および��

Ａ． ３当直課長は、 当該機器を動作可能��

な状態 に復旧する措置を開始す��

る。��

２�� 速やかに��

速やかに��

※２：移動中の燃料を所定の位置に移動するこ とを妨げるものではない。��

２７��

Ａ��



１．　４電源喪失

〈４〉非常用デイ
ーゼル発電機に対 して実施された渦去 ３年間のサべイラ ンス試験の結

果を提示 して下さい。 信頼性 （故障率）に対 して は、 どの よ うに評価 して いますか。

１．　４電源喪失

〈４〉非常用デイ
ーゼル発電機に対 して実施された渦去 ３年間のサべイラ ンス試験の結

果を提示 して下さい。 信頼性 （故障率）に対 して は、 どの よ うに評価 して いますか。

１．　４電源喪失��

〈４〉非常用デイ
ーゼル発電機に対 して実施された渦去 ３年間のサべイラ ンス試験の結��

果を提示 して下さい。 信頼性 （故障率）に対 して は、 どの よ うに評価 して いますか。��

〈当社の回答〉��

当社の原子力発電所に設置 して いる非常用ディ
ーゼル発電機につ いて過去 ３年��

間 （平成 ２１～平成 ２３年度）に実施 した保安規定要求のサーべラ ンス試験において��

は、 すべて保安規定の要求事項を満足 して います。��

上記の とお り、 これまでの実績か らも非常用ディ
ーゼル発電機につ いて は、 十分��

な信頼性を有 して いると考えて います。 また、 故障率に関 して は、 こ れまでの国内��

の運転実績か ら算出 した結果、 起動デマ ン ドに対 して 、 １． ５Ｘ１０
‐ ゛
（１／デマ ン ド）��◆��

起動後の運転継続に対 して ９． ５Ｘ１０
－゜
（１／時間）とな っ て います。��

２８��



． ４　　 電源喪失

〈５〉直流電源系統の設計について 、 電源バスの上流 と下流にある充電器、 バッ テ リー、

各分電パネル、 イ ンバーターなどと共に、 途中の フ ュ
ーズや ブ レーカーの容量が示

された詳細な単線結線図を見せて

． ４　　 電源喪失

〈５〉直流電源系統の設計について 、 電源バスの上流 と下流にある充電器、 バッ テ リー、

各分電パネル、 イ ンバーターなどと共に、 途中の フ ュ
ーズや ブ レーカーの容量が示

された詳細な単線結線図を見せて

． ４　　 電源喪失��

〈５〉直流電源系統の設計について 、 電源バスの上流 と下流にある充電器、 バッ テ リー、��

各分電パネル、 イ ンバーターなどと共に、 途中の フ ュ
ーズや ブ レーカーの容量が示��

された詳細な単線結線図を見せて頂〈こ とは可能で しよ うか。��

く 当社の回答〉��

当社の商業機密を含む資料であることから、 開示を差し控えさせていただきます 。��

２９��

１
■��



５　　 最終排熱 （ＵＨＳ）の喪失

〈１〉ＵＨＳ、 非常用ディ
ーゼル発電機、 直流電源の間には、 複雑な相互関係があると理解

されます。 例えば、

１
■ ５　　 最終排熱 （ＵＨＳ）の喪失

〈１〉ＵＨＳ、 非常用ディ
ーゼル発電機、 直流電源の間には、 複雑な相互関係があると理解

されます。 例えば、

１
■ ５　　 最終排熱 （ＵＨＳ）の喪失��

〈１〉ＵＨＳ、 非常用ディ
ーゼル発電機、 直流電源の間には、 複雑な相互関係があると理解��

されます。 例えば、��

１
■��

●��

●��

●��

ＵＨｓに よる非常用ディ
ーゼル発電機ヘの冷却水の供給、 非常用ディ

ーゼル発電��

機か ら ＵＨＳへの給電の よ うな相互依存性。��

直流電源に よる非常用ディ
ーゼル発電機燃料ポン プの給電、 非常用ディ

ーゼル��

発電機の交流電源に よる直流電源バ ッ テ リーへの充電の ような相互依存性。��

交流電源系の ブ レーカーの開閉操作ヘの直流電源の供給。��

などです。 こ の よ うな複雑な相互関係につ いて は しば しば潜在的な問題が見落とさ��

れがちですが、 貴社は こ の よ うな問題に対 し、 過去に どの よ うな レヴュ
ーを行つ て��

いますか。 反復的に再チ ェ ッ クを行 っ て いますか。��

〈当社の回答〉��

ご質問中の相互依存性とは、 ＵＨｓで ある海水ポン プ、非常用ディ
ーゼル発電機、��

直流電源におけるそれぞれの相互関係である以下の ３点と理解 して います。��

●��

海水ポン プに よ り非常用デイ
ーゼル発電機ヘ冷却水を供給。 非常用デ��

ィ
ーゼル発電機に よ６交流電源を、 海水ポン プモータへ供給。��

直流電源によ り、 非常用デイ
ーゼル発電機の始動用の電磁弁に電源を��

供給、 始動用の電磁弁が開放する こ とに よ り始動用の圧縮空気がディ��

ーゼル機関に送 られ、 非常用ディ
ーゼル発電機が起動、 起動後はディ��

ーゼル機関に直結 して いる燃料ポン プよ り、 ディ
ーゼル機関に燃料を��

供給。 非常用ディ
ーゼル発電機に よ り交流電源を供給 し、 こ の電源を��

直流に変換 し、 直流電源を供給するとともにバッ テ リを充電。��

海水ポン プの よ うに交流電源で動作する機器の ブ レーカーの開閉装置��

へは直流電源が供給。��

プラ ン ト建設時には、 上記の相互依存性が設計通 り動作する こ とを使用前検査等��

で確認 して います。��

運転開始以降の プラ ン ト運転において は、海水ポン プ、 非常用ディ
ーゼル発電機、��

直流電源の ３設備が相互に関係する事象に対 して、
これ らが設計通 り動作 し、 健全��

性が確保されて いるこ とを、 毎定検時に確認 して います。��

３０��
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１． ６　 その他の過酷事故対応

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トにおいて発生 し、 それぞれにおいて ＳＢ０

や ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いてはどのように考慮 して います

１． ６　 その他の過酷事故対応

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トにおいて発生 し、 それぞれにおいて ＳＢ０

や ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いてはどのように考慮 して います

１． ６　 その他の過酷事故対応��

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トにおいて発生 し、 それぞれにおいて ＳＢ０��

や ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いてはどのように考慮 して います��

か��０��

く 当社の回答〉��

今回の大飯発電所 ３、 ４号機のス トレステス トの評価において は、 発電所にある��

４っのユニ ッ トすべてが同時に ｓＢｏ．
ＬＵＨｓになる こ とを前提 と して お り、 必要な水��

量、 燃料、 電源車、 消防ポン プ、 要員等は４ユニ ッ トそれぞれにつ いて準備を行つ��

て いる こ とを考慮 して評価 して います。��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トにおいて発生 し、 それぞれにおい

て ＳＢｏや ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて は どの ように考慮 し

て いますか。 例えば

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トにおいて発生 し、 それぞれにおい

て ＳＢｏや ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて は どの ように考慮 し

て いますか。 例えば

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トにおいて発生 し、 それぞれにおい��

て ＳＢｏや ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて は どの ように考慮 し��

て いますか。 例えば、 以下につ いて は どの よ うに備えて いますか。��

① 緊急対策室の設備。 （地震、 津波に対する耐性。 放射線に対する遮蔽能力。��

気、 空調、 通信 〔電話回線 － 有線、 衛星〕、 収容スペース 、 食料、 水。）��

電��

〈��当社の回答〉��

美浜発電所、 高浜発電所および大飯発電所の緊急時対策所は以下の よ うな仕様と��

な っ て います。 なお、 地震 ・ 津波に対 して は、 止水策を施す とともに、 万
ー

、 緊急��

時対策所が使用で きない場合には、 中央制御室付近な どの安全な場所に移動 し、 緊��

急時対策本部機能を確保するよ う、 移動可能な通信設備等を備えて います。��

美浜発電所�� 高浜発電所�� 大飯発電所��

地震の耐性��・建築基準法に基づ〈必要保有水平耐力の １５倍を確保��

・機器の転倒防止策等実施��

・ 入 口扉を二重化��

津波の耐性��設計想定津波について耐性あり＊１��

遮蔽能力�� 地下構造であり、 十分な遮蔽能力がある。��

電気�� プラント非常用電源から受電している＊２��

空調�� ヨウ素除去フィルタを設置している。��

通信�� 公衆回線、 携帯電話、 衛星携帯電話、 衛星電話、 社内 ＰＨＳ、 社内 ＩＰ��

通信（Ｅメール、ＴＶ会議等）、 移動式通話装置、
ページング、 衛星 ＩＰ通��

信装置などを備えている。��

スペース�� 約 ３００ｍ
’�� 約 ３００ｍ

‘�� 約 ２８０ｍ
ｚ��

食料�� 従業員数（約５Ｏ０名）が２日間滞在できる数量を確保。��

水��

＊１免震構造の緊急時対策所を設置予定。��

＊２免震構造の緊急時対策所には独立した非常用電源を設置予定��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トに おいて発生 し、 それぞれに おいて

ＳＢｏや ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて はどの よ うに考慮 して い

ますか。 例えば

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トに おいて発生 し、 それぞれに おいて

ＳＢｏや ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて はどの よ うに考慮 して い

ますか。 例えば

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トに おいて発生 し、 それぞれに おいて��

ＳＢｏや ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて はどの よ うに考慮 して い��

ますか。 例えば、 以下につ いて は どの よ うに備えて いますか。��

②　ＳＢ０や ＵＨＳ喪失に対応するための電源車、 消防自動車配備台数。 デイ
ーゼル駆��

動の消火ポン プ、 ホース、
バ ッ テ リー、 ＤＧ－ＤＧコ ンバーターなどの員数。 それ��

らを格納する倉庫の照明、 消火設備 （火災報知機、 ス プリンクラー）、 耐震性。��

〈当社の回答〉��

全交流電源喪失や最終 ヒー卜シ ンク喪失への対応のために、 追加配備 して いる電��

源や消防ポン プは以下の とお りです。 ４ユニ ッ ト同時の全交流電源喪失等発生に対��

応で きる電源容量の確保や予備を含む十分な数の消防ポン プ、 ホース等の配備を行��

っ て います。 （震災前か ら設置されて いる本設備 となる非常用ディ
ーゼル発電機や��

蓄電池を除〈。）��

Ｏ電源関係��

・ 震災対策で新たに設置 した空冷式非常用発電装置��

美浜発電所 ＝５台、 高浜発電所 ＝８台、 大飯発電所 ：８台��

■��電源車��

美浜発電所 ＝１台、 高浜発電所 ＝１台、 大飯発電所 ：２台��

・ 全交流電源喪失等の対応用 に追加配備 したバ ッ テ リー、 コ ンバータはな し。��

Ｏ給水関係��

・ 消防ポン プ （炉心および使用済燃料ピッ トへの冷却水供給用）��

美浜発電所 ：３２台、 高浜発電所 ：７５台、 大飯発電所 ＝８７台��

・ 消防ホース （炉心及び使用済燃料 ピッ トヘの冷却水供給用）��

美浜発電所 ＝２７８本、 高浜発電所 ＝６１７本、 大飯発電所 ＝６７０本��

Ｏ消防自動車 につ いて は、 各発電所で化学消防車、 水槽付ポン プ車 を、 各 １��

台配備��

全交流電源喪失時や最終 ヒー卜シ ンク喪失時の給水対応用の消防ポン プおよび��

消火ホース は、地震、津波の影響を受けない発電所内の高所に ある機材保管場所に 、��

落下するな ど して損傷する こ とがないよ う保管 して います。 夜間、 全交流電源喪失��

時等に保管場所の照明が機能 しない場合でも、 対応要員が、 配備された非常用のヘ��

ッ ドライ トやハン ドライ 卜に よ り対応で きるよ うに して います。 また、 各保管場所��

には給油の際の火災に備えて消火器を配備 して います。��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トに おいて発生 し、 それぞれに おいて

ＳＢ０や ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて は どの ように考慮 して

いますか。 例えば

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トに おいて発生 し、 それぞれに おいて

ＳＢ０や ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて は どの ように考慮 して

いますか。 例えば

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈１〉地震、 又は津波の影響が同時に複数ユニ ッ トに おいて発生 し、 それぞれに おいて��

ＳＢ０や ＵＨＳ喪失が発生する場合の対応能力の増強につ いて は どの ように考慮 して��

いますか。 例えば、 以下につ いて は どの よ うに備えて いますか。��

③　ＥＲＳＳの伝送能力は十分ですか。 伝送方式は、 モデム式ですか、 ＶＰＮ式ですか。��

〈当社の回答〉��

ＥＲＳＳデータ伝送は、
ＥＲＳＳ側が必要 とする 「止め る、 冷やす、 閉 じ込める」に関��

する原子炉のデータ等につ いて 、 常時伝送 して お り、 伝送能力は十分あるもの と考��

えて います。��

伝送方式は ｌＰプ 口 卜コ ル通信で、 国の ｌＰネ ッ 卜ワークに接続 して います。 こ の��

ネ ッ トワークは国の資料に よると ＶＰＮ方式 とな っ て います。��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈２〉地震や停電に よる放射線防護設備 （呼吸保護具 〔自給式呼吸保護具の充填用 コ ン プ

レ ッ サーも含む〕、 Ｋｌ、 ホールボディ カウン ター

、 線量計 〔充電器も含む〕）、 モ ニ

タ リン グ ・ ポ

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈２〉地震や停電に よる放射線防護設備 （呼吸保護具 〔自給式呼吸保護具の充填用 コ ン プ

レ ッ サーも含む〕、 Ｋｌ、 ホールボディ カウン ター

、 線量計 〔充電器も含む〕）、 モ ニ

タ リン グ ・ ポ

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈２〉地震や停電に よる放射線防護設備 （呼吸保護具 〔自給式呼吸保護具の充填用 コ ン プ��

レ ッ サーも含む〕、 Ｋｌ、 ホールボディ カウン ター

、 線量計 〔充電器も含む〕）、 モ ニ��

タ リン グ ・ ポス ト、 放射線分析装置 （ゲルマニウム半導体測定器、 液体シ ン チ レー��

シ ョ ン ・ カ ウンターなどを含む）、 気象塔などの損壊や稼働停止には対応出来ます��

か。��

〈当社の回答〉��

放射線防保護具は定検等で使用するため普段か ら十分な量を保有 して います。 ま��

た、 測定器類も乾電池式の ものが幅広〈使用 されて いるため、 地震 ・ 津波等の災害��

時にも幅広 く調達や使用が可能です。 さらに 、 環境中の放射能を測定するため移動��

可能なモニタ車を備えて お り、 線量率、 空気中放射性物質濃度、 気象条件が測定可��

能です。��

上記に加 え、 よ り確実に対応するため以下の対策を実施 しま した。��

・ 充電器が必要な線量計につ いて は小型発電機を備えま した。��

・ 普段か ら―定数量以上の資機材を保有 し、 有事の際には原子力事業者間で��

融通する仕組みを充実 しま した。��

・ モ ニタ リングポス トは無停電電源装置を備え、 さらに小型発電機を備えま��

した。��

ホールボディ カウン ター以外に も内部被ば〈を迅速にス ク リーニ ングする��

方法を定めま した。��

・ ゲルマニウム半導体検出器などの計測器類は原子力事業者間で融通する仕��

組みを充実 しま した。��

■��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈３〉使用済燃料プールの損壊の シナ リオにおいて は、 漏洩率がポン プの給水容量を上回

り、 使用済燃料を頂部まで冠水出来ない場合も考慮 しなければな りませんが、 その

よ うな場合の対応

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈３〉使用済燃料プールの損壊の シナ リオにおいて は、 漏洩率がポン プの給水容量を上回

り、 使用済燃料を頂部まで冠水出来ない場合も考慮 しなければな りませんが、 その

よ うな場合の対応

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈３〉使用済燃料プールの損壊の シナ リオにおいて は、 漏洩率がポン プの給水容量を上回��

り、 使用済燃料を頂部まで冠水出来ない場合も考慮 しなければな りませんが、 その��

よ うな場合の対応策はあ りますか。 水漏れが続〈使用済燃料プールの漏洩を抑え、��

最終的に止めるまでの修理の プラ ンはありますか。 実証は行っ て いますか。��

〈当社の回答〉��

使用済燃料 ピッ トは、 地震時に も健全性が維持できるよ う耐震 Ｓクラス設備に分��

類されて お り、 使用済燃料 ピッ トが設置される補助建屋につ いて は、 基準地震動��

ｓｓ に対 して耐震安全性が確保できる こ とを確認 して います。 ス トレステス トにお��

いて は、 基準地震動 Ｓｓを超え る地震に対 して十分な耐震裕度が確保できて いる こ��

とを確認 して います。 （大飯 ３，　４号機では Ｓｓ の ２倍の耐震裕度を有するこ とを��

確認 して います。）��

なお、 使用済燃料 ピッ ト上で使用済燃料を扱 う燃料 ピッ トク レーンが基準地震動��

に対 して転倒や落 卜尋が起 こ らない こ とを確認 して いますので、 こ れが使用済燃料��

ピッ トの保水能力に影響を及ぼすものではあ りません。 また、 使用済燃料ピッ トに��

接続される配管は、 万
―破損 して も保管中の使用済燃料が露出せず、 その上部に遮��

ヘい上も十分な水位が保て るよ うな高さ位置に設置するよう設計 して います。��

その上で、 使用済燃料ピッ トの冷却系統の機能喪失時に備えた水の補給を行 う方��

法と して 、 耐震 Ｓクラスの燃料取換用水タンクか ら水を供給できる系統がある他、��

緊急安全対策と して 、 １次系純水タ ンクか らの給水や消防ポン プによ り淡水タンク��

の水や海水を使用済燃料 ピッ トへ供給できるよ う対応を強化 して います。��
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１．　６　 その他の過酷事故対応

〈４〉使用済燃料プールの水位が著 し〈低下 した後で、 安全に水位を確認するための手段はありま

すか。

１．　６　 その他の過酷事故対応

〈４〉使用済燃料プールの水位が著 し〈低下 した後で、 安全に水位を確認するための手段はありま

すか。

１．　６　 その他の過酷事故対応��

〈４〉使用済燃料プールの水位が著 し〈低下 した後で、 安全に水位を確認するための手段はありま��

すか。��

く 当社の回答〉��

事故時における使用済燃料 ピッ トの水位維持のための手段を多数確立 して お り、使用済燃��

料 ピッ トの水位が著 し〈低下するこ とはありません。��

なお、使用済燃料 ピッ トの水位確認につ いて は、以下の とお り多様な手段を設けて います。��

中央制御室において 、 全交流電源喪失時にも使用可能となるように非常用の電源系��

統か ら電力を供給 して いる水位計に よ り確認するこ とができます。��

使用済燃料 ピ ッ トには中央制御室で確認で きるカ メ ラ を設置 して います。��

使用済燃料 ピッ トに配備 して い る携帯型の水位計に よ り確認する こ とがで きます。��

さらに万
―を考慮 し、 燃料頂部まで監視可能な安全系か ら給電する広域水位計の追��

加設置を順次実施中です。��

●��

●��

●��

●��
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１．　６　 その他の過酷事故対応

〈５〉漏洩の続〈使用済燃料プールへの補給水は、 淡水ですがホウ酸水ですか。 淡水が使われる場

合の再臨界の危険性に対する解析は行われて いますか。

１．　６　 その他の過酷事故対応

〈５〉漏洩の続〈使用済燃料プールへの補給水は、 淡水ですがホウ酸水ですか。 淡水が使われる場

合の再臨界の危険性に対する解析は行われて いますか。

１．　６　 その他の過酷事故対応��

〈５〉漏洩の続〈使用済燃料プールへの補給水は、 淡水ですがホウ酸水ですか。 淡水が使われる場��

合の再臨界の危険性に対する解析は行われて いますか。��

〈当社の回答〉��

使用済燃料ピッ トへの補給水は、 ホウ酸水、 純水、 淡水または海水に よる補給を考えて い��

ます。��

また、 使用済燃料 ピッ トにつ いて は純水で未臨界となるこ とを確認 してお り、 淡水、 海水��

が補給される場合でも再臨界の危険性はありません。��
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〈当社の回答〉

取水 口 には防波堤が設置 されて い る こ とや比較的穏やかな内海に面 して い るこ

となどか ら、取水箇所において直接的な波浪の影響は小さい と考えて います。また、

台風に対 して は、 機材を固縛する等飛散防止

〈当社の回答〉

取水 口 には防波堤が設置 されて い る こ とや比較的穏やかな内海に面 して い るこ

となどか ら、取水箇所において直接的な波浪の影響は小さい と考えて います。また、

台風に対 して は、 機材を固縛する等飛散防止

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈６〉海水を水源 と して利用する場合、 波浪の状況や台風な どと関わ りな 〈可能ですか。��

〈当社の回答〉��

取水 口 には防波堤が設置 されて い る こ とや比較的穏やかな内海に面 して い るこ��

となどか ら、取水箇所において直接的な波浪の影響は小さい と考えて います。また、��

台風に対 して は、 機材を固縛する等飛散防止対策を施づＬとに よ り対応可能です。��

なお、 取水箇所と して は １箇所に限定されるものではな〈、 放水 ピッ トなど他の��

箇所か らの取水も可能です。��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈７〉福島第―原子力発電所では、

―部の防護柵が電源喪失と地震、 津波の影響に よ り、

閉鎖されたままで動作不能 とな っ て しまい、 消防自動車の移動を妨げ、 初期の対応

遅れの原因 ともな

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈７〉福島第―原子力発電所では、

―部の防護柵が電源喪失と地震、 津波の影響に よ り、

閉鎖されたままで動作不能 とな っ て しまい、 消防自動車の移動を妨げ、 初期の対応

遅れの原因 ともな

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈７〉福島第―原子力発電所では、

―部の防護柵が電源喪失と地震、 津波の影響に よ り、��

閉鎖されたままで動作不能 とな っ て しまい、 消防自動車の移動を妨げ、 初期の対応��

遅れの原因 ともな っ て います。 貴社の場合、 対策は講 じられて いますか。��

〈当社の回答〉��

当社の電動駆動の防護柵につ いて は、 電源喪失時等において も手動で開閉できる��

構造 となっ て お り、 適切に開放する こ とができます。 防護柵の開放方法等に係る詳��

細につ いて は、 核物質防護の観点か ら開示を差 し控え させて いただきます。��

なお、 東京電力福島第
―

原子力発電所事故を踏まえ、 津波等に よ り発電所敷地内��

に瓦櫟が散乱するよ うな状況になっ て も、 迅速に瓦櫟を撤去 し、 消防ポン プおよび��

消防ホース等を所定の場所ヘ円滑に設置させる こ とで きるよう、 ホイル 口ーダー等��〒于��

の重機類を配備 して います。��
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〈当社の回答〉

構内の出入管理の方法につ いて は、 通常時、 緊急時の 区別な く、 警備員による顔

写真付入門証等を用 いた本人確認、 持込物品の許可証 との照合、 車両チ ェ ッ ク、 爆

発物等の不審物チ ェ ッ ク等を実施する こ とを

〈当社の回答〉

構内の出入管理の方法につ いて は、 通常時、 緊急時の 区別な く、 警備員による顔

写真付入門証等を用 いた本人確認、 持込物品の許可証 との照合、 車両チ ェ ッ ク、 爆

発物等の不審物チ ェ ッ ク等を実施する こ とを

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈８〉緊急活動支援による所外－所内間の人員や物品の移動に関 して は、 通常時のセキユ リ��

テ ィ 管理が適用出来な くなる可能性があります。 貴社は、 その よ うな場合において��

も必要最小限のセキ ュ リテ ィ 管理を維持 しなければな らないもの と思われますが、��

マニ ュ アルは整備されて いますか。��

〈当社の回答〉��

構内の出入管理の方法につ いて は、 通常時、 緊急時の 区別な く、 警備員による顔��

写真付入門証等を用 いた本人確認、 持込物品の許可証 との照合、 車両チ ェ ッ ク、 爆��

発物等の不審物チ ェ ッ ク等を実施する こ とを社内標準に定めて います。��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よっ て は、 体

力や個人の特殊能

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よっ て は、 体

力や個人の特殊能

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた��

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よっ て は、 体��

力や個人の特殊能力も求め られます。

―方、 事故発生時の状況に よ っ て は、 その遂��

行がよ り困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの よ うに考慮されて��

いま すか。��

① 貴社、 及び貴社の協力会社には、 過酷事故が発生 した際に現地に留ま り、 対応��

する意思の ある従業員が十分いますか。 その こ とが、 強制的でな 〈、 各自の 自��

由意思に基づ〈ものである こ とを、 どの よ うに して確認 して いますか。��

〈当社の回答〉��

過酷事故時に おける当社従業員および協力会社従業員に よる復旧作業等に あ��

た っ て は、 安全最優先の業務運営の下、 法令等を遵守 し、 必要な防保護具 ・ 測定��

器の着用等を行っ た上で 、 安全に十分配慮 して 、 計画的に行 うこ とと して お り、��

自由意志に よる高線量下作業等は想定 して いません。��

また、 協力会社につ いて は、 原子力災害発生時に当社が実施する事態収拾活動��

の 円滑な実施のため、 契約ではな 〈協力要請を行 う取決めを締結 して います。 取��

決めでは各社に対 し、 協力を要請する主要な項 目を明確に し、 平常時か ら活動に��

必要な体制 ・ 連絡体制の構築をお願い して います。 各社に おいては、 当社か らの��

要請項 目、 要員の居住地、 員数などを考慮 し対応いただいて います。��
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１．　６ その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれ

た献身的行動が求め られます。 又、遂行が期待 されて いる任務の種類に よっ て は、

体力や個人の特殊能力

１．　６ その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれ

た献身的行動が求め られます。 又、遂行が期待 されて いる任務の種類に よっ て は、

体力や個人の特殊能力

１．　６ その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれ��

た献身的行動が求め られます。 又、遂行が期待 されて いる任務の種類に よっ て は、��

体力や個人の特殊能力も求め られます。

―方、 事故発生時の状況に よ っ て は、 そ��

の遂行がよ り困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの よ うに考慮��

されて いますか。��

② どの時間帯で も、 消防自動車、 電源車、 ブル ドーザーな どの特殊車両を運転出��

来る経験者が配置されて いますか。��

〈当社の回答＞��

発電所構内には、 特殊車両の免許や講習修了書を保有 して いる要員が２４時間常��

駐 して お り、 定期的に特殊車両の運転、 操作の訓練を実施 して います。��

さらに 、 免許保有者、 講習受講者を増やす予定です。��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応に おいて は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よ っ て は、 体

力や個人の特殊能

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応に おいて は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よ っ て は、 体

力や個人の特殊能

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応に おいて は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた��

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よ っ て は、 体��

力や個人の特殊能力も求め られます。

ー方、 事故発生時の状況に よ っ て は、 その遂��

行がよ り困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの よ うに考慮されて��

いますか。��

③　現場での特定の行動のために配置される対応要員に対 して は、 高所、 狭所、 暗��

所ｆ‐対 する恐怖症がな〈、 冷静に行動出来る こ とを確認 して いますか。��

〈当社の回答〉��

実際の現場において は、 現場で作業指示をする者がその場の環境や実際の作業員��

の状況を確認 し対応する こ とになるため、 各作業員は適切に対応で きます。��

加 えて 、 要求 される作業に精通 した対応要員を当社か らの協力要請に よ り配置 し��

て いる こ と、 さらに 、 現在実際に対応する場所にて 、 夜間での訓練など、 繰 り返 し��

訓練する こ とで対応能力向上に努めて います。��
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１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よっ ては、 体

力や個人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よっ ては、 体

力や個人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた��

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よっ ては、 体��

力や個人の特殊能力も求め られます。

一方、 事故発生時の状況によ っ て は、 その遂��

行がよ り困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの ように考慮されて��

いますか。��

④ 重傷者の扱いや応急的な救命処置に精通 した職員は含まれて いますか。��

〈当社の回答〉��

各発電所には、 健康管理ス タ ッ フ （産業医、 看護師）が勤務 して お り、 負傷者が��

発生 した場合、 診察および応急処置を実施す る こ とにな っ て います。��

また、 各課員に対 し負傷者発生時の初期対応ができるよ う救急処置に関する教育��

を実施 して います。��
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１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よ っ て は、 体

力や個人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よ っ て は、 体

力や個人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた��

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よ っ て は、 体��

力や個人の特殊能力も求め られます。

―方、 事故発生時の状況に よ っ ては、 その遂��

行がよ り困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの ように考慮されて��

いますか。��

⑤週末、 深夜などで も、 所外か らの支援を期待せずに対応するこ とは可能ですか。��

〈当社の回答＞��

緊急時の対応要員 と して運転員、 現場の指揮、 消防など初動に必要な要員を発電��

所内に常駐 させて います��

なお、 本年 ４月末を目途に要員につ いて は、 必要な人員に加え余裕を持つ た人員��

を確保いた します。��
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１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よ っ て は、 体

力や個人の特殊能

１． ６　　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よ っ て は、 体

力や個人の特殊能

１． ６　　 その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた��

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よ っ て は、 体��

力や個人の特殊能力も求め られます。

一方、 事故発生時の状況によっ て は、 その遂��

行がよ り困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの ように考慮されて��

いますか。��

⑥　酷暑期、 寒冷期、 積雪時、 台風、 落雷の危険の ある時などの厳 しい条件下で も��

対応する こ とは可能ですか。��

〈当社の回答＞��

実際の現場において は、 現場で作業指示をする者がその場の環境や実際の作業員��

の状況を確認 し、 台風や落雷の危険の ある時など状況に応 じて 、 適切に対応できま��

す。��

なお、 実際の現場において 、 夏季、 冬季、 積雪時などの環境下で、 繰 り返 し訓練��

する こ とで対応能力向上に努めて います。��

４７��



１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よっ て は、 体

力や個人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よっ て は、 体

力や個人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれた��

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よっ て は、 体��

力や個人の特殊能力も求め られます。

ー方、 事故発生時の状況に よ っ て は、 その遂��

行がよ り困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの よ うに考慮されて��

いますか。��

⑦ パ ンデ ミ ッ クに よ り、 重要な役割を担う職員の 多数が欠勤する場合につ いて は、��

対応策が規定されて いますか。��

く 当社の回答＞��

新型イ ン フルエ ンザの発生、 流行時において は、 原子力部門が行 うべき対応の的��

確かつ迅速な実施を目的 と して、　 原子力部門イ ン フルエ ンザ対策通達を制定 して��

います。��

具体的には、 第 ３段階（感染拡大期／まん延期／回復期）以降の業務運営への影響を��

政府のガイ ドライ ンに従い、
「従業員の最大 ４０％が休務、 流行が ８週間継続する」��

もの と想定 し、
「対策本部」を設置する こ と と し、 継続業務の抽出、 各事業所の入��

館制限、 従業員およびその家族の健康状態管理な らびに資機材等の確保等の業務運��

営の取扱いを確立 して います。��

４８��



１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれた献身

的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よっ て は、 体力や個

人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれた献身

的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よっ て は、 体力や個

人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応において は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員による統率の とれた献身��

的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて いる任務の種類に よっ て は、 体力や個��

人の特殊能力も求め られます。

ー方、 事故発生時の状況に よ っ て は、 その遂行がよ り��

困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの ように考慮されて いますか。��

⑧ 福島第一原子力発電所では、 津波に よるマ ンホールの蓋の浮き上が りが発生 し、 復旧��

時の危険を増す要因になっ て います。 貴社の場合、 対策は講 じられて いますか。��

〈当社の回答〉��

大飯発電所において 、 雨水排水管 （集水枡）か らの津波に よる浸水を防 ぐ目的で止��

水弁を設置 して います。��
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１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応に おいて は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よ っ て は、 体

力や個人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応

〈９〉過酷事故対応に おいて は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よ っ て は、 体

力や個人の特殊能

１．　６　 その他の過酷事故対応��

〈９〉過酷事故対応に おいて は、 貴社、 及び貴社の協力会社の従業員に よる統率の とれた��

献身的行動が求め られます。 又、 遂行が期待されて い る任務の種類に よ っ て は、 体��

力や個人の特殊能力も求め られます。

ー方、 事故発生時の状況に よ っ て は、 その遂��

行がよ り困難になる場合も考え られます。 以下につ いて は、 どの ように考慮されて��

いますか。��

⑨足場のない高所などがないか点検を行い、 危険を減 らす対策は十分に講 じられて い��

ますか。 現場が著 しい高温になる可能性を考慮 し、 対応要員に体力的に無理な対応��

を求めて いないか確認を して いますか。��

〈当社の回答〉��

通常時には、 各作業場所における労働安全に係る リス ク評価を実施 し、 未然に リ��

ス クを共有１るとともに、 作業員には作業 リスクを認識させ、 改善が必要と評価さ��

れれば現場の設備を改善 した上で、 無理を して作業を しない よ う労働安全衛生マ ネ��

ジメ ン トシステムを導入 し、 安全を最優先 して作業するよう指導 して います。��

また、 作業時における体調不調等が発生 した場合も想定 して 、 本年 ４月末を目途��

に初動要員に必要な人員に対 し余裕を持っ た人員を確保いた します。��
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１． ７　　 二次評価のア プローチ

〈１〉今後のニ次評価に おいて は、 地震 ＰＳＡ、 津波 ＰＳＡに基づ 〈よ り定量的な評価も行わ

れるもの と期待されますが、 その場合、 まずはそれぞれに対ｒる確率論的地震ハザ

ード解析 （Ｐ

１． ７　　 二次評価のア プローチ

〈１〉今後のニ次評価に おいて は、 地震 ＰＳＡ、 津波 ＰＳＡに基づ 〈よ り定量的な評価も行わ

れるもの と期待されますが、 その場合、 まずはそれぞれに対ｒる確率論的地震ハザ

ード解析 （Ｐ

１． ７　　 二次評価のア プローチ��

〈１〉今後のニ次評価に おいて は、 地震 ＰＳＡ、 津波 ＰＳＡに基づ 〈よ り定量的な評価も行わ��

れるもの と期待されますが、 その場合、 まずはそれぞれに対ｒる確率論的地震ハザ��

ード解析 （ＰＳＨＡ）、 確率論的津波ハザード解析が出発点になると思います。 貴社は、��

どの よ うな手法に基づいて 、 地震と津波の設計基準値に対応する予想超過頻度を決��

める考えですか。 例えば、

ー次評価に おいて用 いた地震の設計基準であるベースマ��

ッ トにおける ７００ｇａｌと津波の設計基準値で ある ２． ８５ｍに対 して は、 どの よ うな手��

法に よ っ て予想超過頻度を決めますか。 又、 も しそれ らが、 例えば １０
‐ ゜
／年を超え��

るよ うな大きな値である場合には、設計基準値の見直 し（引き上げ）を行いますか。��

〈当社の回答〉��

昨年 ７月 ２１日に原子力安全 ・ 保安院か らス トレステス トのニ次評価の実施項 目��

につ いて 、 地震 ＰＳＡや津波 ＰＳＡの知見等を踏まえて評価するこ とが示されて い��

ますが、 具体的な評価方法につ いて は、 現在、 検討中です。��

なお、 地震ハザード解析、 津波ハザード解析の実施につ いて は、 日本原子力学会��

の規格基準を参考に実施 して い 〈こ とを検討 して お ります。��
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１．　７　 二次評価のア プローチ

〈２〉貴社が これまで内部事象に よるリス クに対 して 実施 した ＰＳＡの評価結果 を提示 し

て くだ さい。 各ユニ ッ 卜に対 して 、 ＡＴＷＳ、 Ｌ０ＧＡ、 ＳＢ０、 ＬＵＨＳな どがどの よ うな比率

に

１．　７　 二次評価のア プローチ

〈２〉貴社が これまで内部事象に よるリス クに対 して 実施 した ＰＳＡの評価結果 を提示 し

て くだ さい。 各ユニ ッ 卜に対 して 、 ＡＴＷＳ、 Ｌ０ＧＡ、 ＳＢ０、 ＬＵＨＳな どがどの よ うな比率

に

１．　７　 二次評価のア プローチ��

〈２〉貴社が これまで内部事象に よるリス クに対 して 実施 した ＰＳＡの評価結果 を提示 し��

て くだ さい。 各ユニ ッ 卜に対 して 、 ＡＴＷＳ、 Ｌ０ＧＡ、 ＳＢ０、 ＬＵＨＳな どがどの よ うな比率��

にな っ て いるか示 して くだ さい。貴社が発表する二次評価に よる地震 ＰＳＡ、津波 ＰＳＡ��

の結果は、 こ れ らの内部事象の ＰＳＡの評価結果とも比較出来るもので あると考えて��

良いですか。��

〈当社の回答＞��

今回のス トレステス トにおいて は、 今般実施 した緊急安全対策の有効性評価を含��

め、 決定論的な手法を用 いて ク リフ エ ッ ジ評価を実施 したものであり、 確率論的安��

全評価 （ＰＳＡ）は実施 して いません。��

な お、 当社において実施 した内部事象 ＰＳＡの評価結果 （ＧＤＦ）ならびに、ＡＴＷＳ、Ｌ０ＧＡ、��

ｓＢ０、 ＬＵＨＳの ４つの事象を伴 う事故シーケ ンスの発生頻度の全 ＧＤＦに苅する各比率��

につ いて は、 下表の とお りです。 また 、 ス トレステス トの二次評価の評価内容につ��

いて は、 現在検討中です。��

表 ＝全 ＧＤＦｌ‐苅 ５るＡＴＷＳ．ＬｏＧＡ，
ＳＢＯ．

ＬＵＨＳが含まれる事故シーケンスの比率��

美浜��

１号機��

（Ｈ１９）��

美浜��
２号機��
（Ｈ２３）��

美浜��

３号機��
（Ｈ１８）��

高浜�� 高浜�� 大飯��
１／２号機��
（Ｈ２０）��

大飯��

事象�� １／２号機��

（Ｈ１６）��

３／４号機��

（Ｈ２３）��

３／４号機��

（Ｈ１９）��

ＡＴＷＳ�� 約 ２％�� 約 １２％�� 約 ３％�� 約 ４％�� 約 １７％�� 約 ３％�� 約 ０．４％��

ＬＯＧＡ�� 約 ９０％�� 約 ８１％�� 約 ８２％�� 約 ７９％�� 約 ７７％�� 約 ９２％�� 約 ８６％��

ＳＢ０�� 約 １％�� 約 ４％�� 約 １％�� 約 １％�� 約 ４％�� 約 １％�� 約 １％��

ＬＵＨＳ�� 約 １％�� 約 １３％�� 約 ２％�� 約 ２％�� 約 ２１％�� 約 ２％�� 約 ２％��

ＧＤＦ�� ３．０〉（１０
－７��

１．９〉（１０
－７��

３．７ｘ１０
－７��

３．４ｘ１０
－７��

１．４〉（１０
－７��

２．８ｘ１『
７��

１．３〉（１０
－７��

※カッコ内は至近の公表時期。高浜 １／２号機を除〈プラントは定期安全レビュ
ー－にて公表��

高浜 １／２号機は 、 アクシデン卜マネジメント整備後 確率論的安全評価報告書にて公表��

注）各事象が含まれる事故シーケンスの割合を合計した場合に １００％を超えているのは��

複数の事象が含まれるシーケンス（例えば、ＳＢＯもＬＵＨＳも発生するようなケース）は、��

それぞれの事象に含めて整理し、 比率を評価しているためです。��

、��

５２��



２． １　　 火災

〈１〉中央操作室で火災が発生 し、 プラ ン ト運転員が同室か ら脱出 しなければな らな 〈

なっ た場合には、 プラ ン ト運転員は、 遠隔停止操作パネルまで移動 して安全停止操

作を行 うこ とにな ります。 しか し最近

２． １　　 火災

〈１〉中央操作室で火災が発生 し、 プラ ン ト運転員が同室か ら脱出 しなければな らな 〈

なっ た場合には、 プラ ン ト運転員は、 遠隔停止操作パネルまで移動 して安全停止操

作を行 うこ とにな ります。 しか し最近

２． １　　 火災��

〈１〉中央操作室で火災が発生 し、 プラ ン ト運転員が同室か ら脱出 しなければな らな 〈��

なっ た場合には、 プラ ン ト運転員は、 遠隔停止操作パネルまで移動 して安全停止操��

作を行 うこ とにな ります。 しか し最近、 その ような操作を行 うまでの間に、 火災に��

よるケーブル損傷に よっ て惹き起 こ される安全停止設備の誤動作によ っ て 、 これが��

妨げられて しま う可能性が複数の プラ ン トで指摘されて います。 貴社の場合、 その��

よ うな潜在的な問題に対 する レヴュ
ーは、 十分に行われて いると思いますか。��

〈当社の回答＞��

ＮＲＧ　 ・ＮＦ０ＲＭＡＴ■０Ｎ　ＮｏＴ・ＧＥ　９２－１８では、 電動弁の電源回路に過負荷 トリッ プ装��

置が設置されて いない回路構成とな っ て い るプラ ン トが米国の ワ シン トン原子力��

発電所 ２号機などで見受け られるこ とを指摘 して います。��

その よ うな発電所の中央制御室で火災が発生 し、 火災に よる中央制御盤内でのホ��

ッ トシ ョ
ートや電動弁の 卜ルクスイ ッ チ回路のホ ッ トシ ョ

ートを想定すると、 電動��

弁が開か ら閉方向ヘ作動 した場合に電源が切れずに弁本体がダメージを被る こ と��

があります。 その場合、 運転員が中央制御室か ら退辯罍へ移動 して も弁本体がダメ��

ージを受けて い る こ とか ら安全停止機能に支障が生 じるこ とがあると指摘されて��

います。��

当社原子力発電所において は、 すべての電動弁につ いて過負荷 トリッ プ装置が設��

置されて お り、 前述の よ うな潜在的な問題がない こ とを確認 して います。��

こ の よ うに、 ＮＲＧか らの情報等につ いて も適切に レ ビュ
ーできて いるもの と考え��

て お りますが、 今後も引き続き レビュ
ーして まい ります。��
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２． １　　 火災

〈２〉電気品の動力用 と制御用 、 計測制御設備の信号伝送用 に布設されて いるケーブル

につ いて は、 安全系か非安全系を問わず、 全て仕様が把握され、 耐火性や燃焼特性

（可燃性か難燃性か、 熱硬化性か熱可

２． １　　 火災

〈２〉電気品の動力用 と制御用 、 計測制御設備の信号伝送用 に布設されて いるケーブル

につ いて は、 安全系か非安全系を問わず、 全て仕様が把握され、 耐火性や燃焼特性

（可燃性か難燃性か、 熱硬化性か熱可

２． １　　 火災��

〈２〉電気品の動力用 と制御用 、 計測制御設備の信号伝送用 に布設されて いるケーブル��

につ いて は、 安全系か非安全系を問わず、 全て仕様が把握され、 耐火性や燃焼特性��

（可燃性か難燃性か、 熱硬化性か熱可塑性か、 有毒ガス を発散するか否かなど）が��

明 らかにな っ て いる必要があります。 その よ うな トレーサ ビリテ ィ は、 管理されて��

いますか。��

〈当社の回答〉��

実用上可能な限 り難燃性ケーブルを使用する こ とと して お り、 それ らは、 調達要��

求上明確に して お ります。 また、 大飯発電所 ３、 ４号機、 高浜発電所 ３、 ４号機以��

前の プラ ン トにつ いては、 難燃性ケーブルを使用 して いなか っ たものがあっ た こ と��

か ら、 延焼の恐れの あるケーブル トレイのケーブルには延焼防止剤を塗布 して いま��

す。 なお、 それ らにつ いて も、 ケーブル引 き換え時には難燃性ケーブルを使用する��

こ とと して お ります。��
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２．　１　 火災

〈３〉火災発生時に所外の消防署か らの支援を要請する場合、 地震や洪水な どに よるア

クセ ス道路の遮断の可能性をどの ように考慮 して いますか。 所外の消防署員が使

用する消火活動用の用具 （ホースやノ ズ

２．　１　 火災

〈３〉火災発生時に所外の消防署か らの支援を要請する場合、 地震や洪水な どに よるア

クセ ス道路の遮断の可能性をどの ように考慮 して いますか。 所外の消防署員が使

用する消火活動用の用具 （ホースやノ ズ

２．　１　 火災��

〈３〉火災発生時に所外の消防署か らの支援を要請する場合、 地震や洪水な どに よるア��

クセ ス道路の遮断の可能性をどの ように考慮 して いますか。 所外の消防署員が使��

用する消火活動用の用具 （ホースやノ ズルなど）が、 発電所内の設備と接続する��

こ とは確認 して いますか。��

〈当社の回答〉��

ア クセス道路の遮断に よる公設消防隊の到着の遅れを考慮 し、 発電所構内に 自衛��

消防隊を２４時間常駐させ、 化学消防車、 泡原液運搬車、 水槽車等の消防設備を配��

備 して お り、 消火訓練、 教育を実施 して います。��

発電所構内の消防設備はすべて消防検定品を採用 して お り、 公設消防隊が所有 し��

て いる消火活動用の用具との接続は可能です。��

また、 公設消防隊との合同訓練時に消火活動ができる こ とを確認 して います。��
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２．　１　 火災

〈４〉所外の消防署か らの支援を得るまでに長時間を要する場合、貴社の 自衛消防隊は、

自力で どこ まで辛変圧器の大規模火災やス イ ッ チギアの ＨＥＡＦによる火災などに

対応出来ますか。 危機的な状況に陥

２．　１　 火災

〈４〉所外の消防署か らの支援を得るまでに長時間を要する場合、貴社の 自衛消防隊は、

自力で どこ まで辛変圧器の大規模火災やス イ ッ チギアの ＨＥＡＦによる火災などに

対応出来ますか。 危機的な状況に陥

２．　１　 火災��

〈４〉所外の消防署か らの支援を得るまでに長時間を要する場合、貴社の 自衛消防隊は、��

自力で どこ まで辛変圧器の大規模火災やス イ ッ チギアの ＨＥＡＦによる火災などに��

対応出来ますか。 危機的な状況に陥る恐れがある場合、 所外の消防署が貴社の緊��

急事態に優先的に対応 して 〈れるこ とにつ いて は、 合意は得 られて いますか。��

〈当社の回答〉��

発電所には様々な火災に対応で きるよ う化学消防車、 泡原液運搬車、 水槽車等を��

配備 して います。��

また 、
キ亦圧器の大規模な火災を想定 した実火訓練、 泡消火訓練 ・ 教育を行 うと��

ともに、 電気室における消火活動につ いての教育も実施 して います。��

公設消防隊との優先的な対応の合意はありませんが、 合同の消防訓練を実施する��

など日 ごろよ り連携を強化 して います。��
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２． １　　 火災

〈５〉消火用水の使用が多目的化 され、 実際の消火活動 と、 使用済燃料プールへの補給水

の供給などとが競合 して しまう場合は想定 して いますか。

２． １　　 火災

〈５〉消火用水の使用が多目的化 され、 実際の消火活動 と、 使用済燃料プールへの補給水

の供給などとが競合 して しまう場合は想定 して いますか。

２． １　　 火災��

〈５〉消火用水の使用が多目的化 され、 実際の消火活動 と、 使用済燃料プールへの補給水��

の供給などとが競合 して しまう場合は想定 して いますか。��

〈当社の回答〉��

全交流電源喪失等の事故時の緊急安全対策では、 炉心や使用済燃料ピッ トへの給��

水源のーつ と して 、 消火栓か らの水を使用 で きるよ う対応を強化 して いますが、 全��

交流電源喪失等の事故時には、 発電所の消火活動に消火栓か らの水を用 いない対応��

が確立できて います。��

具体的には、 ＳＢＯ対応用の資機材 となる消防ポン プとは別に発電所に配備され��

て いる化学消防車、 水槽車に よ り消火活動を行います。��

５７��



２． ２　　 台風

〈１〉米国の原子力発電所の設計基準では、 襲来するハ リケーンに対 して は １Ｏ，Ｏ００，０００

年に １回の規模と して設定 して お り、 最も厳 しい場合 （フ 口 リダ半島南端付近）の

条件は、 風速 １３０ｍ／ｓ

２． ２　　 台風

〈１〉米国の原子力発電所の設計基準では、 襲来するハ リケーンに対 して は １Ｏ，Ｏ００，０００

年に １回の規模と して設定 して お り、 最も厳 しい場合 （フ 口 リダ半島南端付近）の

条件は、 風速 １３０ｍ／ｓ

２． ２　　 台風��

〈１〉米国の原子力発電所の設計基準では、 襲来するハ リケーンに対 して は １Ｏ，Ｏ００，０００��

年に １回の規模と して設定 して お り、 最も厳 しい場合 （フ 口 リダ半島南端付近）の��

条件は、 風速 １３０ｍ／ｓで、 車体重量 １，８１０ｋｇの 自動車が ９３． ６ｍ／ｓの速度で ミサイル��

化 して衝突する場合 とな っ て います。 今般の原子力安全 ・ 保安院か らの指示に よる��

「ス トレス ・ テス ト」では、 求め られて はいませんが、 仮に こ のよ うな基準を貴社��

の発電所に適用 した場合、 或いは数値を修正 して適用 した場合であっ て も、 次の よ��

うなシナ リオにつ いての評価 とそれに応 じた対応が必要になるもの と思われます。��

状況次第では、 地震や津波の脅威に も匹敵する と思われます。��

〈当社の回答〉��

日本に おいて原子炉を設置する際には、 発電用軽水型原子炉の設置許可申請を行��

い、
「発電用軽水型原子炉施設に関する安全設計審査指針」（以下 「審査指針Ｊと言��

う。）に基づき設計の妥当性を審査 されます。��

自然現象に対する要求につ いて も以下の とお り審査指針に おいて 明確に されて��

お り、 当社原子力発電所はその指針に基づき、 妥当であると判断された ものです。��

（審査指針）　 指針 ２． 自然現象に苅する設計上の考慮��

１．�� （省略）��

２．　 安全機能を有する構築物、 系統及び機器は、 地震以外の想定される自然��

現象に よ っ て原子炉施設の安全性が損なわれない設計で ある こ と。 重要度��

の特に高い安全機能を有する構築物、 系統及び機器は、 予想される自然現��

象の うち最も苛酷と考え られる条件、 又は自然力に事故荷重を適切に組み��

合わせた場合を考慮 した設計で ある こ と。��

上記の とお り、
「予想される自然現象の うち最も苛酷と考え られる条件、 又は 自��

然力」を考慮するよ う求め られて いますが、 現状、 日本では米国の １０．０００，０００年��

に １回 とい っ た確率論的な想定ではな〈、 観測結果を踏まえた合理的な想定の もと��

施設の設計 を行っ て います。 なお、 台風に付随 した 自動車の衝突等は考慮 して お り��

ません。��

◆��

（以下参考）��

設置許可申請書においては、 原子炉を設置 しよ うとする場所に関する気象、 地��

盤、 水理、 地震、 社会環境等の状況に関する説明書 （添付書類六）や原子炉施��

設の安全設計に関する説明書 （添付書類ハ）が要求されて お り、 具体的には以��

下の とお りです。��
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添付書類六では、 気象につ いて、 気象官署や敷地での観測結果がまとめ ら

れて います。

添付書類ハでは、 強度設計の基本方針 と して 、 発電所の建物、 構築物、 機

器、 配管およびそれ らの支持構造物は、 自重、 内圧、 外圧、 地

添付書類六では、 気象につ いて、 気象官署や敷地での観測結果がまとめ ら

れて います。

添付書類ハでは、 強度設計の基本方針 と して 、 発電所の建物、 構築物、 機

器、 配管およびそれ らの支持構造物は、 自重、 内圧、 外圧、 地

●�� 添付書類六では、 気象につ いて、 気象官署や敷地での観測結果がまとめ ら��

れて います。��

添付書類ハでは、 強度設計の基本方針 と して 、 発電所の建物、 構築物、 機��

器、 配管およびそれ らの支持構造物は、 自重、 内圧、 外圧、 地震荷重等の��

条件に対 し、 十分な強度を有 し、 かつ
、 その機能を維持で きるように設計��

する こ とと して います。��

なお、 災害発生時の対応能力の さらなる強化 と して 、 平成２４年 ３月 ２３日には��

初動体制等に係る追加安全対策を公表 して お り、 その中で、 初動要員の増強、 協力��

会社に よる支援体制の構築、 災害対応資機材の充実等をあげて います。��
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２， ３　　 セキ ュ リテ ィ 対応 （カウンター－ ・ テ ロ ）

〈１〉民間航空機を使 っ たテ ロ攻撃、 大量の爆薬や殺傷能力の高い武器 （兵器）が自爆テ

ロ リス トに よ っ て使われる脅威に苅する対処について は、 現状、 規制要件はあり

２， ３　　 セキ ュ リテ ィ 対応 （カウンター－ ・ テ ロ ）

〈１〉民間航空機を使 っ たテ ロ攻撃、 大量の爆薬や殺傷能力の高い武器 （兵器）が自爆テ

ロ リス トに よ っ て使われる脅威に苅する対処について は、 現状、 規制要件はあり

２， ３　　 セキ ュ リテ ィ 対応 （カウンター－ ・ テ ロ ）��

〈１〉民間航空機を使 っ たテ ロ攻撃、 大量の爆薬や殺傷能力の高い武器 （兵器）が自爆テ��

ロ リス トに よ っ て使われる脅威に苅する対処について は、 現状、 規制要件はありま��

せん。��

①　貴社は、 こ の間題に対する諸外国 （米、 欧）での対応状況 を把握 して いますか。��

“

Ｂ． ５． ｂ対応
”　

の必要性につ いて 、 貴社は どの よ うに考えますか。��

②　貴社は、 こ の問題に対 し、 今後関係機関と連携 して対策を検討 して い 〈積 りで��

すか。��

〈当社の回答①②〉��

我が国に対する核物質防護上の様々な脅威に関 して は、規制機関（経済産業大臣）��

が、 脅威者の特性 （想定される武器の破壊力等）を治安機関と協議 した上で、 設計��

基礎脅威と して策定 し、 その内容を事業者に提示 して います。 なお、 設計基礎脅威��

の 内容に関 しては、 核物質防護の観点か ら開示を差 し控えさせて いただきます。��

事業者は、 規制機関 （経済産業大臣）が策定 した設計基礎脅威に対 して 、 適切な��

防護措置を実施するとともに 、 事業者が講 じた防護措置の適切性につ いて 、 定期的��

に規制機関 （経済産業大臣）に よる検査を受けて います。��

米国が策定 した Ｂ． ５． ｂにつ いて は、 プラ ン トに大きな喪失を想定 した際の炉心冷��

却等の維持 ・ 復旧の方策を要求するもので あり東京電力福島第―原子力発電所事故��

を踏まえ実施 した緊急安全対策と類似 した対応を含むもの と認識 して います。��

こ の問題に対 し、 米国でも今回の事故を受けて関連 した検討を進めて いる状況で��

ある こ とか ら、 その動向も踏まえた うえで 、 必要に応 じ、 関係機関と連携 して適切��

に対処 して まい ります。��
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２． ３　　 セキュ リテ ィ対応 （カウン ター－ ・ テ ロ）

〈２＞サイバー・ テ ロ に対する防衛につ いて も、現状、我が国には規制要件があ りません。

貴社は、 最近発生 した事例を鑑み、 こ の問題に対する諸外国 （米、 欧）での対

２． ３　　 セキュ リテ ィ対応 （カウン ター－ ・ テ ロ）

〈２＞サイバー・ テ ロ に対する防衛につ いて も、現状、我が国には規制要件があ りません。

貴社は、 最近発生 した事例を鑑み、 こ の問題に対する諸外国 （米、 欧）での対

２． ３　　 セキュ リテ ィ対応 （カウン ター－ ・ テ ロ）��

〈２＞サイバー・ テ ロ に対する防衛につ いて も、現状、我が国には規制要件があ りません。��

貴社は、 最近発生 した事例を鑑み、 こ の問題に対する諸外国 （米、 欧）での対応状��

況を把握 し、 自主的な対応を開始 し、 運用 して いますか。��

〈当社の回答〉��

従来か ら、 原子炉を制御するシステムにつ いて 、 社外のみな らず社内の情報処理��

システムか らも遮断するとともに、 同システムにア クセスする者を厳重に制限する��

こ とやメーカー独 自の プ口 グラムを導入するなど、 サイバー・ テ ロ に対 して適切に��

防衛措置を行 っ て います。��

昨年発生 しＦー菱亘⊥柔の コ ン ピュ
ータウ ィ ルス感染など、 サイバー・ テ ロ に関��

す る事例 につ いて は規制機関および他の原子力事業者とも連携 して情報把握に努��

めて お り、 今後も、 引 き続き、 規制機関等と連携 してサイバー・ テ ロ 対策につ いて 、��

万全を期 して まい ります。��

なお、 サイバ　 ー テ ロ に対 する防衛について は、 平成 ２３年 １２月の法令改正 （実��

用炉規則の
―部改正）において 、 新たに法令要求事項と して規定されま した。��
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２． ３　　 セキュ リテ ィ対応 （カウンター・ テ 口 ）

〈３〉貴社は、

ー般公衆やメ ディ アか らの情報開示の要求を受けた場合であっ て も、 それ

に応 じる こ とがセキュ リテ ィ上の理由か ら、
これを拒否 しなければならない事情が

２． ３　　 セキュ リテ ィ対応 （カウンター・ テ 口 ）

〈３〉貴社は、

ー般公衆やメ ディ アか らの情報開示の要求を受けた場合であっ て も、 それ

に応 じる こ とがセキュ リテ ィ上の理由か ら、
これを拒否 しなければならない事情が

２． ３　　 セキュ リテ ィ対応 （カウンター・ テ 口 ）��

〈３〉貴社は、

ー般公衆やメ ディ アか らの情報開示の要求を受けた場合であっ て も、 それ��

に応 じる こ とがセキュ リテ ィ上の理由か ら、
これを拒否 しなければならない事情が��

発生 します。 しか しー方、 その権利を乱用 した場合には隠蔽性が疑われ、 不審に思��

われます。 貴社は、 情報開示の要求を受けた場合で もそれを 「セキュ リテ ィ 上の理��

由」か ら拒否する際のガイ ドラ イ ン をどの よ うに規定 して いますか。 １０ＧＦＲ７３． ２２��

項に あるよ うな具体的な項 目の リス トがあれば提示 して下 さい。��

〈当社の回答〉��

核物質防護に関する情報管理に関 して は、 法令（注）に基づきこれを適切に実施す��

る こ とが求め られて お り、 このため、社内ルールを定めて情報管理を行っ て います。��

当社における核物質防護に関する情報の具体的な項 目につ いて は、 核物質防護の��

観点か ら開示を差 し控え させて いただきますが、 基本的に 、 平成 １６年 １２月に 、 総��

合資源エネルギー調査会原子力安全 ・ 保安部会原子力防災小委員会において取 りま��

とめ られた 「原子力施設における核物質防護対策の強化につ いて」に記載されて い��

る内容に基づいて 、 核物質防護に関する情報管理を行っ て います。��

（注）　 「実用炉規則第 １５条の ２」��

特定核燃料物質の防護のために必要な措置に関する詳細な事項は、 当該事項��

を知 る必要があると認め られる者以外の者に知 られる こ とがない よ う管理��

する こ と。��
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２． ３　　 セキュ リテ ィ 対応 （カウン ター－ ・ テ 口 ）

〈４〉貴社は、 貴社の原子力発電所のセキュ リテ ィ 関係の情報に携わる社員、 及び当該業

務を請け負 う協力企業の従業員に対 し、 厳格な身元調査 （当局に よる犯罪歴調査

２． ３　　 セキュ リテ ィ 対応 （カウン ター－ ・ テ 口 ）

〈４〉貴社は、 貴社の原子力発電所のセキュ リテ ィ 関係の情報に携わる社員、 及び当該業

務を請け負 う協力企業の従業員に対 し、 厳格な身元調査 （当局に よる犯罪歴調査

２． ３　　 セキュ リテ ィ 対応 （カウン ター－ ・ テ 口 ）��

〈４〉貴社は、 貴社の原子力発電所のセキュ リテ ィ 関係の情報に携わる社員、 及び当該業��

務を請け負 う協力企業の従業員に対 し、 厳格な身元調査 （当局に よる犯罪歴調査を��

含む）や指紋登録などを実施 し、 定期的に更新を行 っ て いますか。 その ような身元��

調査はどこ が実施 して いますか。 その よ うな社員や協力企業の従業員が、 就業期間��

中と退職後に情報を漏洩させない こ とや、 万
―意図的に漏洩 した場合の処分につ い��

て厳格に定めた法的に有効な叉言を取 り交わ して いますか。��

く 当社の回答〉��

核物質防護に関す る情報に携わる社員お よび当該業務を請け負 う協力会社の従��

業員につ いて は、 必要最小限に限定 し 「秘密保持義務者」と して 当社および協力会��

社がそれぞれ指定 して います。��

秘密保持義務者 と して指定す る際には、 必要な教育を実施するとともに 、 人事異��

動も し くは退職指定解除後も継続 して 、 正当な理由な く業務上知 り得た核物質防護��

に関する情報を関係者以外に漏 らさない こ となどを約束する確約書に署名 ・ 捺印の��

上、 所属する会社に提出させて います。��

なお、 秘密保持義務者の指定および解除に関する状況につ いて は、 当社および協��

力会社におけるそれぞれの核セキュ リテ ィ を所管 して い る部署で
―

元管理 して い��

ます。��

また、 上記の協力会社につ いて は、 情報管理等に関する適合性を確認 した上で、��

万
―意図的に漏え い した場合の処分等につ いて 、 秘密保持に関する覚書等を取 り交��

わ して います。��

個人の身元確認につ いて は、 写真付公的身分証明書等に より、 厳格な本人確認を��

実施 して いる と こ ろですが、 信頼性確認制度の法的な整備がなされて いない現状で��

は、 ご指摘の ような特別な身元確認はできません。��

しか しなが ら、 平成 ２４年 ３月に原子力委員会原子力防護専門部会において取 り��

まとめ られた 「我が国の核セキ ュ リテ ィ 対策の強化につ いて」に おいて 、
「信頼性��

確認制度を導入する こ とを目指 して 、 具体的な制度につ いての議論を開始すべきで��

ある」旨が明記された こ とか ら、 今後、 国が主体 とな っ て 、 信頼性確認制度に係る��

法整備等の検討が進め られて い 〈もの と理解 して お り、 事業者と して は これに積極��

的に協力するとともに、 制度が導入された際には、 同制度に基づ〈厳格な身元確認��

につ いて、 適切に対処 してまい ります。��

就業期間中と退職後に社員が情報を漏えいさせない こ とや、 万
ー漏えい した場合��

の処分等につ いて は、 就業規則等で明確に して います。��

また、 協力会社との間では、 契約条件 と して 「情報漏えいなきよ う管理する条項」��
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および 「万
ー

、 情報漏えいがあっ た場合に おいて 、 措置や損害賠償を行 う条項」

書面に よ り取 り交 して います。

および 「万
ー

、 情報漏えいがあっ た場合に おいて 、 措置や損害賠償を行 う条項」

書面に よ り取 り交 して います。

および 「万
ー

、 情報漏えいがあっ た場合に おいて 、 措置や損害賠償を行 う条項」��

書面に よ り取 り交 して います。��
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２． ４緊急対応

〈１〉貴社は、 様 な々シナ リオに沿 っ て想定される原子炉事故、 又は、 使用済燃料プー

ルの事故が発生 した場合の再臨界性や事故進展状況をリアル ・ タイムで解析する

ための最新の プ ロ グラム （ＭＥＬＧＯＲ
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ルの事故が発生 した場合の再臨界性や事故進展状況をリアル ・ タイムで解析する

ための最新の プ ロ グラム （ＭＥＬＧＯＲ

２． ４緊急対応��

〈１〉貴社は、 様 な々シナ リオに沿 っ て想定される原子炉事故、 又は、 使用済燃料プー��

ルの事故が発生 した場合の再臨界性や事故進展状況をリアル ・ タイムで解析する��

ための最新の プ ロ グラム （ＭＥＬＧＯＲ、 ＭＡＡＰまたは これ らに相当する信頼性が国際的��

に認め られた解析コ ード）を整備 し、 それ らを使い こ なせる複数の技術者を各原��

子力発電所に配置 して いますか。 現在未整備である場合、 今後の計画を示 して下��

さい。��

〈当社の回答〉��

ＭＭＰコ
ード等の解析コ ードを使用する必要がある場合には、 解析 コ

ードの ライ��

セ ンス を保有するプラ ン トメーカーと協力 し、 必要な解析や評価を行 うこ とで発電��

所を支援す るこ とに よ り対応 します。��

また 、 原子力安全システム研究所も ＭＡＡＰを保有 し、 これを活用で きる技術者を��

配置 して シ ビア ア クシデ ン トに係る検討や防災対応の支援がで きる体制をとつ て��

います。��

プラ ン トメーカーとの協力体制につ いて は、 今回、 東京電力福島第ー原子力発電��

所事故を受けた ソ フ ト面の対策と して、 プラ ン トメーカーの緊急時体制の整備 と し��

て 、 技術者の若狭地区ヘの常駐、 および こ の要員に よる緊急時初期対応支援体制 を��

確立 （※）し、 強化を実施 して います。��

なお、 当社 自らがプラ ン トの状態を理解 して対応するため、 技術系事故対策要員��

に対 して、 従来か ら実施 して いる ＭＡＡＰ解析を含むア クシデン 卜マネジメ ン ト教育��

の充実を図る予定 （平成 ２４年度開始予定）です。��

（※）若狭原子力統括セ ンター（平成 ２４年 ２月 １日設置、 １１名）、 三菱緊急時��

原子力安全対策セ ンター（技術者 ５００名以上）��

放射能の拡散が発電所外に及ぶ場合の周 辺住民に対 する影響評価のための解析��

コードには ＭＡＣＧＳ２がありますが、 貴社は こ の よ うな解析コ
ードを各原子力発電所��

に対 して導入 し、 それを使い こ なせる複数の技術者を配置 して いますか。 現在未整��

備である場合、 今後の計画を示 して下 さい。��

く 当社の回答〉��

拡散影響評価ツールにつ いて は、 米国 ＮＲＣで使用 して いる ＲＡＳＧＡＬをベース と し��
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た Ｒ―Ｇｕ ｂｉｃ （アール ・ キュ
ービッ ク）とい うシステムを開発 し、 各発電所に備え

付けて います。 こ のシステムについて は、 各発電所が行う原子力防災訓練で、 当社社員

が自ら使用 して 「全身の外部被ば〈による予測線

た Ｒ―Ｇｕ ｂｉｃ （アール ・ キュ
ービッ ク）とい うシステムを開発 し、 各発電所に備え

付けて います。 こ のシステムについて は、 各発電所が行う原子力防災訓練で、 当社社員

が自ら使用 して 「全身の外部被ば〈による予測線

た Ｒ―Ｇｕ ｂｉｃ （アール ・ キュ
ービッ ク）とい うシステムを開発 し、 各発電所に備え��

付けて います。 こ のシステムについて は、 各発電所が行う原子力防災訓練で、 当社社員��

が自ら使用 して 「全身の外部被ば〈による予測線量の最大地点」、
「甲状腺の予測線量の��

最大地点」および 「方位 ・ 距離 ・ 被ば〈予測線量」の評価を行い、 習熟度を高めるよう��

努めて います。��
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２．　４　 緊急対応

〈２〉貴社の各原子力発電所の緊急対応マーュ アルには、 格納容器べ ン トを行 っ た場

合に 、 周辺地域に どの よ うに放射性物質の拡散が起 こ り放射線量率の上昇に寄

与す るかのマ ッ プを作成 して 関係機関に
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２．　４　 緊急対応��

〈２〉貴社の各原子力発電所の緊急対応マーュ アルには、 格納容器べ ン トを行 っ た場��

合に 、 周辺地域に どの よ うに放射性物質の拡散が起 こ り放射線量率の上昇に寄��

与す るかのマ ッ プを作成 して 関係機関に送付するとい う手順が含まれて いるも��

の と推測 します。 又、 こ の作業を迅速に行 うための ソ フ トウ エ アの入 っ た コ ン��

ピュ
ーターを所持 して いるもの と推測 します。��

①　関係機関に対 して は、 どの よ うな様式を使うこ とに して いますか。��

②　風向：北北東 （風の流れる方向は南南四】、 風速：１． ５ｍ／ｓ、 大気安定度＝Ｆ、��

ソース ターム‐仮想事故規模、 その他のイ ン プッ トは任意、 と した ときの、 １��

時間後、 ３時間後、 ５時間後の等線量率マ ッ プを作成 して提出 して下 さい。��

③　上記②の作業には、 どれだけの時間が掛か りま したか。��

④　気象塔が損壊、 或いは、 停電や信号ケーブルの断線などに よ り、 風向、 風��

速の情報が直 ぐに得 られない場合の対応は決ま っ て いますか。��

〈当社の回答〉��

①　 ＰＷＲには格納容器ペ ン 卜が不要なため、 対応 した緊急時対応マーュ アルはあり��

ませんが、 放射性物質の放出が予想 される事態 （例えば原子力災害対策特別措置��

法第 １５条に定める事象の発生）とな っ た場合において は、 原子力事業者防災業��

務計画に定める異常事態通報様式によ り、 Ｒ―Ｇｕｂｉｏ（アール ・ キュ
ービッ ク）を��

用 いて 、 その時の気象条件下で、
「全身の外部被ば〈に よる予測線量の最大地点ｊ��

と 「甲状腺の予測線量の最大地点」の 「方位 ・ 距離 ・ 被ば〈予測線量」を求め、��

同様式に よ り、 国、 自治体、 防災関係機関ヘ報告するこ とにな ります。��

②　前述の Ｒ―Ｇｕｂｉｃ （アール ・ キュ
ービッ ク）を用 いて 、 大飯 ３号機を対象 と して��

作成 した等線量率マ ッ プは、 次頁以降の とお りです。��

なお、 ソース タームは、 ヨ ウ素 （ヨ ウ素 １３１等価）を １． ２ｘ１ｏ
’‘
Ｂｑ／２４時間、��

希ガス （ｒ線エネルギー０． ５ＭｅＶ換算）を ８． ５Ｘ１０
’゚

Ｂｑ／２４時間 と して お り、排��

気筒高 さを標高約 ８０ｍと して います。��

③　緊急時に おいて前述の ＲーＧｕｂｉｃ（アール ・ キュ
ービッ ク）は、 １ケース につき、��

１ｏ分程度で前述の等線量マ ッ プを作成する こ とがで きます。��

④　原子力発電所の放出点の気象データが得 られない場合は、 付近の気象観測点 （敦��

賀、 小浜、 舞鶴）の気象データを用 い るこ とにな ります。��
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２．　４　 緊急対応

〈３〉緊急時の通報範囲 と手段はどの よ うに規定されて いますか。 ラウ ドス ピーカー－に

よる通報を行 う範囲と車の台数は決め られて いますか。 貴社と関係 自治体との所掌

分担ほ叉言に よっ て 明確に規定

２．　４　 緊急対応

〈３〉緊急時の通報範囲 と手段はどの よ うに規定されて いますか。 ラウ ドス ピーカー－に

よる通報を行 う範囲と車の台数は決め られて いますか。 貴社と関係 自治体との所掌

分担ほ叉言に よっ て 明確に規定

２．　４　 緊急対応��

〈３〉緊急時の通報範囲 と手段はどの よ うに規定されて いますか。 ラウ ドス ピーカー－に��

よる通報を行 う範囲と車の台数は決め られて いますか。 貴社と関係 自治体との所掌��

分担ほ叉言に よっ て 明確に規定されて い ま すか。��

〈当社の回答〉��

緊急情報の通報先 と手段は原子力事業耆防災業務計画に定めて います。通報先 と��

して は、 国、 自治体、 防災関係機関などで、 通報手段は ＦＡＸおよび電話と して い��

‐－　 Ｌ��

ま丁。��

ＧＡＴＶや防災行政無線を使っ た住民ヘの広報 （周知）は、 自治体の災害対策本部��

等が実施 します。 具体的には、 それぞれの 自治体の地域防災計画に定め られて いま��

す。��

７４��

‐－　 Ｌ��

ま丁
‐－　 Ｌ��

ま丁



２． ４　　 緊急対応

〈４〉環境モニタ リングの科目、 範囲、 方法、 頻度が規定され、 関係 自治体との所掌分

担は文書に よ っ て 明確に規定されて いますか。

２． ４　　 緊急対応

〈４〉環境モニタ リングの科目、 範囲、 方法、 頻度が規定され、 関係 自治体との所掌分

担は文書に よ っ て 明確に規定されて いますか。

２． ４　　 緊急対応��

〈４〉環境モニタ リングの科目、 範囲、 方法、 頻度が規定され、 関係 自治体との所掌分��

担は文書に よ っ て 明確に規定されて いますか。��

〈当社の回答＞��

緊急時モニ タ リングは、 原子力安全委員会の環境放射線モニ タ リング指針の技術��

的基準等に基づき、 地域防災計画に よ り設置される自治体の緊急時モ ニタ リングセ��

ン ターを中心に実施 されます。��

当社は、 こ のセ ンター－に原子力事業者防災業務計画で定め る要員を派遣 し、 資機��

材を提供する こ とと して います。��

こ のセ ンター－によ り実施されるモ ニタ リングの範囲、 方法、 分担等につ いて は、��

関係自治体の運営要領等に記載があります。��

①　琵琶湖の放射能濃度は、 どこ で実施 しますか。��

く 当社の回答〉��

住民が摂取する可能性のある水、 動植物等は、 滋賀県地域防災計画 （原子力災��

害対策編）に基づ〈モニタ リング体制によ り、 放射性の ヨ ウ素やセ シウムの濃度��

が測定されます。��

②　上記①を貴社が実施する場合、 最初の測定時期は事故後何時間で 、 サン プリン��

グ場所、 分析対象核種、 分析作業場所につ いては どの よ うに規定されて いますか。��

予定 して いた分析作業場所が被災 したために使用不能に な っ た場合のバ ッ クア��

ッ プはどの よ うに計画されて いますか。 上記①が貴社の所掌外である場合、 担当��

する自治体がどこ であるのか把握 し、 その実施予定内容やそのための設備が適切��

で ある こ との確認は、 貴社と して も行っ て いますか。��

〈当社の回答＞��

前記①の緊急時モニタリング体制は当社の所掌外です。 担当する自治体は滋賀��

県、 実施計画につ いて は、 原子力安全委員会が定める指針に基づ〈もの と、 滋賀��

県地域防災計画 （原子力災害対策編）に記載があるため、 実施内容や設備は適切��

で あると考えて います。��

７５��



２． ４　　 緊急対応

〈５〉将来ス クラバーを設置 した場合、 原子炉事故に伴っ て環境に放散される放射能量

は、 それが最大限に機能を発揮 した場合、 どれだけの低減効果を発揮 しますか。 そ

の設置コ ス トはどの位になると推

２． ４　　 緊急対応

〈５〉将来ス クラバーを設置 した場合、 原子炉事故に伴っ て環境に放散される放射能量

は、 それが最大限に機能を発揮 した場合、 どれだけの低減効果を発揮 しますか。 そ

の設置コ ス トはどの位になると推

２． ４　　 緊急対応��

〈５〉将来ス クラバーを設置 した場合、 原子炉事故に伴っ て環境に放散される放射能量��

は、 それが最大限に機能を発揮 した場合、 どれだけの低減効果を発揮 しますか。 そ��

の設置コ ス トはどの位になると推定されて いますか。��

〈当社の回答〉��

欧州で実績の あるフ イルタべ ン 卜の性能は、 長期避難が必要となる放射性物質の��

放出を １／１０００以卜まで低減でき、 長期避難範囲の極小化が期待で きるものです。��

今後の契約交渉に支障がある こ とか ら、 個別機器の設置コ ス トにつ いての開示を��

差 し控え させて いただきます。��

７６��



安全文化

以上の質問のそれぞれについて 、 貴社の見解として原子力安全とは無関係と思わ

れる項 目、 既に貴社内で議論されたこＪ●がある項 目、
「ストレス ・テスト」の審査で議

論されＦこｒがある項目、
「ストレス ・テス

安全文化

以上の質問のそれぞれについて 、 貴社の見解として原子力安全とは無関係と思わ

れる項 目、 既に貴社内で議論されたこＪ●がある項 目、
「ストレス ・テスト」の審査で議

論されＦこｒがある項目、
「ストレス ・テス

２．５��

●��

安全文化��

以上の質問のそれぞれについて 、 貴社の見解として原子力安全とは無関係と思わ��

れる項 目、 既に貴社内で議論されたこＪ●がある項 目、
「ストレス ・テスト」の審査で議��

論されＦこｒがある項目、
「ストレス ・テス ト」の趣旨とは無関係と思われる項 目を示��

して下さい 。 回答は次表を用い 、 印（√）を入れて下さい 。��

〈当社の回答〉��

該当する項 日にチェック（Ｊｒ）を入れて下さい
。��

安全問題とは関��

係ない��

既に社内で議論��

済��

既に 「ストレス ・テ��

スト」で議論済��

「ストレス ・テスト」の��

趣旨とは無関係��

ｌ原子力安全を指してい��

る事から、 例えば 、 何��

かを見せてください等��

の要求は安全と無関��

係としました 。��

この２つのチェック��

て 、 ストレステスト
�́�

どちらかｌこ分けまｌ��

については 、 対象箇所につい��

ｌ次評価ので議論したか否かで��

●′た 。��

〆�� 〆��

〈２〉�� 〆�� 〆��

〈３〉�� 〆��

〈４〉�� 〆�� ゾ��

〈５〉�� 〆�� 〆��

〈６〉�� 〆�� ゾ��

〈７〉�� 〆�� 〆��

〈８〉�� 〆�� 〆��

〈９〉�� 〆�� 〆��

〈ｌ０〉�� 〆�� ゾ��
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安全問題とは関

係ない

安全問題とは関

係ない

該当する項 Ｌｌにチェック（Ｊｒ）を入れて ドさい。��

安全問題とは関��

係ない��

既に社内で議論��

済��

既に 「ストレス ・テ��

スト」で議論済��

ｌストレス ・テストｌの��

趣旨とは無関係��

原子力安全を指してい��

る事から、 例えば、 何��

かを見せてください等��

の要求は安全と無関��

係としました 。��

この２つのチェックについては 、 対象箇所につい��

て、 ストレステスト１次評価ので議論したか否かで��

どちらかに分けました 。��
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「ストレス ・テスト」の

趣旨とは無関係

「ストレス ・テスト」の

趣旨とは無関係

該当する項 目にチェック（Ｊｒ）を入れて 下さい。��

ｌ�� 安全問題とは関��既に社内で議論��

係ない�� 済��
既に「ストレス ・テ��

スト」で議論済��

「ストレス ・テスト」の��

趣旨とは無関係��

原子力安全を指してし��

る事から、 例えば、 何��

かを見せてください等��

の要求は安全と無関��

係としました 。��

この２つのチェックについては 、 対象箇所につ い��

て、 ストレステスト１次評価ので議論したか否かで��

どちらかに分けました 。��
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安全文化

貴社は、 従業員が安全上の問題を感 じた時、 どの ような形の抑圧を受ける不安

もな く自由にそれを提起 し、 議論出来る職場環境を醸成する努力を十分に行 っ

て お り、 達成出来て い ると理解 して いますか。 それを裏付

安全文化

貴社は、 従業員が安全上の問題を感 じた時、 どの ような形の抑圧を受ける不安

もな く自由にそれを提起 し、 議論出来る職場環境を醸成する努力を十分に行 っ

て お り、 達成出来て い ると理解 して いますか。 それを裏付

２． ５��

●��

安全文化��

貴社は、 従業員が安全上の問題を感 じた時、 どの ような形の抑圧を受ける不安��

もな く自由にそれを提起 し、 議論出来る職場環境を醸成する努力を十分に行 っ��

て お り、 達成出来て い ると理解 して いますか。 それを裏付けるア ンケート調査��

などを外部の機関に委託 して定期的に実施 して いますか。��

く 当社の回答〉��

当社では、 原子力事業運営に おける安全最優先の組織風土を継続的に維持、 改善��

するため、 平成 １９年度以降、 毎年、 安全文化評価を実施 し、 その評価にあた っ て��

「トッ プの コ ミ ッ トメ ン 卜」、
「コ ミュ ニケーシ ョ ン」、

「学習する組織」の評価の観��

点の ３ネ在を設定 し、 具体的に １４項 目の評価の視点を定めて います。��

ご質問にある 「安仝トの問題を感 じた時、 どの ような形の抑圧を受け６小安もな��

〈自由にそれを提起 し、 議論で きる」に関 して は、 評価の視点⑤ 「経営層、 原子力��

事業本部、 発電所幹部は、 不具合事象、 懸念事項を含めて 、 現場第ー線の状況を し��

っ か り把握 して いるか」および視点⑥ 「組織内、 組織間の連携は良好か」に照 ら し��

て確認 し、 概ね良好な評価結果 となっ て お り、 安全上の問題を自由に議論できる職��

場環境が醸成されて いると考えて お ります。��

それを裏付 けるもの と して、毎年、安全文化醸成活動状況の評価に資する目的で、��

原子力安全システム研究所 （ｌＮＳＳ）または 日本原子力技術協会 （ＪＡＮＴｌ）��

にア ンケート調査を委託 して います。 そのア ンケート結果か ら 「職場内は話 し合え��

る雰囲気か」などコ ミュ ニケーシ ョ ンに関する項目につ いて 、 緩やかな改善傾向に��

ある こ とを確認 して います。��

（参考 ＝社内における安全文化評価活動の評価の視点抜粋）��
●��

Ｏコ ミューケーシ ョ ンの観点��

視点⑤ （現場第一線の把握）と⑥ （組織内、 間の連携）の あるべき姿��

当社社員は、　トッ プや上位機関と他事業所、 職場間、 職場内で、 常 日頃か ら不��

具合やハ ッ トヒヤ リ等の軽微な事象、 安今上の懸念や顕在化 した不具合情報を��

遠慮な く伝え、 適切な報告 ・ 連絡 ・ 相談を行 うこ とに よ り、　トッ プと現場が同��

じ認識を共有 して いる。 （報告する文化）��

当社社員は、 他者を―人の人間 と して尊重 し、 相互の信頼と理解を深め合 うこ��

とに価値を置いて いる。 異な っ た意見 を後腐れな〈議論で きる雰囲気があり��◆��

問題点や新 しい考え方を受容す る こ とができる開放的な雰囲気がある。 当社社��

員が安全上の懸念や顕在化 した不具合情報を意見する際、 上司や部下など職場��

の同僚、 あるいは所内外の関係組織か ら不利益を被るおそれがな く （懲罰の お��

それがな く）、 その意見を確実かつ適正に取 り扱 うこ とが組織内の共通認識と��

して 存在 して いる。 （責任を間わない文化）��

８Ｏ��
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ご質問にある 「なぜ」を問うこ との重要性につ いて は、 作業前等に行う上司か ら

部下への問いか け活動などに よ り指導 して いるとともに、 組織風十 ｝して醸成され

て いるかにつ いて 、 毎年実施 して いる安全文化評価において

ご質問にある 「なぜ」を問うこ との重要性につ いて は、 作業前等に行う上司か ら

部下への問いか け活動などに よ り指導 して いるとともに、 組織風十 ｝して醸成され

て いるかにつ いて 、 毎年実施 して いる安全文化評価において

●��

安全文化��

貴社は、 惰性を排 し、 従業員が常に安全上の問題に関心 を払うよ う、 既存のル��

ールや基準、 手順に対 して も、
「なぜ」を問 うこ との重要性を指導 して います��

か。��

く 当社の回答〉��

ご質問にある 「なぜ」を問うこ との重要性につ いて は、 作業前等に行う上司か ら��

部下への問いか け活動などに よ り指導 して いるとともに、 組織風十 ｝して醸成され��

て いるかにつ いて 、 毎年実施 して いる安全文化評価において 、 視点⑫ 「現状への問��

いか けや組織全体の リスク感知能力を通 じて 、 トラ ブル ・ 労災の未然防止に努めて��

いるか」の視点で評価 して お り、
「なぜ」を問うこ との重要性につ いて 問題となる��

こ とはない こ とを確認 して います。��

（参考 ：社内における安全文化評価活動の評価の視点抜粋）��

Ｏ視点⑫ （未然防止）の あるべき姿��

（１）原子力発電の持つ社会ヘの影響を忘れずに細心の注意を払うべ く、 リス��

ク感性を高め 、 日常業務の中で リス クの認識、 回避のための対応をして い��

る。��

（２）不具合や ヒヤ リハ ッ ト等の軽微な事象が報告された場合、 適切に認識 し、��

迅速かつ適切に問題を解決 して いる。��

（３）現状の活動やルール等につ いて疑問を持ち、 批判的に 内省するとい っ た��

「常に問いか ける姿勢」が奨励 され、 当社社員
―人ー人が実践 して いる。��

８ｌ��
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２． ５　　 安全文化

・ 貴社は、 傘下の協力企業に対 し、 上記のよ うな職場環境の醸成と従業員への指導

を奨励 して いますか。

２． ５　　 安全文化

・ 貴社は、 傘下の協力企業に対 し、 上記のよ うな職場環境の醸成と従業員への指導

を奨励 して いますか。

２． ５　　 安全文化��

・ 貴社は、 傘下の協力企業に対 し、 上記のよ うな職場環境の醸成と従業員への指導��

を奨励 して いますか。��

く 当社の回答〉��

各種労働安全施策の中で協力会社 との コ ミ ュ ニケーシ ョ ン を図 りなが ら職場環��

境の醸成を促すとともに 、 新規入構者教育等の機会をとらえて従業員ヘの指導を奨��

励 して います。��

具体的には、 協力会社との積極的な コ ミュ ニケーシ ョ ンに よ り、 現場作業員の危��

険感受性向上、 基本動作の徹底など、 安全意識の向上に繋がる施策に取 り組んで い��

ます。 加えて 、 安全衛生協議会や現場パ トロール （労働安全技術ア ドバイザー等の��

密着指導）、 リス クアセス メ ン 卜研修等の機会を通 じて 、 労働安全関係の法令遵守��

や災害防止活動の指導 ・ 助言を行っ て います。��

８２��



安全文化

貴社は、 他の電力会社やその連合組織との安全問題に関する意見交換を定期的

に行い、 それ らか らの指摘を受入れ、 又それ らに対 して も指摘をするよ うな活

動 （ビア ・ レヴュ
ー）を行つ て いますか。

安全文化

貴社は、 他の電力会社やその連合組織との安全問題に関する意見交換を定期的

に行い、 それ らか らの指摘を受入れ、 又それ らに対 して も指摘をするよ うな活

動 （ビア ・ レヴュ
ー）を行つ て いますか。

２． ５��

●��

安全文化��

貴社は、 他の電力会社やその連合組織との安全問題に関する意見交換を定期的��

に行い、 それ らか らの指摘を受入れ、 又それ らに対 して も指摘をするよ うな活��

動 （ビア ・ レヴュ
ー）を行つ て いますか。��

く 当社の回答〉��

当社は、 原子力安全に関する取組みにつ いて 、 現場観察、 書類審査および面談な��

どの意見交換を通 して外部の専門的立場か ら評価を受ける機会 と して 、 日本原子力��

技術協会 （ＪＡＮＴ■）をは じめ、 世界原子力発電事業者協会 （ＷＡＮＯ）、 国際��

原子力機関 （・ＡＥＡ）運転管理評価チーム （ＯＳＡＲＴ）とい っ た外部機関によ��

るビア ・ レ ビュ
ー－を計画的に受け入れて います。 ピア ・ レ ビュ

ーでの指摘や改善提��

言等につ いて は真撃に受け止め、 発電所運営の改善に繋げて います。��

また、 当社か らもＪＡＮＴ■の ビア ・ レ ビュ
ーへ専門家を派遣 し、 他の電力会社��

の安全性向上に貢献 して います。��

さらに 、 上記の ピア ・ レ ビュ
ー－に加 えて 、 安全文化の共有化や向上を図るために��

ＪＡＮＴ・が実施 して いる 「安全キャ ラバン」を利用 した当社発電所関係者 と他の��

原子力事業者との意見交換会やメーカーおよび国内 ＰＷＲ電力会社で構成する 「Ｐ��

ＷＲ事業者連絡会」を実施 し、 故障 ・ 不具合情報、 海外情報、 最新技術知見等の情��

報共有を行 うなど、 電力会社間で意見交換する機会を設けて います。��

８３��



３．　 参考情報の提供依頼

３． １美浜、 高浜、 大飯原子力発電所の各ユニ ッ トに おける原子炉圧力容器の母材（鍛造、

板材）、 及び溶接部の ＲＴｍＴ につ いて、 次のデータを示 して下 さい。

〈１〉現時点で、 母材において は

３．　 参考情報の提供依頼

３． １美浜、 高浜、 大飯原子力発電所の各ユニ ッ トに おける原子炉圧力容器の母材（鍛造、

板材）、 及び溶接部の ＲＴｍＴ につ いて、 次のデータを示 して下 さい。

〈１〉現時点で、 母材において は

３．　 参考情報の提供依頼��

３． １美浜、 高浜、 大飯原子力発電所の各ユニ ッ トに おける原子炉圧力容器の母材（鍛造、��

板材）、 及び溶接部の ＲＴｍＴ につ いて、 次のデータを示 して下 さい。��

〈１〉現時点で、 母材において は １３２℃（華氏 ２７０度）に対する余裕、 溶接部において は、��

周溶接につ いて は １４９℃（華氏 ３００度）に対 し、 縦溶接につ いて は １３２℃に対する��

余裕が最小で ある部位の ＲＴｎＴ と当該部位における銅 とニ ッ ケルの含有量 （重量パ��

ーセ ン ト）。 データは、 各ユニ ッ 卜に対 し １セ ッ トだけで結構ですが、 どの部位の��

ものか示 して下 さい。 （当該部位につ いて 、 高 さ、 方位、 ノ ズル番号 （名称）に よ��

っ て特定出来る場合には、 図示は不要です。）��

く 当社の回答〉��

原子力発電所では原子炉容器と同 じ材料でできた監視試験片を、 あらか じめ原子��

炉容器内の炉心に近い位置に装荷 して おき、 こ の試験片を計画的に取 り出 して ＲＴｍＴ��

実測値を取得 して います。��

現時点で監視試験によ り取得 して いる ＲＴｎＴ実測値、 および、 １３２℃との温度差、��

銅 とニ ッ ケルの含有量、 当該材料の使用部位は次頁の表の とお りです。��

８４��



表 監視試験により取得している ＲＴｕｎＴ実測値及び １３２
゜

Ｃとの温度差表 監視試験により取得している ＲＴｕｎＴ実測値及び １３２
゜

Ｃとの温度差表 監視試験により取得している ＲＴｕｎＴ実測値及び １３２
゜

Ｃとの温度差��

ＲＴＮ。Ｔ実測値��温度差�� Ｇｕ�� Ｎｉ�� 使用部位��
ユ二ット�� 種類��

（Ａ）�� １３２℃－（Ａ）�� 含有量��含有量��位置／角度（
゜

）
＊２��

母材�� ７４０Ｃ�� ５８℃�� ０．１６％��０．５９％�� Ｌ／１２０－２４０��

美浜 １号機��
溶接部�� ８１℃�� ５１℃�� ０．１９％��１．Ｏ８％��Ｌ軸ノ０，

１２０
．
２４０��

母材�� ７８℃�� ５４℃�� ０．１２％��０．５８％�� Ｍ／１６５－２８５��

美浜２号機�� 周／０－３６０��

溶接部�� ３０
゜

Ｃ�� １０２℃��０．１０％��０．９０％��
Ｌ軸／１０５��

母材�� ３０℃�� １０２℃��０．０９％��０．５５％�� Ｌ／２２５－３４５��

美浜３号機�� Ｍ軸／４５，１６５．２８５��

溶接部�� －２６
゜

Ｃ�� １５８
゜

Ｃ�� ０．０９％��０．８４％��
Ｌ軸／１０５，

２２５
，
３４５��

母材�� ９５℃�� ３７℃�� ０．１６％��０．６１％�� Ｌ／３４５－１０５��

高浜１号機��
溶接部�� ５３℃�� ７９

゜

Ｃ�� ０．１４％��０．８Ｏ％��Ｌ軸／１０５，
２２５，３４５��

母材�� １８℃�� １１４
゜

Ｃ�� ０．１０％��０．５７％�� Ｌ／１０５－２２５��

高浜２号機��
溶接部�� ８

゜

Ｃ�� １２４
゜

Ｃ�� ０．１３％��Ｏ．８４％��Ｌ軸／１０５，
２２５

，
３４５��

母材�� ２６０Ｃ�� １０６
゜

Ｃ�� ０．０３％��０．５７％�� Ｌ／３４５－１０５��

高浜３号機��
溶接部�� １℃�� １３１

゜

Ｃ�� ０．０２％��０．８８％��Ｌ軸／１０５，
２２５

，
３４５��

母材�� ２４
゜

Ｃ�� １０８℃��０．０５０％��０．５８％�� Ｌ／２２５－３４５��

高浜４号機��
溶接部��

－１９℃�� １５１℃��０．０１４％��０．８６％��Ｌ軸／１０５２２５．３４５��

母材�� ３０
゜

Ｃ�� １０２℃��０．０７％��０．５６％�� Ｍ／０－１２０��

大飯１号機��
溶接部�� １２℃�� １２０℃��Ｏ．１Ｏ％��０，８４％�� 周／０－３６０��

母材�� ７０℃�� ６２℃�� ０．１３％��０．５８％�� Ｌ／１８０－３００��

大飯２号機��
溶接部�� ７

゜

Ｃ�� １２５
゜

Ｃ�� ０．０６％��０．８６％�� 周／０－３６０��

大飯３号機
※’��

母材�� －２０
゜

Ｃ�� １５２
゜

Ｃ�� ０．０２９％��０．７３％�� Ｌ／０－３６０��

大飯４号機
※’��

母材�� －１５℃�� １４７℃��０．０３％��Ｏ．７３％�� Ｌ／０－３６０��

※１炉心領域に溶接部がない設計となっています��

※２位置については下図をご参照〈ださい 。 角度は原子炉容器製作時の基準位置を０
゜

とした値です。��
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３．参考情報の提供依頼

３． １美浜、 高浜、 大飯原子力発電所の各ユニ ッ 卜における原子炉圧力容器の母材 （鍛造、

板材）、 及び溶接部の ＲＴｍＴ ｌこつ いて、 次のデータを示 して下さい 。

＜２＞今後、 各ユニ ッ 卜の原子炉

３．参考情報の提供依頼

３． １美浜、 高浜、 大飯原子力発電所の各ユニ ッ 卜における原子炉圧力容器の母材 （鍛造、

板材）、 及び溶接部の ＲＴｍＴ ｌこつ いて、 次のデータを示 して下さい 。

＜２＞今後、 各ユニ ッ 卜の原子炉

３．参考情報の提供依頼��

３． １美浜、 高浜、 大飯原子力発電所の各ユニ ッ 卜における原子炉圧力容器の母材 （鍛造、��

板材）、 及び溶接部の ＲＴｍＴ ｌこつ いて、 次のデータを示 して下さい 。��

＜２＞今後、 各ユニ ッ 卜の原子炉圧力容器において、 ＲＴｍＴが １３２℃（母材、 及び縦溶接）、��

又は １４９℃（周溶接）に到達するのが最短である部位を示 し、 それぞれ定格出力運��

転を続けた場合何時間後であるのか示 して下さい。 データは、 各ユニ ッ 卜に対 し、��

１セ ッ トだけで結構です。��

＜当社の回答＞��

ご質問にある ＲＴｎｐＴ１３２℃、 １４９℃は、 米国基準 に規定されている加圧熱衝撃事象 に��

対する原子炉容器健全件評価のスク リーニ ング基準と推察されます。 加圧熱衝撃事��

象 とは、 事故などによ り原子炉容器に冷水が注入される際、 原子炉容器内外間の温��

度差によ り容器内面に高い引張応力が発生する事象です。 原子炉容器材料は中性子��

の照射 によ り脆化 して ＲＴｍＴが上昇するため、 米国では ＲＴｍＴに基づくスク リーニ ン��

グ基準が加圧熱衝撃事象 に対する原子炉容器の健全件の観点か ら設け られ 、 ＲＴｎＴ��

が こ の基準を下回 っ て い る場合には詳細評価を行わな くて も運転継続が認め られ��

て い ます。��

一方 、 日本国内では加圧熱衝撃事象に対する将来の原子炉容器健全性を、 米国の��

よ うに ＲＴｍＴで判断するのではな く、 材料の抵抗力 と事故時の破壊力を詳細に評価��

して確認 しています。 具体的には、 下図に示すよ うに 、 監視試験で取得 して いる破��

壊靭性実測値 と脆化予測法によ り評価される ＲＴｍＴ上昇量とを組み合わせる こ とで��

中性子照射脆化が進む将来における材料の抵抗力を評価 し、 こ の抵抗力が事故時 に��

冷水が注入 される こ とで発生する破壊力を常に上回 っ て い る こ とを確認 して い ま��

す。 また 、 破壊力の評価は 、 原子炉内面 に欠陥を想定するな ど保守的な条件の もと��

実施 してい ます。��

６０年時点の評価結果 につ いては、 高経年化技術評価書に記載 しています。��
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な お、 ３． １〈１〉の表に示 した ＲＴｎＴが １３２℃に到達するまでに要する ＥＦＰＹ（定格負

荷相当年数 ：定格出力で連続運転 した と して計算 した運転年数）の計算結果は

下表の とお りです。

表　ＲＴｎＴが １３２℃に到

な お、 ３． １〈１〉の表に示 した ＲＴｎＴが １３２℃に到達するまでに要する ＥＦＰＹ（定格負

荷相当年数 ：定格出力で連続運転 した と して計算 した運転年数）の計算結果は

下表の とお りです。

表　ＲＴｎＴが １３２℃に到

な お、 ３． １〈１〉の表に示 した ＲＴｎＴが １３２℃に到達するまでに要する ＥＦＰＹ（定格負��

荷相当年数 ：定格出力で連続運転 した と して計算 した運転年数）の計算結果は��

下表の とお りです。��

表　ＲＴｎＴが １３２℃に到達するまでに要する ＥＦＰＹの計算結果��

現時点の ＥＦＰＹ��
ＲＴｍＴが １３２℃に��

到達する ＥＦＰＹ��

（Ｂ）��

ＥＦＰＹ差��

（Ｂ）－（Ａ）��

使用部位��
ユニ ッ ト��

（Ａ）��
種類��

位置／角度（
゜

）
灑２��

美浜 １号機��約 ２２ＥＦＰＹ��
母材��約 １５３ＥＦＰＹ�� 約 １３１ＥＦＰＹ�� Ｌ／１２０－２４０��

溶接部��約 １３０ＥＦＰＹ�� 約 １０８ＥＦＰＹ�� Ｌ軸ノ０．
１２０，

２４０��

母材��約 １５４ＥＦＰＹ�� 約 １２９ＥＦＰＹ�� Ｍ／１６５－２８５��

美浜 ２号機��約 ２５ＥＦＰＹ��

溶接部��約 ２５２ＥＦＰＹ�� 約 ２２７ＥＦＰＹ��
周／０－３６０��

Ｌ軸／１０５��

母材��約 １６８ＥＦＰＹ�� 約 １４３ＥＦＰＹ�� Ｌノ２２５－３４５��

美浜 ３号機��約 ２５ＥＦＰＹ��

溶接部��約 ２４９ＥＦＰＹ�� 約 ２２４ＥＦＰＹ��

Ｍ軸／４５．１６５．
２８５��

Ｌ軸／１０５，２２５，３４５��

母材��約 ９９ＥＦＰＹ�� 約 ７３ＥＦＰＹ�� Ｌ／３４５－１０５��

高浜 １号機��約 ２６ＥＦＰＹ��

溶接部��約 １７０ＥＦＰＹ�� 約 １４４ＥＦＰＹ�� Ｌ軸ノ１０５，２２５，３４５��

母材��約 １８３ＥＦＰＹ�� 約 １５８ＥＦＰＹ�� Ｌ／１０５－２２５��

高浜 ２号機��約 ２５ＥＦＰＹ��

溶接部��約 ２０１ＥＦＰＹ�� 約 １７６ＥＦＰＹ�� Ｌ軸ノ１０５．
２２５． ３４５��

母材��約 １８０ＥＦＰＹ�� 約 １５７ＥＦＰＹ�� Ｌノ３４５－１０５��

高浜 ３号機��約 ２３ＥＦＰＹ��

溶接部��約 ２０２ＥＦＰＹ�� 約 １７９ＥＦＰＹ�� Ｌ軸／１０５，２２５．３４５��

約 ２２ＥＦＰＹ��
母材��約 １８９ＥＦＰＹ�� 約 １６７ＥＦＰＹ�� Ｌノ２２５－３４５��

高浜 ４号機��
溶接部��約 ２２１ＥＦＰＹ�� 約 １９９ＥＦＰＹ�� Ｌ軸／１０５，

２２５．３４５��

母材��約 ３９４ＥＦＰＹ�� 約 ３７２ＥＦＰＹ�� Ｍノ０－１２０��

大飯 １号機��約 ２２ＥＦＰＹ��

溶接部��約 ４４４ＥＦＰＹ�� 約 ４２２ＥＦＰＹ�� 周／０－３６０��

母材��約 ３３８ＥＦＰＹ�� 約 ３１４ＥＦＰＹ�� Ｌ／１８０－３００��

大飯 ２号機��約 ２４ＥＦＰＹ��

溶接部��約 ５１０ＥＦＰＹ�� 約 ４８６ＥＦＰＹ�� 周／０－３６０��

大飯 ３号機
ｘ’��

約 １６ＥＦＰＹ�� 母材��約 ５２９ＥＦＰＹ�� 約 ５１３ＥＦＰＹ�� Ｌ／０
－

３６０��

大飯 ４号機
ｘ’��

約 １６ＥＦＰＹ�� 母材��約 ５１０ＥＦＰＹ�� 約 ４９４ＥＦＰＹ�� Ｌ／０－３６０��

※１　炉心領域に溶接部がない設計 となっ て います��

※２ 位置につ いて は次頁をご参照 〈ださい。角度は原子炉容器製作時の基準位置を０
�゚�

と した値です。��

８７��
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３． 参考情報の提供依頼

３． １美浜、高浜、大飯原子力発電所の各ユニ ッ 卜における原子炉圧力容器の母材（鍛造、

板材）、 及び溶接部の ＲＴｎＴ につ いて 、 次のデータを示 して下 さい。

〈３〉上記において 、 も し ＲＴｍＴ

３． 参考情報の提供依頼

３． １美浜、高浜、大飯原子力発電所の各ユニ ッ 卜における原子炉圧力容器の母材（鍛造、

板材）、 及び溶接部の ＲＴｎＴ につ いて 、 次のデータを示 して下 さい。

〈３〉上記において 、 も し ＲＴｍＴ

３． 参考情報の提供依頼��

３． １美浜、高浜、大飯原子力発電所の各ユニ ッ 卜における原子炉圧力容器の母材（鍛造、��

板材）、 及び溶接部の ＲＴｎＴ につ いて 、 次のデータを示 して下 さい。��

〈３〉上記において 、 も し ＲＴｍＴ の計算方法が銅 とニ ッ ケルの化学成分値に拠 らない場合��

には、 何の化学成分値に基づいたもの なのか示 し、 その根拠となる規格 （基準）も��

示 して下 さい。��

く 当社の回答〉��

ＲＴｎＴ上昇量の評価手法は、 （社）日本電気協会　電気技術規程 「原子炉構造材の��

監視試験方法」（ＪＥＡＧ４２０１）に規定されて います。 こ の評価手法では銅 とニ ッ ケル��

の化学成分値も考慮されて います。��

８９��



３．　 参考情報の提供依頼

３． ２地下に布設されて いる安全系の動力ケーブル、 及び制御ケーブル （土壌に直接接触

するものだけでな〈、 暗渠内に布設されて い るもの も含む）につ いて 、 そのパフ オ

―マ ンス と トラ ブル （短

３．　 参考情報の提供依頼

３． ２地下に布設されて いる安全系の動力ケーブル、 及び制御ケーブル （土壌に直接接触

するものだけでな〈、 暗渠内に布設されて い るもの も含む）につ いて 、 そのパフ オ

―マ ンス と トラ ブル （短

３．　 参考情報の提供依頼��

３． ２地下に布設されて いる安全系の動力ケーブル、 及び制御ケーブル （土壌に直接接触��

するものだけでな〈、 暗渠内に布設されて い るもの も含む）につ いて 、 そのパフ オ��

―マ ンス と トラ ブル （短絡、 地絡、 絶縁低下などの原因につ いての情報も含む）、��

メ ンテナ ンスの実績、 及び今後の保全計画に関 して概述 して下 さい。 又、 ケーブル��

自体に問題がな〈て も、 それが布設されて いる暗渠に大雨や台風の後で大量の水溜��

りが出来て いた りする事象は劣化 を促進するものであり、 対策が必要と考え られま��

す。 従 っ て、 その よ うな事例について も、 該当する場合には含めて下 さい。 実績に��

つ いて は ２ｏ００年以降に限定 して結構です。��

〈当社の回答〉��

安全系の動力ケーブル、 および制御ケーブルにつ いて は、 ほ とん どが建屋内に布��

設されて お り、

ー部の屋外布設のケーブルについて は、 水に浸か らないように、 コ��

ンク リート製の トレンチ 内でケーブル 卜レイやケーブルハンガー－に布設、 または電��

線管内に布設 して います。��

ケーブルには、 高い絶縁性を有 した仕様の もの を使用 して お り、 大飯発電所 ３��◆��

４号機用の海水ポン プの動力ケーブルを例にすると、 架橋ポ リエチ レ ンの絶縁体を��

使用 して います。��

メ ンテナ ンスにつ いて は、 定期的に絶縁抵抗測定と劣化診断（高圧動力ケーブル）��

を実施 し、 ケーブルの健全性を確認 してお ります。 また、 卜レ ンチに水がたまっ た��

場合、 恒設の排水ポン プで 自動的に排水するよ うになっ て います。��

ケーブル劣化による トラ ブルは、
ニュ

ーシア （原子力情報公開ライブラ リー）情��

報か ら確認で きますが、 実績と して あ りません。��

９Ｏ��



３．　 参考情報の提供依頼

３． ３　貴社が ２００４年の事故以来強化 した流れ加速型腐食現象 （ＦＡＧ）に よる配管の減肉

に対する対策、 監視強化の活動内容につ いて概述 して下 さい。

３．　 参考情報の提供依頼

３． ３　貴社が ２００４年の事故以来強化 した流れ加速型腐食現象 （ＦＡＧ）に よる配管の減肉

に対する対策、 監視強化の活動内容につ いて概述 して下 さい。

３．　 参考情報の提供依頼��

３． ３　貴社が ２００４年の事故以来強化 した流れ加速型腐食現象 （ＦＡＧ）に よる配管の減肉��

に対する対策、 監視強化の活動内容につ いて概述 して下 さい。��

〈当社の回答〉��

２ｏｏ４年の美浜発電所 ３号機事故の再発を確実に防止するために行っ て いる対策、��

活動の うち、 主なものにつ いて以下の とお り、 概述 します。��

・ 配管肉厚の余寿命 （注）に対 して余裕を持っ た点検時期 とするために、 配��

管の点検時期を従来の余寿命が ２年前となる時期か ら、 余寿命が ５年未満��

となる時期に前倒 し しま した。 （さらに ， 運転期間が ３０年以上の プラ ン��

トにつ いて は、 余寿命 １０年未満となる時期に点検を実施 して います。）��

（注）：点検実施時期 を設定するために算出するパラ メータで あり、��

配管厚 さが必要最小厚さまで低下す る予測時間��

■��検査会社と当社との役割分担が不明確であっ た とい う反省を踏まえ、 ２次��

系配管肉厚管理において、 現場での測定作業を除〈計画か ら評価まで、 当��

社が直接的に管理を実施する こ とと し、 必要な要員を配置 しま した。��

・ ２次系配管肉厚管理を行 うシステムを検査会社か ら当社に移管するととも��

に、 人的 ミス防止の観点等か らプ口 グラム改善を行いま した。��

・ 事故後直ちに ２次系配管肉厚管理の点検 リス トを整備する とともに ． 定期��

的に レヴュ
ーする こ とに よ り、 点検対象箇所を適切に管理 して います。��

９ｌ��



３．　 参考情報の提供依頼

３． ４　以下の最近米国で実施された （一部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下 さい。

く１＞格納容器サ ン プの閉塞問題 ＝

３．　 参考情報の提供依頼

３． ４　以下の最近米国で実施された （一部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下 さい。

く１＞格納容器サ ン プの閉塞問題 ＝

３．　 参考情報の提供依頼��

３． ４　以下の最近米国で実施された （一部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において��

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下 さい。��

く１＞格納容器サ ン プの閉塞問題 ＝　 特に Ｚ０ｌが最も厳 しい部位の特定方法、 ス トレーナ��

の大型化、 保温材、 ｐＨ緩衝剤、 その他の改造につ いての説明を含む こ と。��

く 当社の回答〉��

格納容器サ ン プス ク リーンの閉塞問題につ いては、 米国等の状況も踏まえ、 サン��

プス ク リーン を大型化するなど対応済みです。 特記された事項につ いては、 次の と��

お りです。��

①Ｚ０・が最も厳 しい部位の特定方法��

米国の ＮＥ■手法 と同様に、 破断配管か ら球形の ジェ ッ ト影響範囲 （Ｚ０ｌ）内��

にある保温材が破損 しデブ リとなるもの と します。 具体的な発生量の算出��

に あた っ て は、 Ｚ０ｌが球形で ある こ と、 またデブ リ量が過度に保守的にな��

らないよ うにする こ とか ら、 ３Ｄ
－ＧＡＤ上で保温設備のモデルを作成 し、 これ��

に Ｚ０ｌを表 した球形と干渉する部分の体積を算出 します。��

各破断想定配管で任意点破断と し、 ＮＥｌ手法に基づき、 具体的には ５ｆｔ（約��

１． ５ｍ）ピッ チで破断箇所を想定 します。��

②ス トレーナの大型化��

平成 １７年 ４月 ２２日付の原子力安全 ・ 保安院の指示 を受け、 格納容器再循��

環サ ン プスク リーン閉塞時の運転マ ニ ュ アルの整備等の暫定対策を実施��

して います。 そ して 、 格納容器熱除去設備に係るろ過装置の審査基準が検��

討され、
「発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令ｊ（昭和 ４０年��

通商産業省令第 ６２号）が改正 された こ とを受け、 格納容器再循環サ ンプ��

ス ク リーンの性能、 耐震および構造強度等の評価に基づいた設備上の対策��

を省令の経過措置の期限である平成 ２３年 ３月末までに行いま した。 具体��

的には、 格納容器熱除去設備に係るろ過装置の性能評価等に関する審査基��

準を満たすよ う、 格納容器再循環サ ン プスク リーン をよ り表面積の大きい��

もの に取 り替える工事を全号機で実施 し、 格納容器再循環サ ン プス ク リー��

ンの閉塞を防止する設備上の対策を完了 して います。��

③保温材��

発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令 （昭和 ４０年通商産業省��

令第 ６２号）にて 、
「非常用炉心冷却設備は、 原子炉圧力容器内又は原子炉��

格納容器内の圧力及び温度並びに冷却材中の異物の影響に つ き想定され��

る最も厳 しい条件下に おいて も、 正常に機能する能力を有するものでなけ��

ればな らない。」となっ て お り、 こ の技術基準ヘの適合性の判断基準を定��

９２��



めた原子力安全 ・ 保安院文書 「非常用炉心冷却設備又は格納容器熱除去設

備に係るろ過装置の性能評価等につ いて （内規）」（平成 ２０年 ２月 ２７日 平

成 ２０・Ｏ２・ １２原院第 ５号）および 「格納容器再循環サ ン プス ク リ

めた原子力安全 ・ 保安院文書 「非常用炉心冷却設備又は格納容器熱除去設

備に係るろ過装置の性能評価等につ いて （内規）」（平成 ２０年 ２月 ２７日 平

成 ２０・Ｏ２・ １２原院第 ５号）および 「格納容器再循環サ ン プス ク リ

めた原子力安全 ・ 保安院文書 「非常用炉心冷却設備又は格納容器熱除去設��

備に係るろ過装置の性能評価等につ いて （内規）」（平成 ２０年 ２月 ２７日 平��

成 ２０・Ｏ２・ １２原院第 ５号）および 「格納容器再循環サ ン プス ク リーン閉塞��

事象に関する対応につ いて」（平成 ２０年 ２月 ２９日 平成 ２０・０２・２８原院第 ３��

号）が発出されて います。��

それ を踏まえ、 当社は、 上記内規に従っ たス ク リーンの有効性評価を実施��

した うえで、 現在設置 して い るス ク リーン につ いて は、
「格納容器再循環��

サ ン プスク リーン閉塞事象に関する対応につ いて」（平成２０年 ２月２９日 平��

成 ２０・０２・２８原院第 ３号）に要求がある平成２３年 ３月までに、 原子力安��

全 ・ 保安院の認可を受けて います。��

上記の評価では １次冷却材管の破断に よる保温材の破損を想定する破損影��

響範囲の保温材の破損量を評価 し、 破損保温材の ＥＧＧＳ水源への移行量を��

評価 した うえで、 移行 した異物がス ク リーンー付着する こ とによる圧損上��

昇の評価を行 っ て います。��

④ ｐＨ緩衝材��

サ ン プスク リーンの設計、 特性評価を行う際には、 ＬＯＧＡ時にサン ブス��

ク リーンに流入する水の ｐＨ値も考慮 した水、 異物の特性をふまえた評価��

を行っ て います。��

９３��



３．　　 参考情報の提供依頼

３． ４　以下の最近米国で実施された （ー部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下さい。

〈２〉ー次冷却系の ＡＩｌｏｙ６

３．　　 参考情報の提供依頼

３． ４　以下の最近米国で実施された （ー部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下さい。

〈２〉ー次冷却系の ＡＩｌｏｙ６

３．　　 参考情報の提供依頼��

３． ４　以下の最近米国で実施された （ー部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において��

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下さい。��

〈２〉ー次冷却系の ＡＩｌｏｙ６００系ニ ッ ケル基合金溶接部 （Ａ‖ｏｙ１８２）における ＰＷＳＧＧ対策��

特に加圧器ノ ズルと原子炉圧力ホ ッ トレグの溶接部に おける点検につ いての説明を��

含む こ と。��

〈当社の回答〉��

当社プラ ン トにおいて は、 溶接部に ６００系ニ ッ ケル基合金を使用 し、 ＰＷＳＣＣ��

の発生が懸念 される箇所につ いては、 応力腐食割れに強い ６９０系ニ ッ ケル基合金へ��

の材質変更の対策⊥事やウォ
ータージェ ッ トピーニ ング（ＷＪＰ）工事を行 うなど、��

ＰＷＳＣＣに対 する具体的な対策を実施済みです。��

加圧器ノ ズル （加圧器管台）、 原子炉圧力ホ ッ トレグ （原子炉容器出口管台）の��

溶接部につ いて も上記対策を実施済ですが、 点検につ いて も、 超音波探傷検査等の��

非破壊検査を計画的に実施 して います。��

（参考）ウオ
ータージェ ッ トピーニ ング （ＷＪＰ）とは、 水中で高圧ジェ ッ ト水を��

噴射 した際に発生する気泡が、 金属表面近傍で崩壊する こ とで生 じる衝��

撃力で金属表面をたた 〈（ピーニ ング）こ とをいいます。 これによ り金��

属表面近傍の残留応力を圧縮応力へ と変化させる こ とができます。��

９４��



３．　 参考情報の提供依頼

３． ４　以下の最近米国で実施された （―部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下 さい。

〈３〉ＥＧＧＳ系、 停止時冷却系配

３．　 参考情報の提供依頼

３． ４　以下の最近米国で実施された （―部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下 さい。

〈３〉ＥＧＧＳ系、 停止時冷却系配

３．　 参考情報の提供依頼��

３． ４　以下の最近米国で実施された （―部は現在も継続中）安全対策が、 貴社において��

どの よ うに展開されたのか （或いは、 現在展開中か）概述 して下 さい。��

〈３〉ＥＧＧＳ系、 停止時冷却系配管のガス溜ま り対策 ：　 べ ン 卜弁の設置状態に対する Ｐ＆ｌＤ��

及び配管アイ ソ メ図上のチ ェ ッ ク とウォ
ークダウンの実施、 ガス溜ま りの検知方法、��

サイズの特定方法、 当該ガス溜ま りに よる系統への影響評価 （ポン プのバイ ンデイ ン��

グ、 配管ｌ、対 ；るウォ
ーターハンマー現象など）に関する手順の確立。��

〈当社の回答〉��

１９８８年に米国規制局 （ＮＲＧ）よ り、 事故時の高圧注入ポン プのガスバイ ンデ��

ィ ングの可能性が指摘されて以降、 当社では、 本件につ いて情報収集、 技術検討、��

設備対策を行っ て います。��

具体的には、 １９９２年か ら、 他の ＰＷＲ電力、 プラ ン トメーカーで ある：菱重⊥��

業と協力 して研究活動を行い、 ＥＣＣＳ系のポン プ ・ 配管につ いて 、 ア イ ソ メ図 と��

現場確認を踏まえ、 ガス溜ま り発生の可能性を評価するとともに、 実機を模 した試��

験装置によ り、 ガス発生原因、 蓄積過程および蓄積速度の検討や、 ポン プの機能に��

対する影響評価を実施 して います。 これ らの研究成果に基づき、 対策が必要なプラ��

ン トを特定 し、 ポン プの入 口配管にガス を除去するためのべ ン トライ ン を設置する��

とい っ た対策を実施 して きま した。 また 、 実機において は、 運転員が １日 １回ＥＣ��

ＣＳ系のポン プの待機状態、 配管状態を巡視点検で確認 して います。 さらに、 毎月��

実施 して いるポン プの定期運転の際、 各部か らの異音や配管に対す るウオ
ーター′��

ンマー現象などがない こ とを確認 して います。��
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参考情報の提供依頼

貴社は、 放射性物質を含む水、 又は蒸気の埋設配管 （外面が直接土壌と接触する

ものだ けでな 〈、 コ ンク リート製の ダク トに よ っ て保護されて い るもの も含みま

す。）が破損 し、 発電所内の土壌 と地下水

参考情報の提供依頼

貴社は、 放射性物質を含む水、 又は蒸気の埋設配管 （外面が直接土壌と接触する

ものだ けでな 〈、 コ ンク リート製の ダク トに よ っ て保護されて い るもの も含みま

す。）が破損 し、 発電所内の土壌 と地下水

３．��

３． ５��

参考情報の提供依頼��

貴社は、 放射性物質を含む水、 又は蒸気の埋設配管 （外面が直接土壌と接触する��

ものだ けでな 〈、 コ ンク リート製の ダク トに よ っ て保護されて い るもの も含みま��

す。）が破損 し、 発電所内の土壌 と地下水 を汚染させた場合、 又はその可能性が疑��

われた場合、 その影響評価を行 うためのサ ン プリング井戸を各原子力発電所内の適��

所に設置 して いますか。 その場合のサ ン プ リング井戸の設置点は、 発電所内の水理��

地質学調査に基づ 〈ものですか。 その調査はいつ実施 したものですか。 地下の汚染��

プ リュ
ームの三次元的な拡散を予想するためのモデルや評価 ソ フ トはありますか。��

その よ うな事態が発生 した場合に回収井戸 を掘削する位置 と深 さを速やかに決定��

するためには こ の よ うな備えが必要であ り、 逆にその場合の対応の遅れは、 後 将々��

来の廃炉コ ス トを引 き上げて しま うこ とになっ て しまいます。 現在、 整備が未完、��

又は未着手で ある場合、 貴社の今後の取組みにつ いての見解を示 して下 さい。��

尚、 原子力発電所内の地下水 と土壌の汚染問題は、 それ 自体と して は原子力安全��

の範時には属さない と考え られて いますが、 米国においては、 昨今の類似事象の多��

発と公衆の関心に応えるため、 積極的に取組んでいる活動の好例です。��

く 当社の回答〉��

ご指摘の地下水と土壌の汚染問題への対処と しては、 まずは漏えい を防ぎ、 また、��

よ り施設や構造物に近い と こ ろで漏え い を検知 し対処する こ とが重要 と考え て い��

ます。��

当社が採用 して いる ＰＷＲにおいて は、 海水放出管、 循環水管とその付属設備に��

つ いて は十分な保全が実施されて いる。 また、 管理されない漏えいにつ いて は、 国��

内 ＰＷＲには放射性物質を含有する埋設配管はな 〈全て地上配管で あり定期的に��

点検されて いる こ と、 使用済燃料 ピッ トには漏えい監視装置が設け られ漏えい監視��

されて いる こ とか ら、 問題ない と考えて います。��

なお、 原子力発電所周辺では、 海産物な どとともに陸水 （水道、 河川水）、 雨水、��

海水につ いて定期的なサ ン プリング測定を福井県 ・ 京都府とともに実施 してお り、��

例えば トリチ ウムはバ ッ クグラ ン ドレベル しか検出 されて おらず、 周辺環境に影響��

がない こ とが確認されて います。��
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保安対策の脆弱性

①設計脅威の定義を秘密にするとの国の方針には、 それが不作為を隠す口 実になっ て い

ないか再検討が必要な課題であると思われます。 現に 、 悪意の侵入や情報収集、 破壊

活動の問題点に つ いて、 国が十分

保安対策の脆弱性

①設計脅威の定義を秘密にするとの国の方針には、 それが不作為を隠す口 実になっ て い

ないか再検討が必要な課題であると思われます。 現に 、 悪意の侵入や情報収集、 破壊

活動の問題点に つ いて、 国が十分

Ｐａ ｒｔ３　 大飯原子力発電所視察の所見と質問��

保安対策の脆弱性��

①設計脅威の定義を秘密にするとの国の方針には、 それが不作為を隠す口 実になっ て い��

ないか再検討が必要な課題であると思われます。 現に 、 悪意の侵入や情報収集、 破壊��

活動の問題点に つ いて、 国が十分な審査や検査を行 っ たのか疑念が感 じられます。 因��

みに米国では、 １ＯＣＦＲ７３． １項において 、 具体的に設計脅威についての主要な特性が記��

載 され、 その 中には、 専門的訓練を積んだ集団、 自爆攻撃、 複数の標的の同時攻撃、��

水陸両面か らの攻撃、 高度な武器の使用、 内通者の存在、 サイバー攻撃などが言及さ��

れて います。 貴社は、 貴社 自身のために も国の暖昧な方針を甘受せず、 こ の問題に対��

して よ り前向きに国 と折衝 し、 強化を推進すべきと考えます。��

〈当社の回答〉��

設計基礎脅威につ きま しては、　ｌＡＥＡ技術指針において秘密にすべき情報 とされ、��

「原子力施設における核物質防護対策の強化につ いて （平成 １６年 １２月　 総合資源エ��

ネルギー調査会原子力安全 ・ 保安部会原子力防災小委員会）」に も記載 されて いるとお��

り、 秘密にすべき情報で あると考えて います。��

また、　ｌＡＥＡの勧告 （ｌＮＦＧ ＩＲＧ２２５）に おきま して も、 国の責任に おい��

て 、 さま ざまな信頼性の ある情報源を用 いて設計基礎脅威を策定するよ う勧告 して お��

り、 国は、 治安機関などか らの情報も踏まえて十分な審査や検査を行 っ た うえで、 設��

計基礎脅威を策定されて いる と考えて います。 ご指摘いただいて います主要な特性に��

つ きま して も、 日本 と しての設計基礎脅威をどの よ うな脅威とすべ きかにつ いて 、 検��

討されて いる と考えて います。��

当社 と して は、 国で策定された設計基礎脅威に対応 した防護措置を法令に基づいて��

厳正に行 っ て まい ります。��
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１． 保安対策の脆弱性

②防護区域内の撮影制限、 又は禁止につ いて は、単に法的要件を唱えるだけでなく

１． 保安対策の脆弱性

②防護区域内の撮影制限、 又は禁止につ いて は、単に法的要件を唱えるだけでなく

１． 保安対策の脆弱性��

②防護区域内の撮影制限、 又は禁止につ いて は、単に法的要件を唱えるだけでなく��◆��

その理由と範囲に関 し、 もう少 し分か り易 〈親切な説明がなされるべきだ と思わ��

れます。 又、 こ のよ うな こ とに対 する協力を求めるに 当た っ て は、 他の保安対策��

につ いて も厳格に実践されて いる こ とが前提であり、
「悪意を持っ た潜在的なテ��

ロ リス トに対 して は脇が甘 く、 善良な取材者に対 して は厳 し〈不親切」との印象��

を改めるため、 貴社に とっ て過度に負担にな らない範囲で、 工夫と努力をすべき��

と感 じられます。��

〈当社の回答＞��

「原子力施設における核物質防護対策の強化につ いて （平成 １６年 １２月　 総合資��

源エネルギー調査会原子力安全 ・ 保安部会原子力防災小委員会）」に記載されて い��

るとお り、 核物質防護上重要な施設の建屋図面に関する防護上重要な出入 口 、 窓、��

機器の配置等のデータは、 テ 口 リス トが侵入する際の有用な情報 となるため、 従来��

か ら、 ご視察や取材の方 に々撮影制限、 または禁止をお願い して います。��

当社 と して は、 核物質防護の観点か ら、 ご視察いただ 〈際に撮影制限、 または禁��

止の ご協力をお願い して いますが、 ご指摘を踏まえて 、
これまで以上に丁寧な説明��

を心がけ、 ご視察や取材の方 の々 ご理解を得たい と考えて います。��

また、 その他の核物質防護対策について も厳格に実施 してまい ります。��

９８��



３、 ４号機のパ ワー－ ・ ブロ ッ ク北側に聾える法面は、 防波堤以上に重要で、 よ り高い

設計尤度が必要であると思われます。 貴社が最近導入 したディ
ーゼル発電機などのバ ッ

クア ッ プ用発電設備はまさにその直下に設置され

３、 ４号機のパ ワー－ ・ ブロ ッ ク北側に聾える法面は、 防波堤以上に重要で、 よ り高い

設計尤度が必要であると思われます。 貴社が最近導入 したディ
ーゼル発電機などのバ ッ

クア ッ プ用発電設備はまさにその直下に設置され

２．　 北側の法面につ いて��

３、 ４号機のパ ワー－ ・ ブロ ッ ク北側に聾える法面は、 防波堤以上に重要で、 よ り高い��

設計尤度が必要であると思われます。 貴社が最近導入 したディ
ーゼル発電機などのバ ッ��

クア ッ プ用発電設備はまさにその直下に設置されて お り、 更にそ こ か ら直 ぐ近 くには、��

緊急対応時の水源 と して担保 して いるかな り背の高いタンクが林立 して います。 法面の��

崩壊をイメージ した場合に直感するのは、 まずバ ッ クア ッ プ用発電設備の瞬間的な埋没��

で、 次に これ らの タ ンク群をなぎ倒 し、 最後に発電設備その ものに土砂と岩石が直撃す��

る光景です。 こ のよ うなシナ リオは、 福島第―原子力発電所に おける津波の威力をも圧��

倒 し、 水と違 っ て引 〈こ とがないだ けに、 復旧活動が長期に亘っ て妨げられるもの と想��

像されます。 従っ て貴社は、 こ の シナ リオの発生頻度が十分に低い こ とを裏付けるため��

の工学的検証を十分保守的に、 且つ 、 多重に行い、 その こ とを原子力安全 ・ 保安院と原��

子力安全委員会に対 してだけでな 〈、 公衆に対 して も十分可視化 して説明するこ とが望��

ま しい と思われます。��

以下、 具体的な質問と所見です。��

〈１〉　 地震に よる当該法面の崩壊に対 して は、 今般のス トレス ・ テス トの―環と して��

評価 して いますか。 除外 した場合、 その理由は何ですか。��

〈当社の回答〉��

ス トレステス トでは、 緊急安全対策の成立性を評価するに際 して、 斜面の安定性��

評価を行っ て います。��
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〈２〉貴社の現地での 口頭説明に よれば、 当該法面の強度は、 設計地震加速度に対 して

２倍の尤度があるとの こ とで した。 しか し当該法面は、 設計地震加速度 ７００ｇａｌが

設定されて い るベースマ ッ ト上にはある構造物で

〈２〉貴社の現地での 口頭説明に よれば、 当該法面の強度は、 設計地震加速度に対 して

２倍の尤度があるとの こ とで した。 しか し当該法面は、 設計地震加速度 ７００ｇａｌが

設定されて い るベースマ ッ ト上にはある構造物で

〈２〉貴社の現地での 口頭説明に よれば、 当該法面の強度は、 設計地震加速度に対 して��

２倍の尤度があるとの こ とで した。 しか し当該法面は、 設計地震加速度 ７００ｇａｌが��

設定されて い るベースマ ッ ト上にはある構造物ではな〈、
「２倍」の基準が何に対��

して なのか不明です。 こ の基準につ いて 明確に して下 さい。 又、 仮に ２倍を超過 し��

た場合、 直ちに法面の崩壊が起 こ るのか、 それ とも崩壊が起 こ るまでの 「安全係数」��

があるのかについて も説明 して下さい。��

〈当社の回答〉��

当該斜面の評価を行 うに際 して 、 用 いる入力地震動は、 原子炉建屋基礎の下の位��

置で定義された基準地震動 （７０Ｏｇａｌ）が、 当該斜面に伝わ っ て増幅する こ とを評価��

した もの を用 いて います。 その結果、 基準地震動Ｓｓに対 する最小すべ り安全率と��

して ４以上を確保 して います。��

なお、
「すべ り安全率」とは、 斜面が有する 「すべ り抵抗力」を 「すべろ うとす��

る力」で除 した ものであり、
「原子力発電所耐震設計技術指針 （ＪＥＡＧ４６０１－２００８）ｊ��

ではすべ り安全率の評価基準値を １．　２と して います。��

また、 斜面の評価に おいて は基準地震動の ２倍の地震力に対 して確認 して いるわ��

けではありません。��
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〈３〉貴社の安全確認の根拠を理解するため 、 以下の情報を提示 して下 さい。 未評価の

項目につ いては、 当該評価を不要と考える根拠を説明 して下さい。

① 法面補強の構造ｒ辛喜な寸法を示 した図面。

〈３〉貴社の安全確認の根拠を理解するため 、 以下の情報を提示 して下 さい。 未評価の

項目につ いては、 当該評価を不要と考える根拠を説明 して下さい。

① 法面補強の構造ｒ辛喜な寸法を示 した図面。

〈３〉貴社の安全確認の根拠を理解するため 、 以下の情報を提示 して下 さい。 未評価の��

項目につ いては、 当該評価を不要と考える根拠を説明 して下さい。��

① 法面補強の構造ｒ辛喜な寸法を示 した図面。��

＜当社の回答＞��

ご質問の図面は以下の とお りです。��
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② 形状と構造が同等である法面補強が崩落 した過去の事例の有無。��

＜当社の回答＞��

大飯発電所においては、 形状と構造が同等である法面補強が過去に崩壊 した事例��

はあ りません。��

なお、 原子炉施設の周辺斜面は、 重量 もあ り耐震安全 ト重要な施設である原子炉��

建屋を設置するため に強固な岩盤まで深く切 り取 っ た ものです。 切取 り工事はダイ��

ナマイ トを用 いた発破によ り行 うほどきわめて硬い岩盤で構成された斜面です。��
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③ 法面の土壌の物性に関するデータ。 （四季に よる変化、 集中豪雨や長期の降雨が

あっ た後の状態も包絡。）破砕層や破断面がない こ と、 又は、 あっ た と して も問

題がない こ との裏付け。 経年変化のモ ニタ リングにつ いての

③ 法面の土壌の物性に関するデータ。 （四季に よる変化、 集中豪雨や長期の降雨が

あっ た後の状態も包絡。）破砕層や破断面がない こ と、 又は、 あっ た と して も問

題がない こ との裏付け。 経年変化のモ ニタ リングにつ いての

③ 法面の土壌の物性に関するデータ。 （四季に よる変化、 集中豪雨や長期の降雨が��

あっ た後の状態も包絡。）破砕層や破断面がない こ と、 又は、 あっ た と して も問��

題がない こ との裏付け。 経年変化のモ ニタ リングにつ いての説明。��

〈当社の回答〉��

ご質問の斜面につ いて は、 これまでの地質調査結果等 をもとに安定性を評価 し、��

原子力施設の安全機能に重人な影響を及ぼすよ うな崩壊を起 こ さない こ とを確認��

し、 平成 ２４年 ２月 ２９日に 「平成 ２３年東北地方太平洋沖地震の知見等を踏まえた��

原子力施設への地震動及び津波の影響に関する安全性評価の うち大飯発電所周辺��

斜面の安定性評価報告書」（別添）と して 国に報告 し、 意見聴取会において専門家に��

評価 を して いただいてお ります。��

なお、 報告書において、 斜面の物性値 と して単位体積重量、 変形特性、 強度定数��

について報告 して います。��

また、 斜面は、 建設時に建屋建設の為に地山を深〈切 り取っ た ものです。 切取 り��

エ事はダイナマイ トを用 いた発破に よ り行うほど硬い岩盤部で あり、 強い強度を有��

した斜面です。 経年変化のモニ タ リングにつ いては行っ て いませんが、 斜面は法面��

保護エを行っ て お り、 経年劣化は少ないもの と考えて います。��

④ 法面補強の層が地震発生時に剥離 しない こ との根拠。 又は、 剥離 して も問題ない��

こ との根拠。��

〈当社の回答＞��

原子炉背後斜面の大部分は，
コ ンク リート擁壁，

コ ンク リート吹付（厚さ １００ｍ、��

ロ ッ クボル トおよび金網入 り）， モルタル吹付 （厚さ １００佃、
ロ ッ クア ンカーあり）��

の いずれかで保護されて お ります。 表層に剥離 しうる岩塊が形成された場合で も、��

コ ンク リート吹付等の法面補強工には、 剥離や滑落を防 ぐ効果があ ります。 なお、��

今後、 念のため洛白 防護柵を設置する予定です。��

⑤ 法面補強の強度が経年劣化 しない こ と、 又は、 経年劣化を見込んで も必要な強度��

が十分維持できるこ との根拠。 それを確認するための定期的な検査の実施状況。��

〈当社の回答〉��

コ ンク リート擁壁等の保護工は， 巡視 （１回／月）および点検 （１回／年）に お��

いて定期的に 目視点検を実施 し， 剥離 ・ 変形 ・ は らみ出 し等の変状や有害な欠陥が��
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⑥ ベ ッ ド口 ッ クか ら法面ま での全体 を含んだ耐震評価モ デル図 と解析に用 いた入

力値。 耐震評価結果。 耐震解析の方法が信頼出来る こ とを裏付けるための実験的

な検証 （ベ ンチマーキ ング）。 尚、 こ の評価につ いて は、 施工

⑥ ベ ッ ド口 ッ クか ら法面ま での全体 を含んだ耐震評価モ デル図 と解析に用 いた入

力値。 耐震評価結果。 耐震解析の方法が信頼出来る こ とを裏付けるための実験的

な検証 （ベ ンチマーキ ング）。 尚、 こ の評価につ いて は、 施工

な い こ とを確認 して います。��

⑥ ベ ッ ド口 ッ クか ら法面ま での全体 を含んだ耐震評価モ デル図 と解析に用 いた入��

力値。 耐震評価結果。 耐震解析の方法が信頼出来る こ とを裏付けるための実験的��

な検証 （ベ ンチマーキ ング）。 尚、 こ の評価につ いて は、 施工業者に よる他、 施��

工業者以外の第三者機関に よ っ て も完全に独立的に実施 されて い る こ とが望ま��

しし、。��

〈当社の回答〉��

③と同様、 平成 ２４年 ２月 ２９日に 「平成 ２３年東北地方太平洋沖地震の知見等を��

踏まえた原子力施設ヘの地震動及び津波の影響に関する安全性評価の うち大飯発��

電所周辺斜面の安定性評価報告書」と して国に報告 し、 意見聴取会において専門家��

に評価いただ いて お ります。��

耐震評価モデル図、 および解析に用 いた入力値 （強度定数、 変形特性、 物理定数��

等）は、 その報告書に記載 して います。 解析の方法は、
「原子力発電所耐震設計技��

術指針　ＪＥＡＧ４６０１
－２Ｏ０８」に示される手法に よ り実施 して います。��

⑦ ク リフ ・ エ ッ ジを超えた時の法面の崩壊モードと滑落する土砂、 岩石の予想体積、��

及び運動エネルギ��０��

〈当社の回答〉��

ご質問の斜面は基準地震動 Ｓｓｒ‐対 ；る最小すべ り安全率 と して ４以上を確保��

して お り十分な裕度を有 して います。 したが っ て 、 ク リフ エ ッ ジを越えた検討 （法��

面の崩壊モードと滑落する土砂、 岩石の予想体積、 運動エネルギ　等の検討）は行��

っ て いません。��

⑧ 法面において想定される最大の降雪量と雪崩の評価。��

〈当社の回答〉��

切取法面につ いて は、　１＝０． ６７の勾配で あり、 積雪するよ うな勾配ではあ りま��

せん。��

一般に 、 大きな雪崩が起 こ っ た場合、 樹木をなぎ倒すため、 樹林帯の中にー部分��

だ け樹木の生えて いない場所が発生する傾向にありますが、 現地では過去に こ うい��
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っ た雪崩が発生 した形跡はあ りません。

なお、 当社の美浜、高浜、大飯発電所が属する福井県嶺南地方の海沿いの地域は、

対馬暖流の影響か ら内陸と比べて気温が高 く、 降雪量も少ない こ とか ら、 各発電所

において大規模な

っ た雪崩が発生 した形跡はあ りません。

なお、 当社の美浜、高浜、大飯発電所が属する福井県嶺南地方の海沿いの地域は、

対馬暖流の影響か ら内陸と比べて気温が高 く、 降雪量も少ない こ とか ら、 各発電所

において大規模な

っ た雪崩が発生 した形跡はあ りません。��

なお、 当社の美浜、高浜、大飯発電所が属する福井県嶺南地方の海沿いの地域は、��

対馬暖流の影響か ら内陸と比べて気温が高 く、 降雪量も少ない こ とか ら、 各発電所��

において大規模な雪崩が発生する危険性はない と考え られ、 また、 過去に大規模な��

雪崩が発生 した記録も認め られて いません。��

⑨ 法面に航空機が衝突 した場合の機械的影響とジェ ッ ト燃料の燃焼に よる影響評��

価。��

〈当社の回答〉��

ご質問にあるよ うな影響評価を行 っ て いませんが、 運輸省通達 （空航第 ２６３号��

昭和 ４４年 ７月 ５日）において 、 原子力施設の安全確保のため、 原子力施設付近の��

上空の飛行はできる限 り避けるよう指示されて います。��

⑩　法面補強の強度に関する原子力安全 ・ 保安院の承認は何を根拠 と しま したか。��

上述①～⑨ の各項につ いて は議論 して いますか。��

く 当社の回答〉��

ご質問の斜面の安定性評価においては、 安全側の観点か ら、 法面補強の効果を考��

慮 して いません。 こ の安定性評価につ いて はス トレステス トに おいて原子力安全 ・��

保安院に説明する とともに、 平成 ２４年 ２月 ２９日に 「平成 ２３年東北地方太平洋沖��

地震の知見等を踏まえた原子力施設への地震動及び津波の影響に関する安全性評��

価の うち大飯発電所周辺斜面の安定性評価報告書」と して報告 し、 意見聴取会に お��

いて専門家に評価いただいてお ります。��
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〈４〉ー般参観者や視察者のため、 当該法面の断面模型があるべきと思われます。

ー般参観

者や視察者には、 外観だけか らでは当該法面の内部構造が分か らず、 法面直下の現場

には恐怖感があります。 その よ うな部分に対 し

〈４〉ー般参観者や視察者のため、 当該法面の断面模型があるべきと思われます。

ー般参観

者や視察者には、 外観だけか らでは当該法面の内部構造が分か らず、 法面直下の現場

には恐怖感があります。 その よ うな部分に対 し

〈４〉ー般参観者や視察者のため、 当該法面の断面模型があるべきと思われます。

ー般参観��

者や視察者には、 外観だけか らでは当該法面の内部構造が分か らず、 法面直下の現場��

には恐怖感があります。 その よ うな部分に対 しては特に視覚的に分か り易い説明を心��

掛けるべきである と思われます。��

〈当社の回答〉��

今後も、 わか りやすい説明 を心がけます。��
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３． 観察所見、 質問

〈１〉台風 － 土砂崩れ ＝　 トンネルが閉塞 し、 海と空が荒れて いる場合の貴社の当直職

員の移動方法や物資補給の手段は考えて いますか。

３． 観察所見、 質問

〈１〉台風 － 土砂崩れ ＝　 トンネルが閉塞 し、 海と空が荒れて いる場合の貴社の当直職

員の移動方法や物資補給の手段は考えて いますか。

３． 観察所見、 質問��

〈１〉台風 － 土砂崩れ ＝　 トンネルが閉塞 し、 海と空が荒れて いる場合の貴社の当直職��

員の移動方法や物資補給の手段は考えて いますか。��

〈当社の回答〉��

発電所構内には緊急時に必要な初動対応の要員、 外部支援が期待で きるまでの間��

の物資を確保 して います。��

しか し、 運搬が必要な場合に備え、 陸路、 海路、 空路の運搬手段の多様化を図る��

と ともに要員召集、 物資の輸送の訓練も実施 して います。��
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〈２〉　 送電線 ：所外か らの送電線 ２系が、 開閉所近 〈の山の斜面でかな り隣接 して い

ます。 地震に よる地崩れ、
ヘ リコ プターな どの墜落 （及びその後の樹林の火災）、 森

林火災などに よっ て 、 両系同時に損傷する可能性が

〈２〉　 送電線 ：所外か らの送電線 ２系が、 開閉所近 〈の山の斜面でかな り隣接 して い

ます。 地震に よる地崩れ、
ヘ リコ プターな どの墜落 （及びその後の樹林の火災）、 森

林火災などに よっ て 、 両系同時に損傷する可能性が

〈２〉　 送電線 ：所外か らの送電線 ２系が、 開閉所近 〈の山の斜面でかな り隣接 して い��

ます。 地震に よる地崩れ、
ヘ リコ プターな どの墜落 （及びその後の樹林の火災）、 森��

林火災などに よっ て 、 両系同時に損傷する可能性があるように感 じられま した。��

①　我が国の安全審査指針に よれば、
「指針 ４８．　 電気系統」第 ２項において 、

「２回��

線以上の送電線に よ り電力系統に接続 された設計で ある こ と。」とあるだけで、 現状��

で も適合すると解釈されますが、 よ り基準の厳 しい米国に おいて は次の ように規定��

されて お り、 現実的に可能な限 りの物理的独立性の確保が諏われて います。 貴社は、��

現状の ２系の送電線の物理的独立性につ いて どの よ うに評価 して いますか。 その よ��

うな貴社の評価につ いて は、 過去に おいて どの よ うに原子力安全 ・ 保安院の 同意を��

得て いますか。��

Ｃｒｉｆ０ｒｆｏｎ ヱ７→丑ｅｃｆ万ｃｐｏＷｅｒｓ声ｔｅｍｓ��

（抜粋）　Ｅｌｅｏｔｒｉｃ ｐｏｗｅｒ缶ｏｍｔｈｅ ｔｒ皿ｓｍｉｓｓｉｏｎ ｎｅｔｗｏｒｋｔｏ ｔｈｅ ｏｎｓｉｔｅ ｅ１ｅｃｔｒｉｃ ｄｉｓｔＨｂｕｔｉｏｎ ｓｙｓｔｅｍ ｓｈａｌｌｂｅ��

ｓｕｐｐｌｉｅｄｂｙｔｗｏｐｈｙｓｉｃａ町 ｉｎｄｅｐｅｎｄｅ血 ｃｉｒｃｕｉｔｓ（ｎｏｔｎｅｏｅｓｓａｄＵｏｎｓｅｐａｒａｅＨｇｈｔｓｏｒｗａｖ）ｄｅｓｉｇｎｅｄａｎｄｌｏｃ血ｅｄ��

ｓｏ ａｓｔｏ ｍｉｎｉｍｉｚｅｔｏ ｔｈｅ ｅ癌ｅｎｔｐｒａｃｔｉｃ血 ｔｈｅ １ｉｋｅｌｍｏｏｄｏｒｔｈｅ缶 ｓｉｍｕ１ｔａｎｅｏｕｓ ねｉ１ｕｒｅ ｕｎｄｅｒ ｏｐｅｒａｔ血ｇａｎｄ��

ｐｏｓｔｕｌ貳ｅ〔ｌａｃｃ血ｅｎｔａｎ〔ｌｅｎｖｌｒｏｎｍｅｎｔａｌｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ． Ａｓｗｉｔｃｈｙａｒｄｃｏｍｍｏｎｔｏｂｏｔｈｃｉｒｃｕｉｔｓｉｓａｃｃｅｐｔ８ｂ１ｅ．��

〈当社の回答＞��

当社では、 複数の送電系統を並行 して建設する場合、 相互の送電系統への影響を��

考慮 し、 極力、 送電鉄塔間の離隔距離を確保する こ と と して お り、 現実的に可能な��

限 りの物理的独立件の確保に努めて います。��

なお、 各原子力発電所は、 当該発電所に直接接続す る送電線の １ルート断事故や��

極めて過酷なケース となる第一変電所 ∞の全停事故などの場合に も外部電源が受��

電可能 となるよ う系統の多重化 （２ルート４回線以上 を確保）を行 っ て お ります。��

また、 これにつながる ５００ｋＶ基幹系統も多重化を行 っ て お り、
こ れ らに よ り、��

送電系統の機能喪失が生 じる可能性は極めて低い と考えて います。 こ の結果につ い��

て は、 平成 ２３年 ４月 １５日付の原子力安全 ・ 保安院か らの指示 を受けて報告 し、��

「電力系統の供給信頼性は確保されて いる」との評価を得て います。��

（※）第―変電所とは原子力発電所に直接接続する変電所をい う。��

②　送電線上空の飛行禁止、 又は制限は、 どの よ うに運用 されて いますか。��

〈当社の回答〉��

送電線の上空の飛行禁止または制限を定めるものはありませんが、 航空法等に よ��

り、 人または物件の安全および航空機の安全を考慮 した飛行高度が定め られて いる��

ほか、 原子力関係施設上空の飛行規制があります。��

なお、 送電鉄塔等の物件の設置者は、 航空法の規定に基づき、 必要な物件への航��

空障害灯や昼間障害標識を設置する こ とが義務付けられて お り、 航行の安全性を確��

保 して います。��
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①ロータ リー－ ・ ス ク リーンが完全に閉塞 した場合は、 循環水ポン プだけでな 〈海水ポ

ン プヘの取水も停止 して しま いますか。

①ロータ リー－ ・ ス ク リーンが完全に閉塞 した場合は、 循環水ポン プだけでな 〈海水ポ

ン プヘの取水も停止 して しま いますか。

〈３〉非常用海水ポン プ ＝��

①ロータ リー－ ・ ス ク リーンが完全に閉塞 した場合は、 循環水ポン プだけでな 〈海水ポ��

ン プヘの取水も停止 して しま いますか。��

く 当社の回答〉��

海水ポン プの ロータ リースク リーンが閉塞すれば、 海水ポン プ吸込水頭の確保が��

で きに く〈な ります。 これに よ り、 海水ポン プ入口の潮位が低下 した場合は、 海水��

ポン プを　 時的に停止 します。 また 、
ロータ リース ク リーンが、 閉塞 した場合は、��

ロータ リース ク リーン洗浄ポン プ等に よ りスク リーンの ゴ ミを除去 し、 口―タ リー��

ス ク リーンの機能を回復させた後、 海水ポン プの運転を再開する こ とができます。��

なお、 福島第―原子力発電所での事故を踏まえた安全性向上対策と して 、 当社の��

全プラ ン トに対 して 、 海水ポン プが使用で きない状況において も、 非常用ディ
ーゼ��

ル発電機へ
、 海水を供給で きる可搬式エ ン ジン駆動海水ポン プを配置 （平成 ２３年��

６月）した。 さらに非常用ディ
ーゼル発電機と原子炉補機冷却水系統ヘ

、 海水を供��

給する大容量ポン プを配置 （平成 ２３年 １２月）して お り、 これ らのポン プに よ り海��

水を供給するこ とができます。��

ｌ０８��



②取水口付近での船舶事故に よる油漏れやクラゲの大量発生、 海藻の流入などに よる

海水ポン プへの影響につ いて は、 どの よ うに評価されて いますか。

②取水口付近での船舶事故に よる油漏れやクラゲの大量発生、 海藻の流入などに よる

海水ポン プへの影響につ いて は、 どの よ うに評価されて いますか。

〈３〉　 非常用海水ポン プ��

②取水口付近での船舶事故に よる油漏れやクラゲの大量発生、 海藻の流入などに よる��

海水ポン プへの影響につ いて は、 どの よ うに評価されて いますか。��

〈当社の回答＞��

海水ポン プまわ りの設計に あた っ て は、 海水ポン プヘの異物混入を極力抑えるべ��

く取水側に 口ータ リース ク リーン を設ける設計と して います。 また、 取水口付近で��

油漏れが発生 した場合において も、 海水ポン プの取水面は水面よ り深い位置で設定��

して い る こ とか ら海水面表層に存在す る油を吸い込む こ とはない と判断 して いま��

す。��

上記に加えて 、 以下の よ うなソ フ ト面での対応策も実施 して います。��

■��

■��

■��

事故時マ ニ ュ アルには、 クラゲの大量発生、 海藻の流入などが発生 した場合��

の対応措置が定め られて お り、 これ らの事象が発生 した場合に備えて います。��

春か ら秋にか けては取水口 に クラゲ用の網を設置 し、 クラゲの取水口への侵��

入を防いでいます。��

海上で油漏れが発生 した場合に備え、 油フ エ ンス、 油吸着マ ッ トなどの器材��

が準備されて おり、 油の取水 口への流入を防 ぐとともに油吸着マ ッ トにて油��

を回収 します。��

ｌ０９��
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〈３〉非常用海水ポン プ

③ス ク リーンが閉塞 した場合の 「圧損大」信号によ っ て 、 海水ポン プは 自動 トリッ プ

しますか。 津波の下げ潮に よ っ て海水ポン プの吸い上げが低下 した ときには自動 ト

リッ プ しま すか。 それ らの 自動

〈３〉非常用海水ポン プ

③ス ク リーンが閉塞 した場合の 「圧損大」信号によ っ て 、 海水ポン プは 自動 トリッ プ

しますか。 津波の下げ潮に よ っ て海水ポン プの吸い上げが低下 した ときには自動 ト

リッ プ しま すか。 それ らの 自動

〈３〉非常用海水ポン プ��

③ス ク リーンが閉塞 した場合の 「圧損大」信号によ っ て 、 海水ポン プは 自動 トリッ プ��

しますか。 津波の下げ潮に よ っ て海水ポン プの吸い上げが低下 した ときには自動 ト��

リッ プ しま すか。 それ らの 自動 トリッ プ信号は必要に応 じ、 中央制御室で遠隔的に��

リセ ッ ト、 又はバイパス させ、 状況回復後直 ぐに再起動出来ますか。��

〈当社の回答〉��

ロータ リース ク リーンが閉塞 した場合や引 き津波による潮位低下に よっ て も、 海��

水ポン プは 自動的に停止する こ とはありません。��

なお、
ロータ リースク リーンが閉塞 した場合は海水ポン プの切替えを実施 し、 引��

き津波が発生 した場合には、 潮位が定め られた状態 となっ た段階で運転員が手動で��

海水ポン プを停止 します。��

また、 海水ポン プにそれ ら自動停止等のイ ンター口 ッ クが存在 しないため、 状況��

が回復 して 、 海水ポン プの運転が可能な状態 となれば、 ポン プを再起動する こ とは��

可能です。��

ｌｌ０��



〈４〉バ ッ テ リー室

①シンクの蛇口 （鉛蓄電池の硫酸が手に付いた ときに洗 うための蛇 口）が開いたまま

の状態で上流側の元弁が誤 っ て 開け られ、 長時間放置 された場合、 どの ような事態

に進展するか評価 して いますか。 元

〈４〉バ ッ テ リー室

①シンクの蛇口 （鉛蓄電池の硫酸が手に付いた ときに洗 うための蛇 口）が開いたまま

の状態で上流側の元弁が誤 っ て 開け られ、 長時間放置 された場合、 どの ような事態

に進展するか評価 して いますか。 元

〈４〉バ ッ テ リー室��

①シンクの蛇口 （鉛蓄電池の硫酸が手に付いた ときに洗 うための蛇 口）が開いたまま��

の状態で上流側の元弁が誤 っ て 開け られ、 長時間放置 された場合、 どの ような事態��

に進展するか評価 して いますか。 元弁のハン ドルは、 施錠管理されて いますか。��

②元弁～蛇 口 の配管が同室天井部を貫通 して い る箇所は どの よ うに シール されて い��

ますか。 上階に おいて大量の溢水が発生 した場合、 同室ヘの浸水は防止されますか。��

〈当社の回答①②〉��

元弁につ いて は、 閉止状態で施錠をした運用 と して います。 また仮に ご質問で想��

定されて いる状態になっ て も、 シ ンクか ら水が排出されるのでバッ テ リー室に貯ま��

らない設計 となっ て います。��

貫通部につ いては、 シール材にて シールされて お り、 上層部で溢水 して も同室に��

浸水は しません。��

ｌｌｌ��



〈５〉使用済燃料プール

①使用済燃料プールに消火栓を使っ て注水 した場合、 その放水口付近にバキュ
ーム ・ ブレーカ

ーが付いて いないため、 ポン プが停止 した場合にはサイ フ オ ン効果に よっ て使用済燃料プー

ルの水が消火

〈５〉使用済燃料プール

①使用済燃料プールに消火栓を使っ て注水 した場合、 その放水口付近にバキュ
ーム ・ ブレーカ

ーが付いて いないため、 ポン プが停止 した場合にはサイ フ オ ン効果に よっ て使用済燃料プー

ルの水が消火

〈５〉使用済燃料プール��

①使用済燃料プールに消火栓を使っ て注水 した場合、 その放水口付近にバキュ
ーム ・ ブレーカ��

ーが付いて いないため、 ポン プが停止 した場合にはサイ フ オ ン効果に よっ て使用済燃料プー��

ルの水が消火栓を介 して逆流 し、 建屋外に放出されて しま う可能性があるように思われます。��

プール水が著 し〈放射性物質に よ っ て汚染されて しまっ た後で こ れが発生 した場合、 これは��

不要な放射能漏れ となるため、
バキュ

ーム ・ ブ レーカーな どの逆流防止が必要であるように��

思われます。��

〈当社の回答〉��

消火栓を使 っ て注水する場合は、 ホースの入口側を消火栓に接続 し、 出口側を使用済燃料��

ピッ トの縁まで気中に設置 されて い る配管に接続 して注水 します。出 口側が水中にないため��

逆流する こ とはありません。��

◆��

ｌｌ２��



〈５〉使用済燃料プール

②貴社の使用済燃料プールには、 水位計 と温 唐計は取付け られて いますか。 取付け

られて いる場合、 水位計は燃料集合体の頂部まで監視可能ですか。 何系統ありま

すか。 電源は ＳＢ０の場合で も働き

〈５〉使用済燃料プール

②貴社の使用済燃料プールには、 水位計 と温 唐計は取付け られて いますか。 取付け

られて いる場合、 水位計は燃料集合体の頂部まで監視可能ですか。 何系統ありま

すか。 電源は ＳＢ０の場合で も働き

〈５〉使用済燃料プール��

②貴社の使用済燃料プールには、 水位計 と温 唐計は取付け られて いますか。 取付け��

られて いる場合、 水位計は燃料集合体の頂部まで監視可能ですか。 何系統ありま��

すか。 電源は ＳＢ０の場合で も働きますか。 現在まだ水位計が取付けられて いない��

場合、 将来設置す る予定はありますか。��

く 当社の回答〉��

当社の既設プラ ン トにおける使用済燃料 ピッ ト監視計器と して 、 水位計 １系統お��

よび温度計 １系統を設置 して います。 これ らの電源は安全系か らの給電ヘの振替え��

を実施済みあるいは実施中です。 なお、 既設の水位計は燃料頂部まで監視で きない��

ため、 さらに燃料頂部まで監視可能な安全系か ら給電する広域水位計 １系統の追加��

設置を順次実施中です。 また 、 使用済燃料 ピッ ト監視計器とは別 に携帯型水位計、��

携帯型水温計 を配備 して います。��

ｌｌ３��



〈５〉使用済燃料プール

③使用済燃料プールの水が完全に抜ける事象が発生 した場合、 その後の淡水、 又は

海水の注水、 又は散水 （ス プ レー）に よっ て臨界が発生する条件、 及び、 その よ

うな手段に よる冷却が行われず、 そ

〈５〉使用済燃料プール

③使用済燃料プールの水が完全に抜ける事象が発生 した場合、 その後の淡水、 又は

海水の注水、 又は散水 （ス プ レー）に よっ て臨界が発生する条件、 及び、 その よ

うな手段に よる冷却が行われず、 そ

〈５〉使用済燃料プール��

③使用済燃料プールの水が完全に抜ける事象が発生 した場合、 その後の淡水、 又は��

海水の注水、 又は散水 （ス プ レー）に よっ て臨界が発生する条件、 及び、 その よ��

うな手段に よる冷却が行われず、 その後にジル コ ニウム火災に進展する条件につ��

いての解析は行われて いますか。前者につ いては臨界条件マ ッ プ（ウラ ン濃縮度、��

水の密度、 燃焼度などを変数と した ときの臨界条件を示 した図）を、 後者につ い��

て は解析コ
ード名と解析結果 （時間 を関数に した温度上昇の予想グラ フ）を提示��

して下 さい。��

〈当社の回答〉��

使用済燃料 ピッ トは耐震Ｓクラスで設計され、 基準地震動Ｓｓの約 ２倍の耐震裕度��

を有 して お り、 十分な耐震性を確保 して いる こ とを確認 して います。 さらに 、 燃料��

ピッ トポン プの吸込 口 お よび流入 口 は使用済燃料 ピッ トの上部に設け られて いる��

ため、 万
―冷却系の配管破損等に よ り漏えいが生 じた と して も吸込口 および流入 口��

高 さ以下には水位低下せず、 水位は確保されます。��

また、 緊急安全対策と して 、 消火栓やガソ リン駆動の消防ポン プ等を用 いた給水��

手順を整備 した こ とに よ り、 淡水タンクの淡水、 １次系純水タンクの純水に加え、��

海水を使用済燃料 ピッ トに給水で きるようになっ て お り、 崩壊熱に よる水の蒸発を��

補 うこ とがで きます。��

なお、 使用済燃料ピッ トは、 純水で満たされる等保守的な条件を想定 して も、 未��

臨界が確保できるこ とを確認 して います。��

ｌｌ４��



〈６〉安全意識の高揚と維持を図る工夫 （提案）

例えば、 構内の所 に々 「１００．０００年に １回の津波の レベル」の よ うなマーキ ングを

入れたポス トを立て 、 防波堤の増強や可搬式の消火ポン プ、 電源設備の配備の意義

を

〈６〉安全意識の高揚と維持を図る工夫 （提案）

例えば、 構内の所 に々 「１００．０００年に １回の津波の レベル」の よ うなマーキ ングを

入れたポス トを立て 、 防波堤の増強や可搬式の消火ポン プ、 電源設備の配備の意義

を

〈６〉安全意識の高揚と維持を図る工夫 （提案）��

例えば、 構内の所 に々 「１００．０００年に １回の津波の レベル」の よ うなマーキ ングを��

入れたポス トを立て 、 防波堤の増強や可搬式の消火ポン プ、 電源設備の配備の意義��

を常に思い出せるよ うにするこ とで、 安全意識の高揚 と維持を図るこ となど。��

〈当社の回答〉��

安全意識の高揚と維持につ いて は、 美浜発電所 ３号機事故以降数多〈の施策を講��

じて います。��

例えば、
「安全の誓いの 日」を制定 し全従業員に対 して安全最優先の意識を再認��

識させて いる等の取組みを行っ て いますが、 ご提案も踏まえ引き続き安全意識の高��

揚 と維持に努めてまい ります。��

ｌｌ５��



４． 貴社か らの説明に対 する所見と質問

〈１〉津波の想定高 さ ：　 ス トレス ・ テス トに おいて は ２． ８５ｍ を基準と して いるー方、

更に安全側に 、 外海 （放水口側）で １１． ４ｍ、 内海 （取水口）で ６ｍ を想定 して いる

との

４． 貴社か らの説明に対 する所見と質問

〈１〉津波の想定高 さ ：　 ス トレス ・ テス トに おいて は ２． ８５ｍ を基準と して いるー方、

更に安全側に 、 外海 （放水口側）で １１． ４ｍ、 内海 （取水口）で ６ｍ を想定 して いる

との

４． 貴社か らの説明に対 する所見と質問��

〈１〉津波の想定高 さ ：　 ス トレス ・ テス トに おいて は ２． ８５ｍ を基準と して いるー方、��

更に安全側に 、 外海 （放水口側）で １１． ４ｍ、 内海 （取水口）で ６ｍ を想定 して いる��

との事に関 し、 こ の ダブル ・ スタンダードの技術的根拠を説明 して下 さい。 我が国��

では公式に採用 されて いない ＰＧ＆Ｅが行っ たよ うな確率論的ハザード解析に基づ〈��

ものですか、 それとも単に、 福島第ー原子力発電所で観察された津波の高さをその��

まま想定 した技術的根拠に基づかないものですか。��

〈当社の回答〉��

大飯発電所で想定される津波高 さは、 不確か さも考慮 して検討 した結果、 Ｔ． Ｐ．��

＋２． ８５ｍであ り、 こ の値は十分な保守性を有 して い る と考え て います。��

しか しなが ら、 外海に直接面 して いる福島第ー原子力発電所では浸水高さが １５ｍ��

で あり、 同発電所に おける平成 １４年評価値 ５． ５ｍを ９． ５ｍ上回るものであっ た こ と��

か ら、 さらなる安全性の向上を図るための
―

つの考え方と して 、 念のため津波が直��

接到達する外海側（放水口 側）には、 平成 １４年評価値＋９． ５ｍの津波を念頭におき、��

放水 口 と直接つ ながっ て いる放水路 ピッ トを Ｔ． Ｐ． １５ｍ に嵩上げするこ とと して い��

ます。��

―方、 内海側につ いて も外海側か ら津波が回 り込んで くる こ とを考慮 し、 想定さ��

れる津波高 さに対 し十分な余裕をみて Ｔ． Ｐ． 十６ｍの高 きま ∈想定 して いるもので、��

ダブルス タンダードとい うものではない と考えて います。��

ｌｌ６��



〈２〉ガソ リン ・ ポン プに よる送水 ＝　 ４台直列で運転 して送水する場合に おいて 、 最

下流が閉め切 られた場合、下流側にあるポン プのケーシングやホース 、継手などは、

締切 り圧力に耐え られますか。 その こ との確認は行

〈２〉ガソ リン ・ ポン プに よる送水 ＝　 ４台直列で運転 して送水する場合に おいて 、 最

下流が閉め切 られた場合、下流側にあるポン プのケーシングやホース 、継手などは、

締切 り圧力に耐え られますか。 その こ との確認は行

〈２〉ガソ リン ・ ポン プに よる送水 ＝　 ４台直列で運転 して送水する場合に おいて 、 最��

下流が閉め切 られた場合、下流側にあるポン プのケーシングやホース 、継手などは、��

締切 り圧力に耐え られますか。 その こ との確認は行 っ て いますか。��

〈当社の回答〉��

当社で保有 して いる消防ポン プ （ガソ リンポン プ）は、 すべてのポン プにつ いて��

サーモバルブ（注）も しくは逃が し弁を搭載 して います。 万
ーの締切運転時には、 こ��

れ らの弁が作動 し、 圧力が過度に上昇 しない設計 となっ て います。��

また、 １年 ごとの消防法に基づいた総合点検において締切運転を行い、 各弁の機��

能確認を実施 して います。��

（注）サーモバル ブ ：送水温度が―定以上に なると開 〈弁で あ り、 当該弁に接��

続された管に よ り高温水を外部ヘ排出 し、 締切連続運転時��

のオーバーヒートを防止 します。��
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〈３〉高圧母線の Ａ系と Ｂ系の間にク 口 ス タイがない こ と ＝　 米国プラ ン トに おいて は、

む しろその ような例が見当た りません。 こ の よ うなク ロ ス タイがない場合には、 例

えば、 非常用ディ
ーゼル発電機 （Ａ）の故障と余熱

〈３〉高圧母線の Ａ系と Ｂ系の間にク 口 ス タイがない こ と ＝　 米国プラ ン トに おいて は、

む しろその ような例が見当た りません。 こ の よ うなク ロ ス タイがない場合には、 例

えば、 非常用ディ
ーゼル発電機 （Ａ）の故障と余熱

〈３〉高圧母線の Ａ系と Ｂ系の間にク 口 ス タイがない こ と ＝　 米国プラ ン トに おいて は、��

む しろその ような例が見当た りません。 こ の よ うなク ロ ス タイがない場合には、 例��

えば、 非常用ディ
ーゼル発電機 （Ａ）の故障と余熱除去ポン プ （Ｂ）の故障を考えた��

場合、 両余熱除去ポン プが使用 出来な くな ります。 これに対 し、 ク ロ ス タイがある��

場合には、 故障 して いない非常用ディ
ーゼル発電機 （Ｂ）と余熱除去ポン プ （Ａ）の��

組合せに よ っ て 、 余熱除去系の運転が可能にな ります。 こ の よ うに、 ク ロ ス タイの��

存在は、 安全性の向上に有意に寄与 します。 同ク ロ ス タイの存否につ いて 、 再確認��

をお願い します。��

同様に、 海水冷却系の ク ロ ス タイ につ いて は どうで し ょ うか。 こ の ク 口 ス タイの 目��

的は、 例えば Ａ系の海水ポン プが故障 して も、 弁の切替え操作に よ っ て 、 Ｂ系の海水��

ポン プか ら Ａ系に冷却水を送水出来るよ うにするもので、 やは り安全性の向上に有��

意に寄与 します。��

〈当社の回答〉��

米国 プラン トにおいて も、 当社が把握 して いる範囲では、 建設時設計と して高圧��

母線のク 口 ス タイがない発電所が４箇所 （６基）存在 して お り、 ク ロ ス タイがない��

設計が特殊なもので はない と認識 して います。��

〈米国 プラ ン トに おける建設時設計と して 高圧母線の ク ロ スタイがない発電所〉��

・ Ｇｏｍａｎｃｈｅ Ｐｅａｋ＃１／２��

・ Ｂｅａｖｅｒ Ｖａｌｌｅｙ��＃１／２��

・ Ｍｉｌｌｓｔｏｎｅ ＃３�� （ＰＷＲ）��

（ＰＷＲ）��

（ＰＷＲ）��

・ Ｗｉｌｌｉａｍ Ｂ． ＭｃＧｕｉｒｅ　 ＃１　　（ＰＷＲ）��

米国プラ ン トにおける状況を踏まえた うえで、 安全系高圧母線のク ロ ス タイに関��

する、 当社の設計の考え方を以下に示 します。��

当社原子力発電所の安全系高圧母線は、 ク ロ ス タイで接続 して Ａ系とＢ系を組み��

合わせた運転を行う設計にはな っ て いません。��

原子炉施設の安全設計審査指針には、 安全保護系設備に対 して 多重性を持ち、 ま��

た、 これ らの間の独奇件を要求 されて います。��

初期の プラ ン トではク ロ ス タイを設けた うえで 、 しゃ 断器に よ り分離する設計 と��

して お り、 最新 プラ ン トで ある大飯発電所 ３， ４号機では、 ク ロ スタイを設けない��

こ とに よっ て 、 分離設計をよ り明確に して います。 米国プラ ン トにおいて も、 世代��

に応 じて 同様の設計となっ て いるもの と思われます。��

ク 口 ス タイを設けて いるプラ ン トにおいて も、 運転中など多重性要求がある期間��

にク ロ ス タイを結んで使用する こ とはありません。 今回の ご質問にある使用方法は��

設計事象を超える何 らかの事象に よ り多重性が損なわれた後のア クシデン トマ ネ��

ジメ ン ト対応であり、 こ の よ うな状態を想定 した場合には、 大飯発電所３， ４号機��

、��
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につ いて も空冷式非常用発電機用 に新たに設置 した しや断器および電路を使用す

るこ とによ り、 Ａ系とＢ系を接続するこ とが可能です。

また、 海水系統については、 Ａ系、 Ｂ系の海水ポン プは同
ー

のヘ ッ ダー配管に接

続され

につ いて も空冷式非常用発電機用 に新たに設置 した しや断器および電路を使用す

るこ とによ り、 Ａ系とＢ系を接続するこ とが可能です。

また、 海水系統については、 Ａ系、 Ｂ系の海水ポン プは同
ー

のヘ ッ ダー配管に接

続され

につ いて も空冷式非常用発電機用 に新たに設置 した しや断器および電路を使用す��

るこ とによ り、 Ａ系とＢ系を接続するこ とが可能です。��

また、 海水系統については、 Ａ系、 Ｂ系の海水ポン プは同
ー

のヘ ッ ダー配管に接��

続されてお り、 Ａ、 Ｂ系統間のヘ ッ ダー配管には隔離弁が設置されて いる系統構成��

となっ て います。 よ っ て 、 ある系統の海水ポンプか ら別系統の海水系統に海水を供��

給できます。��
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〈４〉「電気火災に水は禁物」＝　
―般にはその ように思い込まれて いますが、 ケーブル

火災がある程度進行 して 中心部にまで及んだ場合、

―旦は酸素を遮断するこ とで消

火 しますが、 残熱に よっ て その後再発火 し、 なかな

〈４〉「電気火災に水は禁物」＝　
―般にはその ように思い込まれて いますが、 ケーブル

火災がある程度進行 して 中心部にまで及んだ場合、

―旦は酸素を遮断するこ とで消

火 しますが、 残熱に よっ て その後再発火 し、 なかな

〈４〉「電気火災に水は禁物」＝　
―般にはその ように思い込まれて いますが、 ケーブル��

火災がある程度進行 して 中心部にまで及んだ場合、

―旦は酸素を遮断するこ とで消��

火 しますが、 残熱に よっ て その後再発火 し、 なかなか鎮火が成功 しない場合がある��

こ とが経験的に知 られて います。 その場合、 電気品への通電を遮断 してか ら水を使��

い、 熱を奪 うこ とで漸〈鎮火に成功 して いるケースが多〈あります。 米国に おいて��

ＴＭｌ
－２事故に次 ぐ重大事象 と評されて いる ブラウンズ ・ フ ェ リー１号機の火災（１９７５��

年 ３月発生）において も、 折角要請を受けて消火に駆け付けた消防署員に発電所員��

が水を使用 させなか っ たため重大な火災に進展 して しまい、 結局消防署員の諫言 を��

受け入れ水を使っ て消 し止めた とい う教訓が報告されて います。��

貴社が １９７５年の ブラウンズ ・ フ ェ リーと同 じ失敗を繰 り返さないためには、 専門��

の消防署員 とー緒に エ リア毎に消火方法につ いての入念なウォ
ークダウン を実施��

し、 予め適切な消火方法を決めて お〈こ とが重要と思われます。 以下、 視察させて��

頂いた ３号機安全補機開閉器室に対する本件との関連質問です。��

①　電源パネルに対 し、 発火前の発熱の段階で電気的な異常を検知するイ ン シ ピア��

ン 卜火災検知器は導入されて いますか。��

〈当社の回答＞��

イ ン シ ピア ン 卜火災検知器は設置 して いません。��

しか しなが ら、 消防法に則 した火災報知設備を設置 して お り、 安全補機開閉器��

室で あれば、 煙感知器が設置 されて お ります。 その こ とに よっ て 、 予兆検知は難��

しいですが火災の早期検知は可能と考えて お ります。��

②　扉は耐火仕様ですか。��

〈当社の回答〉��

耐火仕様とは異な りますが、 防火仕様の扉です。��

③　消火栓の水を使 っ た場合の排水 口 の排水容量は十分ですか。��

〈当社の回答〉��

排水は、 機器室または通路にある床 ドレ ン を経由して排水で きます。��

安全補機開閉器室には、 消防法に定める １号消火栓をプラ ン トに設置 して います��

が、 消防法では、 消火水源やポン プ容量は、 消火栓を最大 ２個同時に使用で きる容��
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量を求めて いますので、 これに合わせて消火栓を２個同時使用 して放水されるこ と

を想定 して 、 放水された消火水は、 機器室または通路に ある床 ドレン配管の排水能

力か ら十分に排水可能であるこ とか ら、 十分な排水容量を

量を求めて いますので、 これに合わせて消火栓を２個同時使用 して放水されるこ と

を想定 して 、 放水された消火水は、 機器室または通路に ある床 ドレン配管の排水能

力か ら十分に排水可能であるこ とか ら、 十分な排水容量を

量を求めて いますので、 これに合わせて消火栓を２個同時使用 して放水されるこ と��

を想定 して 、 放水された消火水は、 機器室または通路に ある床 ドレン配管の排水能��

力か ら十分に排水可能であるこ とか ら、 十分な排水容量を確保で きるもの と考えて��

お ります。��

④　適切な排煙装置はありますか。��

〈当社の回答〉��

安全補機開閉器室には、 換気空調設備があるこ とか ら、 排煙は可能です。��
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〈５〉水素爆発対策 ：　　 ジルコ ニウム ・ 水反応 （Ｚｒ＋２Ｈｚ０
→Ｚｒ０ｚ

＋２Ｈｚ）が １００５起

こ り、 水素が格納容器内の雰囲気に均―に拡散 した場合、 何％　（体積比）　 になる

と計算されて いますか。 均―だ っ た

〈５〉水素爆発対策 ：　　 ジルコ ニウム ・ 水反応 （Ｚｒ＋２Ｈｚ０
→Ｚｒ０ｚ

＋２Ｈｚ）が １００５起

こ り、 水素が格納容器内の雰囲気に均―に拡散 した場合、 何％　（体積比）　 になる

と計算されて いますか。 均―だ っ た

〈５〉水素爆発対策 ：　　 ジルコ ニウム ・ 水反応 （Ｚｒ＋２Ｈｚ０
→Ｚｒ０ｚ

＋２Ｈｚ）が １００５起��

こ り、 水素が格納容器内の雰囲気に均―に拡散 した場合、 何％　（体積比）　 になる��

と計算されて いますか。 均―だ っ た水素の初期濃度が、 その後の冷却過程に伴 う水��

蒸気の凝縮などに よ っ て局所的に濃縮されるプ口 セスにつ いて は、研究（文献調査、��

実験、 解析）して いますか。��

触媒式の水素再結合器が機能するための条件 （電源の要否、 温度、 湿度）と、 機能��

しな 〈なる条件は何ですか。��

〈当社の回答〉��

ＰＷＲプラ ン 卜では、 全炉心領域で使われて い るジルコ ニ ウムの ７５％（燃料有��

効長被覆管の約 １００％に相当）の Ｚｒ－水反応に よる水素発生量を評価 して お り、 大��

型 ドラ イ型格納容器プラ ン トにおいて最も水素発生量の多い ４ループプラ ン トで��

約 １２％以下 となる こ とを確認 して います。

―方、 アイス コ ンデンサ型格納容器プ��

ラ ン ト （大飯発電所 １、 ２号機）では、 格納容器の体積が小 さいため水素発生量は��

１３％を超える評価 とな り、 格納容器健全性に影響を及ぼす爆轟領域に入るこ とか ら、��

シ ビアア クシデン 卜対策 と して水素燃焼装置を設置 して います。��

国内におけるシ ビアア クシデ ン 卜時の原子炉格納容器内での可燃性ガス混合挙��

動および燃焼挙動に係る実証試験は完了 して おり、 過酷状況下での実証を含め大規��

模な水素爆轟に よる原子炉格納容器破損 を防止するための技術的な確認は既にな��

されて います。��

水素燃焼装置を設置済みの大飯 １， ２号機を除〈大型 ドライ型格納容器プラ ン ト��

に対 して設置を計画 して いる静的触媒式水素再結合装置は、 水素濃度の上昇に応 じ��

て 自動的に反応が始まる電源を必要 と しない静的な装置で、 事故時の格納容器内の��

温度、 湿度等の環境条件下で機能するものです。��
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貴社か らの説明に対 する所見と質問

送電系統設計 ＝　　 貴社の若狭湾沿岸の ３原子力発電所の全発電ユニ ッ トが全基定

格出力で運転中、 若狭湾ー帯の地震に よっ て全基同時にス クラム した場合、 どの よ

うに送電系統ヘのイ ン

貴社か らの説明に対 する所見と質問

送電系統設計 ＝　　 貴社の若狭湾沿岸の ３原子力発電所の全発電ユニ ッ トが全基定

格出力で運転中、 若狭湾ー帯の地震に よっ て全基同時にス クラム した場合、 どの よ

うに送電系統ヘのイ ン

４．��

〈６〉��

貴社か らの説明に対 する所見と質問��

送電系統設計 ＝　　 貴社の若狭湾沿岸の ３原子力発電所の全発電ユニ ッ トが全基定��

格出力で運転中、 若狭湾ー帯の地震に よっ て全基同時にス クラム した場合、 どの よ��

うに送電系統ヘのイ ンパク ト （最悪は広域停電）を回避、 又は最小化 し、 原子力発��

電所への所外電源の確保を図るよ うに設計 して いますか。 送電先の分散とい う点か��

ら、 設備容量の喪失分をどの よ うに余剰設備容量に よっ て補充する計画なのか定量��

的に説明 して くだ さい。��

〈当社の回答〉��

ご質問は、 若狭湾ー帯の地震発生に伴う、 原子力発電所へ電源を供給する送電系��

統の機能喪失に係る回避策および各原子力発電所の所内電源必要量に対 する送電��

容量に係るもの と認識 し回答させて いただきます。��

全基同時ス クラム等、 発電機の発電量が電気の使用量に比べて少な 〈なると、 連��

鎖的に発電設備が停止 し、 大規模停電が発生するおそれがあります。��

そ こ で、 発電量と使用量のバラ ンス をとるため、
コ ン ピュ

ータによ り瞬時に計算��

し、 自動的にー部の電気が切れる保護装置があります。��

なお、 こ の装置が動作 した場合でも原子力発電所の所外電源は、 確保されるよ う��

になっ て お ります。��

―方、 各原子力発電所は、 当該発電所に直接接続する送電線の １ルート断事故や��

極めて過酷なケース となる第一変電所 （ｘ）
の全停事故などの場合に も外部電源が受��

電可能 となるよう系統の多重化 （２ルート４回線以上を確保）を行っ て います。 ま��

た、 これにつながる ５００ｋＶ基幹系統も多重化を行 っ て お り、 これ らによ り、 送��

電系統の機能喪失が生 じる可能性は極めて低い と考えて います。��

なお、 万
―全ての外部電源が喪失 した際にも、 これ らの送電系統とは別に、 従来��

か ら設置 して いる所内の非常用発電装置に加え、 空冷式非常用発電装置の設置や電��

源車の配置等の対策を講 じて お り、 これ らの所内電源に よ り炉心冷却を継続するこ��

とがで き、 炉心損傷に至る こ とはあ りません。��

また、 原子力発電所につ ながる送電系統につ いて は、 いずれの 回線に おいて も、��

各原子力発電所の所内電源を維持で きる容量を確保 して お ります。��

（※）第―変電所 とは原子力発電所に直接接続する変電所をい う。��
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〈７〉ス トレス ・ テス トの問題点 ＝　　　　 下表の評価概要の うち、 ＳＢ０と ＬＵＨＳに対 す

る貴社のク リフ ・ エ ッ ジの考え方は、 妥当でない と考えます。

〈７〉ス トレス ・ テス トの問題点 ＝　　　　 下表の評価概要の うち、 ＳＢ０と ＬＵＨＳに対 す

る貴社のク リフ ・ エ ッ ジの考え方は、 妥当でない と考えます。

〈７〉ス トレス ・ テス トの問題点 ＝　　　　 下表の評価概要の うち、 ＳＢ０と ＬＵＨＳに対 す��

る貴社のク リフ ・ エ ッ ジの考え方は、 妥当でない と考えます。��

５りヲ‡りジ��

窟竃０麒��

夢り７黨９ジ��

†量＝嘗竃８罍６盤儔��

豪矗費套対鷺歯��
†鼠：轟為８罍宙眼●��

費竃確爆対鷺脅��

効稟
‘’��
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即ち、 貴社はガソ リン ・ ポン プの燃料がどれ位長 〈もつかで評価 して いますが、 それ��

よ りも厳 しい真のク リフ ・ エ ッ ジになる要因は、 ガソ リン ・ ポン プな どの必要な機材の��

段取 りや運転を、 緊急時に どれだけ迅速に行えるかであると考えます。 例えば、 補助給��

水ポン プが事故発生の瞬間か ら起動 しない場合、 蒸気発生器の ドライ ア ウ トまでの時間��

以内に、 どれだ け余裕をもっ て その よ うな対応が可能であるかとい うこ とです。 尚、 そ��

もそ も、 本来は恒久的に設置された機器が担保だ っ たものが、 完全に人的な対応が担保��

に替わっ て いる点に も問題があると感 じられます。 以下、 こ の点に関する質問です。��

①電源復旧活動、 及び、 補助給水ポン プの入 口 に給水用のホース を繋 ぐ訓練の結果、��

何分で実施出来て いますか。��

〈当社の回答＞��

電源確保は、 全交流電源喪失が発生 した場合、 直流電源が枯渇するまでの約 ５時��

間の間に電源が確保できれば、 事象の進展を防 ぐこ とができ、 これまでの訓練実績��

か ら約 ３８分／号機でで きる こ とを確認 して お り、 大飯発電所 １， ２号機と大飯発��

電所 ３， ４号機で並行作業を行い、 大飯発電所 １～４号機では約 ７６分 （約 １．��

時間）で電源確保できます。��

また、 蒸気発生器への給水は、 補助給水ポン プの水源 となる復水 ピッ トへ給水 し��

確保するこ と と して お り、 海水を復水 ピッ トに給水するための消防ポン プ、 消火ホ��

ースの配置には約 ６７分／号機の時間を要 し、 大飯発電所 １～４号機では、 約 ２６��

８分 （約４．　５時間）で給水が確保できます。��

‐

Ｊ��

②予告な しでの訓練は行っ て いますか。��

ｌ２４��



〈当社の回答〉

対応要員を召集するための連絡訓練な ど、 予告な しでの訓練が効果的であると思

われるもの につ いて は、 実施 して います。

〈当社の回答〉

対応要員を召集するための連絡訓練な ど、 予告な しでの訓練が効果的であると思

われるもの につ いて は、 実施 して います。

〈当社の回答〉��

対応要員を召集するための連絡訓練な ど、 予告な しでの訓練が効果的であると思��

われるもの につ いて は、 実施 して います。��

③降雪時、 路面凍結時、 夜間、 暴風雨時、 休日、 所内に救護すべき負傷者が多数��

発生 した場合などに は、 予定 して いた人的な対応が大 いに妨げられるか遅れる��

可能性があります。 その よ うな場合の フ ァ クターをどの よ うに考慮 して います��

か。��

〈当社の回答＞��

不慮の事象を考慮 し、 休日 、 夜間に も発電所構内に十分対応できる要員を確保す��

るとともに 、 事象発生に伴い対応要員を招集 し、 対応体制を強化いた します。��

ｌ２５��
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平成 ２３年東北地方太平洋沖地震の知見等を踏まえた��

原子力施設ヘの地震動及び津波の影響に関する安全性評価��

の うち大飯発電所周辺斜面の安定性評価報告書��

平成 ２４年 ２月 ２９日��

関 西 電 力 株 式 会 社��
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ま えが き

当社は， 平成 ｌ８年 ９月 ｌ９日付けで原子力安全委員会に よ り　「発電用原

子炉施設に関する耐震設計審査指針」が改訂 された こ とに伴い
， 原子力安全 ・

保安院 （以下 「保安院」とい う。 ）に よる 「「発電用原子炉

ま えが き

当社は， 平成 ｌ８年 ９月 ｌ９日付けで原子力安全委員会に よ り　「発電用原

子炉施設に関する耐震設計審査指針」が改訂 された こ とに伴い
， 原子力安全 ・

保安院 （以下 「保安院」とい う。 ）に よる 「「発電用原子炉

ま えが き��

当社は， 平成 ｌ８年 ９月 ｌ９日付けで原子力安全委員会に よ り　「発電用原��

子炉施設に関する耐震設計審査指針」が改訂 された こ とに伴い
， 原子力安全 ・��

保安院 （以下 「保安院」とい う。 ）に よる 「「発電用原子炉施設に関す る耐��

震設計審査指針」等の改訂に伴 う既設発電用原子炉施設の耐震安全性の評価��

等の実施について」　 （平成 Ｉ８・ ０９・ ｌ９原院第 ６号 平成 ｌ８年 ９月 ２０日）��

に基づき， 改訂 された耐震指針に照 らした既設発電用原子炉施設の耐震安全��

性評価を実施 して い る。��

こ れまでに ， 活断層評価， 基準地震動 Ｓｓの策定及び主要な施設の耐震安全��

性評価について は， 平成 ２０年 ３月 ３ｌ日に保安院に耐震安全性評価結果中間��

報告書を， 平成 ２ｌ年 ３月 ３ｌ日に中間報告書 （追補版）を提出 し， 国に よる��

審議を経て ， 平成 ２２年 ｌｌ月 ２５日に保安院に 「耐震安全性評価結果 （原子��

力安全 ・ 保安院での審議状況の反映）」を提出 し， 平成 ２２年 ｌｌ月 ２９日に��

「耐震安全性に係 る評価について （基準地震動の策定及び主要な施設の耐震��

安全性評価）」を受領 した。��

そ の後 ， 平成 ２３年 ３月 ｌｌ日に発生 した平成 ２３年東北地方太平洋沖地震��

に伴い
， 保安院 よ り　「平成 ２３年東北地方太平洋沖地震の知見等を踏ま えた��

原子力施設ヘの地震動及び津波の影響に関す る安全件評価の実施について��

（指示）」　 （平成 ２３・ ｌｌ・ ０２原院第 ４号 平成 ２３年 ｌｌ月 ｌｌ日）を受け，��

「平成 ２３年東北地方太平洋沖地震の知見等を踏ま えた原子力施設ヘの地震��

動及び津波の影響に 関する安全性評価　実施計画書」　 （以下 「計画書」とい��

う。 ）を平成 ２３午 ｌｌ月 ｌ８日に保安院に提出 した。��

本報告書は， 計画書に基づき， 大飯発電所周辺斜面の安定性評価結果につ��

いて取 りま とめた もの である。��

１
－��

１
－��



２．ｌ　
一般事項

耐震安全 ト重要な機器 ・ 配管系を内包す る建物 ・ 構築物 （以下 「対象施設」

とい う。 ）の周辺斜面について ， 基準地震動 Ｓｓに よ る地震力に対 して ， 対象

施設の安全機能に重大な影響を与え る よ うな崩壊を

２．ｌ　
一般事項

耐震安全 ト重要な機器 ・ 配管系を内包す る建物 ・ 構築物 （以下 「対象施設」

とい う。 ）の周辺斜面について ， 基準地震動 Ｓｓに よ る地震力に対 して ， 対象

施設の安全機能に重大な影響を与え る よ うな崩壊を

２．　評価方針��

２．ｌ　
一般事項��

耐震安全 ト重要な機器 ・ 配管系を内包す る建物 ・ 構築物 （以下 「対象施設」��

とい う。 ）の周辺斜面について ， 基準地震動 Ｓｓに よ る地震力に対 して ， 対象��

施設の安全機能に重大な影響を与え る よ うな崩壊を起 こ さない こ とを確認す��

るた め ， すべ りに対する安定性を評価する。��

周辺斜面の安定性評価は ， 対象施設 と周辺斜面の離間距離に基づ き選定 し��

た斜面を評価対象 と し，想定すべ り面にお けるすべ り安全率に よ り評価す る。��

２．２　評価方法��

（ｌ）解析手法��

基準地震動 Ｓｓに対する地震応答解析を二次元動的有限要素法解析に よ��

り行 う。 地震応答解析は， 周波数応答解析手法を用い
， 等価線形化法に よ��

りせん断弾性係数お よび減衰定数のひずみ依存性を必要 に応 じて考慮する��

地震時の応力は， 静的解析に よる常時応力 と， 地震応答解析に よ る動的��

応力 を重ね合わせる こ とに よ り求め る。 常時応力 は地盤の 自重計算に よ り��

求ま る初期応力 ， 建屋基礎掘削に伴 う解放力お よび建屋 ・ 埋戻土の荷重を��

考慮 し， 動的応力は水平地震動お よび鉛直地震動に よる応答の同時性を考��

慮 して求め る。��

周辺斜面の安定性評価フ ロ ーを第 ２．２
‐

ｌ図に示す。��

常時応力 を算定する静的解析における境界条件は，
モデル下端を固定境��

界， 側方を鉛直 ロ
ーラ境界 とす る。 また ， 動的解析にお け る境界条件は，��

モデル下端を粘性境界， 側方をエネルギー伝達境界 とす る。 境界条件 を第��

２．２
‐２図に示す。��

０��

（２）　入力地震動��

入力地震動は ，解放基盤表面で定義 される基準地震動 Ｓｓを
一

次元波動論��

に よっ て地震応答解析モデルの入力位置で評価 した もの を用い る。 入力地��

震動の考え方を第 ２．２‐３図に， 基準地震動 Ｓｓを第 ２．２
‐ｌ表に， 加速度時刻��

歴波形 と加速度応答ス ペク トルを第 ２．２
‐

４図～第 ２．２
‐６図に示す。 断層モ��

デノレを用いた手法に よ る地震動評価結果に よ る基準地震動について は ， 検��

討対象断面方向に方位補正を行なっ て解析モデルヘ入力する。��

（３）　評価内容��

すべ りに対する安定性は ， 想定すべ り面 にお けるすべ り安全率に よ り評��

価する。 すべ り安全率は ， 想定 したすべ り面上の応力状態 をもとに ， すべ��

り面上のせん断抵抗力 の和 をすべ り面上のせん断力の和で除 して求め る。��

引張応力が発生 した要素について は， すべ り面に対 して 直応力が引張応力��

の場合には強度定数を ０と し，圧縮応力の場合は残留強度を用い る。 また，��

せん断強度に達 した要素では残留強度を用い る。��

２��



すぺ りに対す る

安定性の評価

すぺ りに対す る

安定性の評価

く 常時荷重＞�� く 地震時荷重〉��

基準地震動　Ｓｇ��

解析モデル人力地震動��

静的解析�� 地震応答解析（動的解析）��

常時応力�� 動的応力��

地震時の応力��

すぺ りに対す る��

安定性の評価��

すべ り安全率��

第 ２，２
‐

ｌ図　 周辺斜面の安定性評価 フ ロ ー��
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８．　 ｌ・ ２号機周辺斜面の安定性評価

３．ｌ　周辺斜面の状況

第 ３．ｌ‐１図に ｌ・ ２号機周辺敷地半面 凶 を示す。

周辺斜面は ， 原子炉建屋の背後 に位置 し， 斜面高 さはお よそ ６０ｍである。

斜面の地質は ， 輝緑岩， 斑れ

８．　 ｌ・ ２号機周辺斜面の安定性評価

３．ｌ　周辺斜面の状況

第 ３．ｌ‐１図に ｌ・ ２号機周辺敷地半面 凶 を示す。

周辺斜面は ， 原子炉建屋の背後 に位置 し， 斜面高 さはお よそ ６０ｍである。

斜面の地質は ， 輝緑岩， 斑れ

８．　 ｌ・ ２号機周辺斜面の安定性評価��

３．ｌ　周辺斜面の状況��

第 ３．ｌ‐１図に ｌ・ ２号機周辺敷地半面 凶 を示す。��

周辺斜面は ， 原子炉建屋の背後 に位置 し， 斜面高 さはお よそ ６０ｍである。��

斜面の地質は ， 輝緑岩， 斑れい岩か らな り， 頁岩が貫入 してい る。��

３．２　評価斜面の選定��

「原子力発電所耐震設計技術指針　唖】ＡＧ４６０ｌ‐２００８」　 （以下��

「ＪＥＡＧ４６０ｌ‐２００８」とい う。 ）では， 安定性評価の対象 とすべき斜面は斜��

面法尻 と対象施設の離間距離が約 ５０ｍ以内の斜面 ， あるいは斜面高 さの約��

ｌ．４倍以内の斜面 と してい る。��

上記に基づき， 原子炉建屋の背後斜面を評価斜面 として選定 し， 基準地震��

動 Ｓｓに よる地震力 に対する安定性評価 を行 う。��

３．３　評価条件��

（ｌ）　解析モデル��

評価斜面の うち， 斜面形状お よび斜面高 さを考慮 し， 動的有限要素法解��

析に よる評価を実施する断面 として ， Ｆ―Ｆ
’

断面， ①―①
’

断面， ②－②
’��

断面を選定する。 解析用モデルに は地盤お よび原子炉補助建屋， タービ ン��

建屋を考慮する。 解析用建屋モデルは ， それぞれの多質点系モデルを基に��

作成する。��

Ｆ―Ｆ
’

断面， ①－－①
’

断面， ②－‐②
’

断面の地質断面図を第 ３．３‐ｌ図～��

第 ３．３‐３図に ， 解析用要素分割図を第 ３．３
‐４図～第 ３．３‐６図に示す。��

（２）解析用物性値��

解析用物性値は， 既往の試験結果お よび発電用原子炉施設に関する耐震��

設計審査指針の改訂に伴い新た に実施 した各種試験結果に基づき設定する��

解析用物性値設定の考え方を第 ３．３‐ｌ表 に， 解析用物性値を第 ３．３
‐

２表，��

第 ３．３
‐

７図～第 ３．３
‐ｌ０図に示す。��

０��

（３）　地下水位��

解析用地下水位は， 地表面に設定する。 建屋基礎部について は， 建屋基��

礎底面に設定する。��

（４）想定すべ り面��

想定すべ り面は， 斜面部の岩級区分 と応力状態を考慮 してすべ り面法に��

よ り絞 り込んだすべ り面 とする。��

９��
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３．４　評価結果��

想定すべ り面 における ＦーＦ
’

断面， ①―①
’

断面， ②―②
’

断面のすべ��

り安全率を第 ３．４
‐ｌ表～第 ３．４‐３表に， また各想定すべ り面 において最小す��

べ り安全率を示す基準地震動 に対するすべ り安全率時刻歴を第 ３．４
‐

４表～第��

３．４
‐６表に示す。 最小すべ り安全率は ２，５であ り，　

「ＪＥＡＧ４６０ｌ‐

２００８」ｌこ示��

される評価基準値 ｌ．２あ 卜回 る こ とか ら， すべ りに対 して十分な安定性を有��

してい る。��

また， 各断面にお ける要素 ご との局所安全係数を第 ３．４
‐ｌ図～第 ３．４‐３図��

に示す。 斜面部の要素において引張応力が発生 した要素が あ るが ， すべ りに��

対 して問題 となるものではない こ とか ら， 斜面は地震時に発生する応力に対��

して安定性を有 してい る。��

なお， 念のた め地盤物性のば らつ きを考慮 し， 各断面の うち最小すべ り安��

全率を示す地震動に対 して ， 地盤物性の うちせん断強度について 「平均値－��

ｌ．０×標準偏差 （ｏ）」とした結果を第 ３．４
‐

７表～第 ３．４‐９表に ， また応答ス��

ペク トルに基づ く地震動評価結果 Ｓｓｊについて ， 正負を反転 して解析を行っ��

た結果の うち最小すべ り安全率を第 ３．４
‐ｌ０表～第 ３．４‐ｌ２表に示す。 これ ら��

のすべ り安全率は評価基準値 Ｌ２を上回 る こ とか ら， 地盤物性値の ば らつき��

や Ｓｓ．の反転を考慮 して も斜面はすべ りに対 して十分な安定性を有 してい る��０��
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凡例　ー－ー　 ：すべ り面��◯��：すべ り安全率の最小値　　（　 ）内は発生時刻��
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第 ３．４
‐ｌ図 （ａ）　 要素 ご との局所安全係数 （Ｆ―Ｆ

’

断面）

Ｓｓ，　時刻 ；ｌ６．ｌ４秒　全体図

第 ３．４
‐ｌ図 （ａ）　 要素 ご との局所安全係数 （Ｆ―Ｆ

’

断面）

Ｓｓ，　時刻 ；ｌ６．ｌ４秒　全体図

せん断強度に達し か１引張応力が発生した要素��

引張応力が発生した要素��

せん断強度に達した要素��

１．０≦Ｆｓ〈１２��

１２≦Ｆｓ〈Ｚ０��

２．０≦Ｆｓ��

■　　 ■��

Ｈ→―１－ト←←ｌヨ��

輯��ｌ翻��

．　 ＝��

貯��
Ｌ　　■��

●　 ．　 　　　　　 ．　 Ｅ
‘

１��Ｈ１��「Ｍ��
ｒ　 ｒ��

ｒ下��

蹴

聾��
Ｈ��「１�� ｌ－ｌ－Ｈ

－

；；��
ｌ‐Ｈ�� ．　　 ．　　 ，　　 ■　　 　��

■　 ・　ｌ�� ！‐Ｈ��
！

’

ｉ！ｉ�� ！―ｒ∴��
；１‐ｌ�� ．　 ．　 ■��

ｌ－ｌ→∴��｝；��
・　　 ・　　 ：��

Ｅ０‐�� 卜Ｈ��
－

ｌ��
■��

ｉｉ！��
！　ｌ　ｌ��ｌ��葬��トｌｌ��Ｆｆ

－��ｌ」��Ｌー��
■１��Ｍ��

Ｈ＾；��
＾

．　 ｆ　 ●�� １�� ｔ　 １　 ●　 ■��Ｔ１��ＨＴ��
■　 ●��

ヒＨ�� Ｆ吊��
●　　 ■�� １　　 ・��

●　 ｆ　 ■��ｔ　 ・��
１�� １�� ｌ　 ｌ�� －ー��

Ｆｌｌ�� ｌ
‐

ｌｌ��ｌｌ�� ｌｌｌ�� ｌ！ｌ��
‐・ｌｌ��ｌ幕��Ｅ主��

Ｌｌ」�� ｌｌ�� ｌ事�� ｌｌｌ�� ＬＪ」�� ‖�� Ｒ「��

■⊥■Ｌ��Ｌ⊥�� ｌｌｌ�� ｌ１ｌ�� ‖�� ｌ�� ｌ　８��
‾

１��「！��ｌ
－

！��

「「��

蕪‖��
Ｌ‖��

１ｌ��
】
‐

Ｗ��

ｌ‖�� ｌ�� ‖ １ヽ��

ＬＬ�� ｌ；�� ‖！�� 申Ｊ�� ｌ��

「�� Ｔ
　��

‖�� ｌ�� ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ偶��ｌ�� ｌ�� ‖��

第 ３．４
‐ｌ図 （ａ）　 要素 ご との局所安全係数 （Ｆ―Ｆ

’

断面）��

Ｓｓ，　時刻 ；ｌ６．ｌ４秒　全体図��

せん断強度に達し か１引張応力が発生した要素��

引張応力が発生した要素��

せん断強度に達した要素��

ｌ０≦Ｆｓ〈１．２��

１．２≦Ｆｓ〈Ｚ０��

Ｚ０≦Ｆｓ��

ＬＥ��
卜―→―‖��

ｌ‐ ４－－ー��

Ｆ岸��

員１二��

第 ３．４
‐ｌ図 （ｂ）　 要素 ご との局所安全係数 （Ｆ―Ｆ

’

断面）��

Ｓｓ‐ェ　時刻 ；ｌ６．ｌ４秒　斜面部拡大図��

２９��

目
白��

日
＝��

州

團��

ー
‐
‐
‐
‐
ー
‐
－

～

ド��

■
■
■
＝

‐
ー
‐

＝
‐
‐
‐��

‐

［��
Ｗ

Ｈ��
Ｈ��

ｌ��
Ｈ��

　

Ｈ��

辯
冊��

［
ｒ��
Ｈ

―��

－

Ｈ��
【

―��

一

　
＝��

ｍ
曙
ｍ
』��

Ｈ

［
口��

．

‡
‐

ー
‐

一��

旧

藹��
ー
「��

嵩

聾��

Ｈ��

Ｈ��
’
‐

ー��

『

Ｈ��
Ｈ��

‐

‐��

‡

＝��
・

干��

１

∴��
ー

Ｆ��
ー

〔��
＝��

ー

∴��

－

ｒ��田
川��

「��
一��‥��

一

　
ｍ

　
－��皿��

０
ー��

Ｊ
Ｊ��Ｈ

０

Ｈ��

－

　
－��

－

　
一��

日
〕��
ヨ
］��

一

　
　
一

　
一��

卜��Ｈ��ー
ｒ��

＝

町��
ー

―

ｒ��
出��０

＝

＝��

ー

「
「��

Ｅ��
―
－

１��Ｈ��Ｊ
「��

冊
Ｔ��

［
＝��

Ｈ

Ｔ��

〕
Ｈ

ｍ
ー

ｍ��
」
！��

ｒ
－

―��

Ｌ

Ｆ��
―

ー��
―

＝��
ー
「��

ー
■
‐
一

―��

―��

―
「
１��Ｈ��Ｈ��一��】��嘩��＝

「��
－

�`�出��昌��
‐

‐

｝��

ー

岸��
旧
川��

Ｈ
；��

■

Ｈ

輯��ｌ

．　 ＝��

貯��
Ｌ　　■��

●　 Ｅ
‘

１��Ｈ１��「Ｍ��
ｒ　 ｒ��

ｒ

蹴

聾��
Ｈ��「１�� ｌ

ｌ ．　　 ．　　 ，　　 ■　　 　��

■　
！

！ ！
； ．　 ．　 ■��

ｌ
・　　 ・　　 ：��

Ｅ 卜
■��

！��
！ ｌ��葬��ト Ｆ

ｌ」��Ｌー��
■１��Ｍ��

＾

１�� ｔＴ１��ＨＴ��
■　

ヒＨ�� Ｆ
● １　　 ・��

●　 ｆ　 ■��ｔ　 ・��
１�� －ー��

Ｆｌｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌＥ
Ｌｌ」�� ｌ ｌ Ｌ

■ Ｌ ｌ ｌ１ｌ�� ｌ　
‾

１��「！��ｌ
－

！��

「「��

蕪
ｌ ‖

Ｌ ｌ；�� ‖ 申
「�� Ｔ

　��
ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ��

Ｌ
卜―→

ｌ

Ｆ

員

目
白��

日
＝��

州

團��

ー
‐
‐
‐
‐
ー
‐
－

～

ド��

■
■
■
＝

‐
ー
‐

＝
‐
‐
‐��

‐

［��
Ｗ

Ｈ��
Ｈ��

ｌ��
Ｈ��

　

Ｈ��

辯
冊��

ｍ
曙
ｍ
』��

Ｈ

［
口��一��

旧

藹��
嵩

聾��

Ｈ��

Ｈ��
’

ー��

Ｈ��
Ｈ��

‐

‐��

‡

＝��

干��

１

∴��
ー

Ｆ��
ー

〔��
＝��

ー

∴��

－

ｒ��田
川��

「��
一��‥��

一

　
ｍ

　
－��皿��

０Ｊ
Ｊ��Ｈ

０

Ｈ��

－

　
－��

－

　
一��

日
〕��
ヨ
］��

一

　
　
一

　
一��

卜��Ｈ��ー
ｒ��

＝

町��
ー

―

ｒ��
出��０

＝

＝��

ー

「
「��

Ｅ��
―
－

１��Ｈ��Ｊ
「��

冊
Ｔ��

［
＝��

Ｈ

Ｔ��

〕
Ｈ

ｍ
ー

ｍ��
」
！��

ｒ
－

―��

Ｌ

Ｆ��
―

ー��
―

＝��「��

ー
■
‐
一

―��

―��

―
「
１��Ｈ��Ｈ��一��】��嘩��＝

「��
－

�`�出��昌��
‐

‐

｝��

ー

岸��
旧
川��

Ｈ
；��

■

Ｈ

輯��ｌ

．　 ＝��

貯��
Ｌ　　■��

●　 Ｅ
‘

１��Ｈ１��「Ｍ��
ｒ　 ｒ��

ｒ

蹴

聾��
Ｈ��「１�� ｌ

ｌ ．　　 ．　　 ，　　 ■　　 　��

■　
！

！ ！
； ．　 ．　 ■��

ｌ
・　　 ・　　 ：��

Ｅ 卜
■��

！��
！ ｌ��葬��ト Ｆ

ｌ」��Ｌー��
■１��Ｍ��

＾

１�� ｔＴ１��ＨＴ��
■　

ヒＨ�� Ｆ
● １　　 ・��

●　 ｆ　 ■��ｔ　 ・��
１�� －ー��

Ｆｌｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌＥ
Ｌｌ」�� ｌ ｌ Ｌ

■ Ｌ ｌ ｌ１ｌ�� ｌ　
‾

１��「！��ｌ
－

！��

「「��

蕪
ｌ ‖

Ｌ ｌ；�� ‖ 申
「�� Ｔ

　��
ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ��

Ｌ
卜―→

ｌ

Ｆ

員

目
白��

日
＝��

州

團��

ー
‐
‐
‐
‐
ー
‐
－

～

ド��

■
■
■
＝

‐
ー
‐

＝
‐
‐
‐��

‐

［��
Ｗ

Ｈ��
Ｈ��

ｌ��
Ｈ��

　

Ｈ��

辯
冊��

ｍ
曙
ｍ
』��

Ｈ

［
口��一��

旧

藹��
嵩

聾��

Ｈ��

Ｈ��
’

ー��

Ｈ��
Ｈ��

‐

‐��

‡

＝��

干��

１

∴��
ー

Ｆ��
ー

〔��
＝��

ー

∴��

－

ｒ��田
川��

「��
一��‥��

一

　
ｍ

　
－��皿��

０Ｊ
Ｊ��Ｈ

０

Ｈ��

－

　
－��

－

　
一��

日
〕��
ヨ
］��

一

　
　
一

　
一��

卜��Ｈ��ー
ｒ��

＝

町��
ー

―

ｒ��
出��０

＝

＝��

ー

「
「��

Ｅ��
―
－

１��Ｈ��Ｊ
「��

冊
Ｔ��

［
＝��

Ｈ

Ｔ��

〕
Ｈ

ｍ
ー

ｍ��
」
！��

ｒ
－

―��

Ｌ

Ｆ��
―

ー��
―

＝��「��

ー
■
‐
一

―��

―��

―
「
１��Ｈ��Ｈ��一��】��嘩��＝

「��
－

�`�出��昌��
‐

‐

｝��

ー

岸��
旧
川��

Ｈ
；��



第 ３．４‐２図 （ａ）　 要素ご との局所安全係数 （①―①
’

断面）

Ｓｓ‐ェ　時刻 ：ｌ６．ｌ３秒　全体図

第 ３．４‐２図 （ａ）　 要素ご との局所安全係数 （①―①
’

断面）

Ｓｓ‐ェ　時刻 ：ｌ６．ｌ３秒　全体図

せん断強度に達し か１引張応力が発生した要素��

引張応カが発生 した要素��

せん断強度に達した要素��

ｌ０≦Ｆｓ〈１．２��

１２≦Ｆｓ〈２．０��

２０≦Ｆｓ��

Ｅ日��

醸��
眉��

ｉｉｉ！、嵒３ミＪＨ�� ｒ
－

！
” ‘

；��ｆ―Ｅ∴ｌ１��
Ｔ
‾‾��

ｒ―Ｔ
‘

―��

ｔ�� Ｌ　　ｌ�� ｒ
‾��

ト ｌ　ｉ��

Ｆ！３１●：ｒ！‐ｉ！ｉｉ
－

ｉ：ｌ��●　　 １　　 ■　　 ■��

｝　１１��５‖��１��
ｌ　｛�� ｆｒｌｌ��

ｒ
―

１��ｒ■■ＦＴ
ー

■��
ｒ１��

Ｌｌ：��
●　 Ｊ１��

ｒｌ　ｌ��ｔ　　 ●　　 ■　　　　　 ■　　 ・��

＝ｒγ　 ；��

１－ｉ－ｉ��ー→��

Ｌ′　１��
【　　 、　　 ■　　　　 ■�� ｌｌ　ｌ�� ｌｌ��
ｔ　　 ‐　　 ・　　 ｌ　　 ■　　 ｒ　　 １��１　　 ■　　 ■�� 鷺��

ｌーｌ‐��

■　　　　　 ■�� ■　　 ■��

！　ｌ��！←ｌｒ１＝＝ｌ��ｌヨ：：ｌ��
ｔ��

ｆ��

ｉ穴��

麝鳶��ｌ　ｌヽ亀 ｌ��

５�� ｌ　　 ■�� ■�� ｌ　　 】��

ｌ　ｌ　　��

ｒ` Ｊ��
；�� ■　　 ■　　 ■��

＝　　 ．　　 ．��

ｌｌ��
ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ　ｌ　ｌ�� ■　ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ��ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｉｌ１��
ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　　 ｌ�� ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌＩｌ��

ｌｌ－�� ｋ賤��
ｌ４　ｌ�� ｌ　ｌ　ｌ　ｆ�� ｌ　ｌ　 ｌ�� ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ　 ｌ�� ｌ　ｌ��

愚ｒ��
■　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ■　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� 叶��

ｌ号４，Ｅ��ｊｌ！�� ｌｌ
｀

５制��
ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ！ｉ��

！　ｌ�� ｌ�� ｔ　 ｌ�� ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　！　ｌ�� ｌ　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ　ｌｌ�� Ｉ　ｌ�� ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ�� ｌｌ��

第 ３．４‐２図 （ａ）　 要素ご との局所安全係数 （①―①
’

断面）��

Ｓｓ‐ェ　時刻 ：ｌ６．ｌ３秒　全体図��

せん断強度に達し， か１引張応力が発生した要素��

引張応力が発生した要素��

せん断強度に達した要素��

１．０≦Ｆｓ〈１．２��

１３≦Ｆｓ〈２．０��

ー��

２．０≦Ｆｓ��

■ｒ”‖ ｔ醸習 ■‖ ■１ ・ ・ ・ ・ ・ ‖ ｆ 　 ・ ・ ・ ・ ・ ‐ ・ ・ ・ ・ 　 ・ ・ ・ ・ヽ ′・ ・ ・ 　 　 ・ ‐` ｎｍ ・ ・ ・ ・ ・��

・ｆ‖‖ ・■■ ■ ‖ ■， ・ ・ ・ ・ ・ ・ 　　・ 　 ・ ・ ・ ・　　 ・ ・ ・ ・ ・　　 ・　ｒ 　 〃Ｒ■ ｔ ・ ■ ‐ ・　ｒ、Ｗ】 ・ ・ ■ ・��

第 ３．４‐２図 （ｂ）　 要素ご との局所安全係数 （①ー①
’

断面）��

Ｓｓｊ　時刻 ：ｌ６．ｌ３秒　斜面部拡大図��

３０��

Ｈ
∃��

竃��―
一

‐��

日

日��Ｗ

日��Ｅ��團��
〔

富��
冒��

罵��
→��

’
一

’��

「
’

＝��
Ｈ��Ｈ��
Ｗ
■

■
■
■��

Ｌ
’

ｒ
’��

＝

Ｈ��

ヨ��
‐

Ｅ��

闡��
＝��

畑��
１

Ｈ��
Ｊ
‐
‐
‐
＝

‐

Ｊ��

５

―��
３

―��
－��

ｈ��

』
ｍ��

】

Ｈ��

Ｊ
！��

ー��―��
ー
ー��

旧
ｍ��Ｈ��＝��ー��Ｎ

―��

ー
‐

―��

―��

團��　��
―

１��
Ｌ
―��

ー��

＝��

　��

Ｅ日��

醸��
眉��

ｉ ｒ
－

！
” ‘

；��ｆ―Ｅ∴ｌ１��
Ｔ
‾‾��

ｒ―Ｔ
‘

―��

ｔ�� Ｌ　　ｌ�� ｒ
‾��

ト

Ｆ
｝ ５

ｌ ｆ
ｒ
―

１��ｒ■■ＦＴ
ー

■��
ｒ

Ｌ
●

ｒ
ｔ　　 ●　　 ■　　　　　 ■　　 ・��

１ー
Ｌ′　１��

【　　 、　　 ■　　　　 ■�� ｌ ｌ
ｔ １　 鷺��

ｌ ！！ ｌｆ��

ｉ

麝
５�� ｌ ｌ

ｌ ；�� ■　　 ■　　 ■��

＝　　 ．　　 ．��

ｌ
ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｉ
ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ ｌ��

ｌ ｋ
ｌ ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ

愚
ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ 叶��

ｌ ｌ
ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ ｌ ｌ ｌｉ��

！　 ｌ�� ｔ ｌ　 ｌ　 ｌ　 Ｉ ｌ ｌ

ー��

■ｒ”‖ ｔ醸習 ■‖ ■
・ｆ‖‖ ・■■ ■ ‖ ■

Ｈ
∃��

竃��
日

日��Ｗ

日��Ｅ��團��
〔

富��
冒��

罵��
→��

’
一

’��

「
’

＝��
Ｈ��Ｈ��
Ｗ
■

■
■
■��

Ｌ
’

ｒ
’��

＝

Ｈ��

ヨ��
‐

Ｅ��

闡��
＝��

畑��
１

Ｈ��
Ｊ
‐
‐
‐
＝

‐

Ｊ��

５

―��
３

―��

ｈ��

ー��―��
ー
ー��

旧
ｍ��Ｈ��＝��ー��Ｎ

―��

―��

團��
―

１��
Ｌ
―��

ー��

＝��

　��

Ｅ日��

醸��
眉��

ｉ ｒ
－

！
” ‘

；��ｆ―Ｅ∴ｌ１��
Ｔ
‾‾��

ｒ―Ｔ
‘

―��

ｔ�� Ｌ　　ｌ�� ｒ
‾��

ト

Ｆ
｝ ５

ｌ ｆ
ｒ
―

１��ｒ■■ＦＴ
ー

■��
ｒ

Ｌ
●

ｒ
ｔ　　 ●　　 ■　　　　　 ■　　 ・��

１ー
Ｌ′　１��

【　　 、　　 ■　　　　 ■�� ｌ ｌ
ｔ １　 鷺��

ｌ ！！ ｌｆ��

ｉ

麝
５�� ｌ ｌ

ｌ ；�� ■　　 ■　　 ■��

＝　　 ．　　 ．��

ｌ
ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｉ
ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ ｌ��

ｌ ｋ
ｌ ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ

愚
ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ 叶��

ｌ ｌ
ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ ｌ ｌ ｌｉ��

！　 ｌ�� ｔ ｌ　 ｌ　 ｌ　 Ｉ ｌ ｌ

ー��

■ｒ”‖ ｔ醸習 ■‖ ■
・ｆ‖‖ ・■■ ■ ‖ ■

Ｈ
∃��

竃��
日

日��Ｗ

日��Ｅ��團��
〔

富��
冒��

罵��
→��

’
一

’��

「
’

＝��
Ｈ��Ｈ��
Ｗ
■

■
■
■��

Ｌ
’

ｒ
’��

＝

Ｈ��

ヨ��
‐

Ｅ��

闡��
＝��

畑��
１

Ｈ��
Ｊ
‐
‐
‐
＝

‐

Ｊ��

５

―��
３

―��

ｈ��

ー��―��
ー
ー��

旧
ｍ��Ｈ��＝��ー��Ｎ

―��

―��

團��
―

１��
Ｌ
―��

ー��

＝��

　��



第 ３．４
‐３図 （ａ）　 要素ご との局所安全係数 （②－②

’

断面）

Ｓｓ‐ｌ　時刻 ；８．５５秒　全体図

第 ３．４
‐３図 （ａ）　 要素ご との局所安全係数 （②－②

’

断面）

Ｓｓ‐ｌ　時刻 ；８．５５秒　全体図

せん断強度に達し かつ
　 引張応力が発生した要素��

：引張応力が発生した要素��

せん断強度に達した要素��

１β≦Ｆｓ〈１２��

１．２≦Ｆｓ〈２．０��

２．０≦Ｆｓ��

Ｌ■　 ・　 ■　 ’　 ■　 ■
ｊ
■
－��

■　　 ■　　 ●　　　１　　 ■��

鷺罍��■　　 ■�� ≡出 ｌｌ��
ｌ→��！聡��！！！ｉ！ｉ‡甘�� １

‾

！��
ｌ－・ヒ！∵��に３��

ｌ　；��；　；　；�� ２皇岳■：Ｆｒｌー＝！５；≒目�� Ｅ一Ｉー�� ！＿��日��
ｒ
―

１
－��

■�� ■　　 ●��

Ｈ刊��ｌ　ｌ�� 幽 ‐��ト��
；　；－ｌ１��

ｒ　　■　　■��

―１→→
’

！！��ｌ－�� Ｌ
－＝Ｊ‐：！　！Ｊ��

■　　 ●　　 ●　　　●　　 ■�� ■　　　■��

ｌ　ｌ‐ ‐��
ｌ＿＿Ｊ��

旨＝ｉ→��Ｈ��

■　　 ●�� １　　 ●　　 ■　　 ｌ��

Ｌ＝日��
ｒ　

－��

ｒ―１��ｆ
―‾��

ｒ―１��ｒ〕��
　　 ・　 ・′ ■�� ト亭｝―｝→��Ｆｌ＝ＦＦ１�� 」」」１��

ｌ　 ●　　 ・�� ■��

－ーｌ��
〔ーｒ－１�� ｒ　 、　 ．�� ■�� ｌ―��Ｈ��

ｌ　ｌ�� ｌ　 ｌ　ｌ�� ＬＪ」��

竃８��
「「ｌ��

ｌ　ｌ　ｌ��

ｌ　ｌ　ｌ��

ｌ　～ｌ�� ｌ��

ｌ　ｌ�� 「ｌ１�� ｌ��
－

「「ｌ
‘��

ｌ�� ｌ　 、��ｌ　ｌ　ｌ��

巍��
ｌ　ｌ�� ！�� 胃９掴��

ｌ　ｌ��ｌ　ｌ、��、ｌｌ　ｌ�� ！��

ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ　１��ｌ　ｌ�� ～ｌ　ｌ�� ｌ��

ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ�� ｌ　！　ｌ　ｌ�� ｌ　ｌ��ｌ　ｌ��
１‖��

！��

ロ��「ｌ�� ｌ�� ｌ　ｌ�� ！�� ｌ　ｌ�� ｌ　 ｌ　！�� ｌ　ｌ　ｌ��ｌ　ｌ�� ｌ　！�� ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ　ｌｌ�� ｌ��

第 ３．４
‐３図 （ａ）　 要素ご との局所安全係数 （②－②

’

断面）��

Ｓｓ‐ｌ　時刻 ；８．５５秒　全体図��

せん断強度に達し か１引張応力が発生した要素��

引張応力が発生した要素��

せん断強度に達した要素��

１．０≦Ｆｓ〈１‐２��

１．２≦Ｆｓく２．０��

２．０≦Ｆｓ��

ｌ　　　●　　　ｌ　　　【��

ｌ　　 ●　　 ｌ　　 ｌ��

第 ３．４‐３図 （ｂ）　 要素ご との局所安全係数 （②ー②
’

断面）��

Ｓｓｊ　時刻 ：８．５５秒　斜面部拡大図��

３ｌ��

『
■

∃��

ー
１��

日��
［
】��

＝��

Ｈ��ー��

Ｈ

日��
ー

一��
一��

一��＝
Ｌ��

＝��ー��―��Ｌ
―��

ー��ー
ー��

‐

―��

ー��ー��
‐��

‐

∃��

：

Ｌ■　 ・　 ■　 ’　 ■　 ■ ■
－��

鷺罍��≡
ｌ！ ！ １

‾

！��
ｌ

ｌ　；　 ２ Ｅ一Ｉー�� ！日��
ｒ
―

１
－��

Ｈ 幽
；　

ｒ　　

ｌ Ｌ
■　

ｌ ｌ

旨＝ｉ
１　

Ｌ
ｒ　

－��

ｒ―１��ｆ
―‾��

ｒ―１��ｒ〕��

ト Ｆ
ｌ　

〔ーｒ－１�� ｒ　 ｌＨ��

ｌ　 Ｌ

竃
「「ｌ�� ｌ　

「ｌ１�� ｌ��
－

「「ｌ
‘��

ｌ�� ｌ　 ｌ

巍��
！�� 胃

ｌｌ　 、 ｌ��

ｌ　 ｌｌ　 ～ ｌ��

ｌ　 ｌｌ　

１
！��

ロ��「ｌ�� ｌ�� ｌ ！�� ｌ　 ｌ ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ��

ｌ　

ｌ　

『
■

∃��

ー
１��

日��
［
】��

＝��

Ｈ��ー��

Ｈ

日��
ー

一��
一��

＝
Ｌ��

＝��ー��―��
ー��ー

ー��
‐

―��

ー��ー��
‐��

‐

∃��

：

Ｌ■　 ・　 ■　 ’　 ■　 ■ ■
－��

鷺罍��≡
ｌ！ ！ １

‾

！��
ｌ

ｌ　；　 ２ Ｅ一Ｉー�� ！日��
ｒ
―

１
－��

Ｈ 幽
；　

ｒ　　

ｌ Ｌ
■　

ｌ ｌ

旨＝ｉ
１　

Ｌ
ｒ　

－��

ｒ―１��ｆ
―‾��

ｒ―１��ｒ〕��

ト Ｆ
ｌ　

〔ーｒ－１�� ｒ　 ｌＨ��

ｌ　 Ｌ

竃
「「ｌ�� ｌ　

「ｌ１�� ｌ��
－

「「ｌ
‘��

ｌ�� ｌ　 ｌ

巍��
！�� 胃

ｌｌ　 、 ｌ��

ｌ　 ｌｌ　 ～ ｌ��

ｌ　 ｌｌ　

１
！��

ロ��「ｌ�� ｌ�� ｌ ！�� ｌ　 ｌ ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ��

ｌ　

ｌ　

『
■

∃��

ー
１��

日��
［
】��

＝��

Ｈ��ー��

Ｈ

日��
ー

一��
一��

＝
Ｌ��

＝��ー��―��
ー��ー

ー��
‐

―��

ー��ー��
‐��

‐

∃��



最小すべ り

安全率

最小すべ り

安全率

第 ３．４‐７表　地盤物性の ば らつきを考慮 したすべ り安全率
一

覧表��

（Ｆ―Ｆ
’

断面）��

すべ り面��

番号��
すべ り面形状��

地盤の��

せん断強度��
最小すべ り��

安全率��

　
ｎ

　

　　��

�ヽ�
ハ��

�ヽ�

０��、
�`�

�ヽ�
�ヽ� ～��

�ヽ�

Ａ��
�ヽ�

０ｓ��
Ａ�� Ａ�� た�� 八��

�ヽ�

（��（��

Ｓｇ‐

，��

平均値��
（再掲）��

８．７��

（３６． ｌ５秒）��

０２ｆ炉��

補岫聾｝０��

Ａ��

Ｓｇ． ｌ��

平均値―

ｏ��

５．９��

▲��

（３８． ｌ５秒）��

Ｄ級岩盤内のすべり��

　　��

‐
‐：��▲��

｀
、�� 　ヽ　 ヽ

．　　

　��

゛

　��
�ヽ�

Å�� Ａ��

ハ�� Ａ�� ▲��

｛��

０��

Ｓｇ．

，��

平均値��
（再掲）��

ｌ０．６��

（１６． ｌ４秒）��

ｍ‐ｒ串��

翻ｌ０Ｊ畿犀��

ー」��
４��

Ｓｓ， ｌ��

平均値ー

ｏ��

６．９��
Ｄｇ��

Ａ�� ｈ��

（ｌ６． ｌ４秒）��

ＣＭ級岩盤内のすべり��

　　��

Ｖ��

～�� �ヽ�

ん�� ん��
�ヽ�

Ｄｓ��

｝
�ヽ�

｛��｛��

Ｓｇ．ｌ��

平均値��
（再掲）�� （１６．１４秒）��

矗 ｆ５・��

紺肋寵ｌ０�� ｌ��

「ｌ
�^�Ａ��

Ｓｇ‐

ｌ��

平均値ー

ｏ��

①��
Ａ�� ６�� （】６． ｌ４秒）��

ＣＨ級岩盤内のすべり��

凡例 ―－ ；すべ り面��◯��：すべ り安全率の最小値　　 （　 ）内は発生時刻��

３２��

１
－��

ー
ー��

２��

５��
‐

ｈ
Ｕ��

３��

　

　

ｌ��

　

　

ｌ��



第 ８．４
‐８表　地盤物性の ばらつきを考慮 したすべ り安全率

一覧表

（①―①
’

断面）

第 ８．４
‐８表　地盤物性の ばらつきを考慮 したすべ り安全率

一覧表

（①―①
’

断面）

第 ８．４
‐８表　地盤物性の ばらつきを考慮 したすべ り安全率

一覧表��

（①―①
’

断面）��

すべ り面��

番号��
すべ り面形状��

地盤の��

せん断強度��
最小すべ り��

安全率��

　

　��

Ｄｓ��

●��

�ヽ�

Ｖ��
‐��

�ヽ�
�ヽ�

▲��

�ヽ�

�ヽ�
�ヽ�

＾｀

、　
Ｖ��

Ｄｇ
｀

ヽ

、��
●●��

Ｓｓ‐ｌ��

平均値��
（再掲）��

４．７��

（１６． ｌ４秒）��

罍 ｆか��

轟．島��
１‡ｌ２��

「��
Ｓｓ．１��

平均値―

ｏ��

３．２��

．　　　　　　　　　●、�� （ｌ６． ｌ４秒）��

ＣＭ級岩盤内のすべり��

Ｄｓ��

み��

�ヽ�

Ｖ��
�ヽ�

�ヽ�

�ヽ�

▲�ヽ�

●、��
Ｖ�� Ｗ��

０ｇ
｀

、

、��
■ヽ��

Ｓｇ． ，��

平均値��
（再掲）�� （３３．ｌ９秒）��

舘Ｊ罍��

驚【ｋ��

轡０��

「��
Ｓｓ．

ｊ��

平均値ー

０��

５．５��

‐
‾‾

ー
、�� 、�� （３２， Ｉ９秒）��

ＣＨ級岩盤内のすべり��

　
ｎ－

　　��

�ヽ�

Ｖ��
�ヽ�

‐��

�ヽ�
▲��

、��

�ヽ�

０ｇ
｀

‐

、��
、●��

Ｓｇｌ��

平均値��
（再掲）��

３．９��

（ｌ６． ｌ３秒）��

罍 １５��

驚轡��

●ｔｆ，●��

「一��
Ｓｓ． １��

平均値ー

ｏ��

①��
‐�� （ｌ６． ｌ３秒）��

ＣＨ級岩盤内のすべり��

凡例 ーー　 ：すべ り面��◯��：すべ り安全率の最小値　　（　 ）内は発生時刻��

３３��

１
－��

５��６��

２��

３��

　

「��

　

　

「��

　



第 ３．４
‐９表　地盤物性の ばらつきを考慮 したすべ り安全率

一覧表

（②―②
’

断面）

第 ３．４
‐９表　地盤物性の ばらつきを考慮 したすべ り安全率

一覧表

（②―②
’

断面）

第 ３．４
‐９表　地盤物性の ばらつきを考慮 したすべ り安全率

一覧表��

（②―②
’

断面）��

すべ り面��

番号��
すべ り面形状��

地盤の��

せん断強度��
最小すべ り��

安全率��

　��

原子炉�� ｄｔ��
補助��

　

�ヽ�

｀

‐

ｑ��

駈��

‐
゜

８

＝０５５喜！；蕊��
●●��

Ａ��

Ｄｓ��

＠��

Ｓｓ‐ｊ��

平均値��
（再掲）��

２．５��

（８．５５秒）��

８‐Ｉ��Ｓ�� ①��
平均値―

０��
（８．５５秒）��

ＣＭ級岩盤内のすべり��

鷺 ７５�� ｄＬ��
攝班��

｀

、��

瓊鼠��
�ヽ�

‐��

４��

Ｄｓ��

⑳��

Ｓｓ‐ｌ��

平均値��
（再掲）��

３．４��

（２ｌ．０３秒）��

Ｓｇ‐

，��

平均値－

０��

２，３��

（２ｌ．４３秒）��

Ｇ且級岩盤内のすべり��

　

‐‐

　　��

甑ｆｒ●�`� ｄＬ��
龝艫��

｀

ミ��

甚鷺�� ‐��

‐��

Ａ��

Ｄｓ��
‐��

⑳��

ー��

Ｓｇ．ｌ��

平均値��
（再掲）��

３．７��

（２１．４３秒）��

Ｓｇ．

，��

平均値－

ｏ��

２．５��

（２ｌ．４３秒）��

Ｃ且級岩盤内のすべり��

凡例　 ーー

；すべ り面��◯��：すべ り安全率の最小値　　（　 ）内は発生時刻��

３４��

１
－��

２��

３��



最小すべ り

安全率

最小すべ り

安全率

第 ３．４‐ｌ０表　Ｓｓ１の反転を考慮 したすべ り安全率
一覧表 （ＦーＦ

’

断面）��

す‐り面��

番 号��
すべ り面形状�� Ｓ５，反転考慮��

最小すべ り��

安全率��

　��

４��

　ヽ　 �ヽ�

１��

４��

４��
、�ヽ�

）`　 ふ��８��

｛��

｛��

反転なし��

（再掲）��

８．７��

（３６． １５秒）��

瞭 ７が��

補璃螻屋��

Ａ�� Å��

水平反転��

鉛直反転��

７，５��
Ｄ８��

ｈ��

（２Ｌ３５秒）��

Ｄ級岩盤内のすべり��

Ｖ��

ヽミ�ヽ�

Ａ�� ハ��

　��
｀

、��

Ａ��

１��

｛��

０��

｛��

反転なし��

（再掲）��

ｌ０．６��

（Ｉ６． ｌ４秒）��

畩 ｒ炉��

補肋聾置��

」��
水平反転��

８．６��

０ｇ��
Ａ�� ｈ��

（２ｌ．３６秒）��

ＣＭ級岩盤内のすべり��

　　��

Ｖ��

Ａ��

�ヽ�

八��

、��

八�� ぬ�� 亀��

反転なし��

（再掲）��

５．５��

（ｌ６． ｌ４秒）��

！承ｒ炉��

補助肆艫��

た��

水平反転��

鉛直反転��
①��

Ｄｓ��
Ａ�� ４�� （３４．０９秒）��

ＣＨ級岩盤内のすべり��

凡例 ー‐―　 ；すべ り面��〇��：すべ り安全率の最小値　　（　 ）内は発生時刻��

３５��

１
‐��

－��

｛��

２��

｛��（��

３��

Ｊ��

　��

　

　��

　



最小すべ り

安全率

最小すべ り

安全率

第 ３．４
‐ｌｌ表　Ｓｓ・ｌの反転を考慮 したすべ り安全率

一

覧表 （①－①
’

断面）��

すべ り面��

番号��
すべ り面形状�� Ｓｇ，反転考慮��

最小すべ り��

安全率��

　��

０ｓ�� ｀

、、��

●��

�ヽ�

�ヽ�

�ヽ�
‐��

�ヽ�

�ヽ�

�ヽ�

：ヽ
、��

Ｖ��

Ｄｇ
｀

ヽ

、��

、●��

｛��

、��

）��

反転なし��

（再掲）��

４．７��

（ｌ６． １４秒）��

ｌ竃ｆ０��

鷺聾��
盤 聾��

「��
水平反転��

鉛直反転��

４，ｌ��

‐��
‐`‾‐

、�� 、●�� （ｌ６．２９秒）��

ＣＭ級岩盤内のすべり��

０ｓ��

６��

‐��

、��

�ヽ�

＾｀

、　
Ｖ�� †��

Ｄｇ
｀

�ヽ�

、、��
、◆��

反転なし��

（再掲）��

６．５��

（３２．Ｉ９秒）��

罍 ｝聾��

鷺瓊��

珪堪��

Ｊ��
水平反転��
鉛直反転��

６．４��

、Ｌ�� （３６． ｌ７秒）��

ＣＨ級岩盤内のすべり��

�ヽ�

Ｗ��
�ヽ�

�ヽ�
‐��

４��

�ヽ�
‐��

Ｄｓ��

�ヽ�

、、��

、●��

�ヽ�

反転なし��

（再掲）��

３．９��

（Ｉ６． １３秒）��

肴助��

建屋��矧��
「��

水平反転��

鉛直反転��
④��

‐
―

‾’ ー
、�� �ヽ� （ｌ６．２８秒）��

ＣＨ級岩盤内のすべり��

凡例　
ー－ー　

：すべ り面��◯��すべ り安全率の最小値　　（　 ）内は発生時刻��

３６��

１
－��

２��

３��

　��

‐��

矧��
「��

　��

‐��

矧��
「��



最小すべ り

安全率

最小すべ り

安全率

第 ３．４‐ｌ２表　Ｓｓ１の反転を考慮 したすべ り安全率一覧表 （②ー②
’

断面）��

すべ り面��

番号��
すべ り面形状�� Ｓｓ‐ェ反転考慮��

最小すべ り��

安全率��

Ｇｂ�� ｀

４��
�ヽ�

‐��

ｈ��

Ｄｓ��
●●��

＠��

反転なし��

（再掲）��

２．５��

（８．５５秒）��

８ｆ０��

枇劫��
・ｆ壕��

Ｆ：■；∵�� 水平反転��

鉛直反転��
①��
（ｌ６．２９秒）��

ＣＭ級岩盤内のすべり��

ｌ竃ｆ炉��

鶸曲��

聾悍�� ●●��

‐
．ｌ��

Ｄｓ��
●●��

｛��

＠��

反転なし��

（再掲）��

３．４��

（２１．４３秒）��

水平反転��

鉛直反転��

２，４��

（ｌ６．２８秒）��

ＣＨ級岩盤内のすべり��

｀

亀��
‐��

Ａ��

Ｄｓ��

５竃��

⑳��

反転なし��

（再掲）��
３．７��

（２ｌ．４３秒）��

庵 ｆ聾��

畩臨��

曠覺��

ｄｔ��

」；‖■：二－ー゚
�� 水平反転��

鉛直反転��

２．９��

（１６．２９秒）��

ＣＨ級岩盤内のすべり��

凡例　 ――ー　

：すべ り面��◯��：すべ り安全率の最小値　　（　 ）内は発生時刻��

３７��

１
－��

２��

ー
―��

３��

Ｆ：■；∵��

�゚�

ー
―��

Ｆ：■；∵��

�゚�

ー
―��



３．５　表層部の安定性評価

（ｌ）概要

１・ ２号機の周辺斜面において は， ①－－①
’

断面， ②－②
’

断面において

自然斜面が残 る部分が存在する。 自然斜面表層部は風化等の影響に よ り強

度が小 さいた め ， 表層が滑落する

３．５　表層部の安定性評価

（ｌ）概要

１・ ２号機の周辺斜面において は， ①－－①
’

断面， ②－②
’

断面において

自然斜面が残 る部分が存在する。 自然斜面表層部は風化等の影響に よ り強

度が小 さいた め ， 表層が滑落する

３．５　表層部の安定性評価��

（ｌ）概要��

１・ ２号機の周辺斜面において は， ①－－①
’

断面， ②－②
’

断面において��

自然斜面が残 る部分が存在する。 自然斜面表層部は風化等の影響に よ り強��

度が小 さいた め ， 表層が滑落する表層崩壊の可能性が考え られる。 こ のた��

め 自然斜面部においては， 地震時の表層部の変位量を評価 し，　
「発電用原��

子炉施設に関する耐震設計審査指針」に示 される 「施設の周辺斜面で地震��

時に想定 し うる崩壊等に よっ て も， 施設の安全機能が重大な影響を受ける��

おそれが ない こ と」を確認する。��

（２）　評価箇所の選定��

①―①
’

断面お よび②―②
’

断面における 自然斜面を含むすべ り面 に対��

し基準地震動 Ｓｓに よる地震力 に対する安定性評価を行 う。評価箇所につい��

ては，　自然斜面部において岩級区分を考慮 してすべ り面法に よ り絞 り込ん��

だすべ り面に対 し， 地震応答解析の結果を勘案 して設定する。 想定すべ り��

面を第 ３．５‐ｌ図， 第 ３．５
‐２図に示す。��

（３）　評価手法��

①―①
’

断面， ②－②
’

断面の地震応答解析の結果， 斜面表層部の想定��

すべ り面において ， 基準地震動 Ｓｓにおける評価， 地盤物性の うちせん断強��

度について 「平均値ーＬ０×標準偏差 （ｏ）」とした評価， また応答スペク��

トルに基づ く地震動評価結果 Ｓｓ‐

ｌについて ， 正負を反転 して解析を行っ た��

結果の うち， すべ り安全率が最小 とな るケース において ， ＮｅＷｍａｒｋ法を��

用いて滑動変位量の評価を行な う。��

Ｎｅｗｍａｒｋ法に よる変位量評価手法の概要を第 ３．５
‐

３図に示すが ， 地震��

応答解析の応力結果を用いて ， すべ り円弧中心周 りの滑動モーメ ン ト， 抵��

抗モーメ ン トを算出し，
モーメ ン トの釣合い式を用いて角加速度を算出 し，��

それを積分 して回転変位量を求め る。��

（４）　評価結果��

①－①
’

断面において ， 地震応答解析の結果， すべ り安全率が最小 とな��

るケース （Ｓｓ‐ェ反転無 し ；地盤のせん断強度 平均値ー

ｏ）のすべ り安全率��

の時刻歴を第 ３．５
‐４図に， Ｎｅｗｍａｒｋ法に よる滑動変位量時刻歴を第 ３．５‐５��

図に示すが ， 変位量は ０．０９０ｃｍである。 変位量は極めて小 さく， 滑動力が��

抵抗力矛 Ｆ同 る時間も ０．０３秒 と極めて短い こ とか ら， 表層部が滑落 し， 施��

設の安全機能に重大な影響を与える こ とは無い もの と考え られる。��

また， ②ー②
’　

断面において ， 地震応答解析の結果， すべ り安全率が最��

小 となるケース （Ｓｓ‐ェ反転無 し ：地盤のせん断強度 平均値－

ｏ）のすべ り��

安全率の時刻歴を第 ３．５‐６図に， Ｎｅｗｍａｒｋ法に よる滑動変位量時刻歴を��

第 ３．５
‐７図に示すが ， 変位量は ０．Ｏ２３ｃｍである。 変位量は極めて小 さく��

３８��



滑動力が抵抗力多 ←同 る時間 も ０．０４秒 と極めて短い こ とか ら， 表層部が滑

落 し，施設の安全機能に重大な影響を与える こ とは無い もの と考え られる。

滑動力が抵抗力多 ←同 る時間 も ０．０４秒 と極めて短い こ とか ら， 表層部が滑

落 し，施設の安全機能に重大な影響を与える こ とは無い もの と考え られる。

滑動力が抵抗力多 ←同 る時間 も ０．０４秒 と極めて短い こ とか ら， 表層部が滑��

落 し，施設の安全機能に重大な影響を与える こ とは無い もの と考え られる。��

以上 よ り， ｌ・ ２号機周 辺斜面が基準地震動 Ｓｓに よる地震力に対 して対��

象施設の安全機能に重大な影響を与え る よ うな崩壊を起 こ さない こ とを確��

認 した。��
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断面　斜面表層部想定すべ り面��
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４４）〉ＭＲ　となっ た （角加速度〉０）時刻． すなわ ち滑動力が抵抗力を Ｌ円 る時刻か ら��

各速度０とな る時刻まで変位計算��

第 ３．５‐３図　Ｎｅｗｍａｒｋ法に よる変位量評価手法の概要��
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第 ３．５‐４図　 ①―①
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断面　斜面表層部想定すべ り面にお ける��

すべ り安全率時刻歴��
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第 ３．５‐５図　①－①
’

断面　斜面表層部の滑動変位量��
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第 ３．５
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６図　②―②
’

斜面表層部想定すべ り面にお ける��

すべ り安全率時刻歴��

（Ｓｓ１反転無 し ：地盤のせん断強度　平均値－

ｏ）��

０．ｌ０��
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第 ３．５
‐７図　②―②

’

断面　斜面表層部の滑動変位量��
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４．　３・ ４号機周辺斜面の安定性評価

４．ｌ　周辺斜面の状況

第 ４．ｌ
‐ｌ図に ３・ ４号機周辺敷地半面凶を示す。

周辺斜面は ，原子炉建屋の背後 に位置 し，斜面高さはお よそ ｌ００ｍであ る。

周辺斜面の地質は， ほ とん

４．　３・ ４号機周辺斜面の安定性評価

４．ｌ　周辺斜面の状況

第 ４．ｌ
‐ｌ図に ３・ ４号機周辺敷地半面凶を示す。

周辺斜面は ，原子炉建屋の背後 に位置 し，斜面高さはお よそ ｌ００ｍであ る。

周辺斜面の地質は， ほ とん

４．　３・ ４号機周辺斜面の安定性評価��

４．ｌ　周辺斜面の状況��

第 ４．ｌ
‐ｌ図に ３・ ４号機周辺敷地半面凶を示す。��

周辺斜面は ，原子炉建屋の背後 に位置 し，斜面高さはお よそ ｌ００ｍであ る。��

周辺斜面の地質は， ほ とん どが細粒石英閃緑岩及び輝緑岩か らなる。��

４．２　評価斜面の選定��

「ＪＢＡＧ４６０ｌ
‐２００８」では， 安定性評価の対象 とすべき斜面は斜面法尻 と��

対象施設の離間距離が約 ５０ｍ以内， あるいは斜面高 さの約 Ｌ４倍以内の斜面��

と してい る。��

上記に基づき， 原子炉建屋の背後斜面を評価斜面 と選定 し， 基準地震動 Ｓｓ��

に よる地震力に対する安定性評価 を行 う。��

４．３　評価条件��

（１）解析モデル��

評価斜面の うち， 斜面形状お よび斜面高さを考慮 し， 動的有限要素法解��

析を実施する断面 として ，
Ｅ―Ｅ

’

断面を選定する。 解析用モデルには地盤��

お よび原子炉建屋， タービン建屋を考慮する。 解析用建屋モデルは， それ��

ぞれの多質点系モデノレを基に作成する。��

Ｅ―Ｅ
’

断面の地質断面図を第 ４．３
‐ｌ図に ， 解析用要素分割図を第 ４．３‐２��

図に示す。��

（２）解析用物性値��

解析用物性値は， 既往の試験結果お よび発電用原子炉施設に関する耐震��

設計審査指針の改訂に伴い新た に実施 した各種試験結果に基づき設定する��

解析用物性値設定の考え方を第 ４．３‐１表に， 解析用物性値を第 ４．３
‐２表，��

第 ４．３
‐３図ー第 ４．３

‐

６図に示す。��

０��

（３）　地下水位��

解析用地下水位は， 地表面 に設定する。 建屋基礎部につい て は， 建屋其��

礎底面に設定する。��

（４）　想定すべ り面��

想定すべ り面は， 安全審査時の検討を参考に設定 したすべ り面 とする。��

４４��
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ｌ表に ， また各想定すべ り面��

において最小すべ り安全率を示す基準地震動に対するすべ り安全率時刻歴を��

第 ４．４
‐２表に示す。 最小すべ り安全率は ４．０であ り，　

「ＪＥＡＧ４６０ｌ‐２００８」に��

示 される評価基準値 ｌ．２あ ←回 る こ とか ら， すべ りに対 して十分な安定性を��

有 してい る。��

また ， 要素ご との局所安全係数を第 ４．４‐

ｌ図に示す。 斜面部の要素におし��

てせん断強度に達 した要素や引張応力が発生 した要素が あ るが ， 小 さな範囲��

に とどま っ てお り， すべ りに対 して 問題 となる もの ではない こ とか ら， 斜面��

は地震時に発生する応力に対 して安定性を有 してい る。��

�ヽ�

なお， 念のため地盤物性の ば らつ きを考慮 し， 最小すべ り安全率を示す地��

震動に対 して ， 地盤物性の うちせん断強度について 「平均値－１．０×標準偏差��

（ｏ）」とした結果を第 ４．４
‐３表に， また応答スペク トルに基づ く地震動評��

価結果 Ｓｓ‐

ｌについて ，
正負を反転 して解析を行っ た結果の うち最小すべ り安��

全率を第 ４．４‐４表に示す。
これ らの最小すべ り安全率は評価基準値 ｌ．２を上��

回 る こ とか ら， 地盤物性値のば らつ きや Ｓｓ‐ｌの反転を考慮 して も斜面はすべ��

りに対 して十分な安定性を有 して い る。��

以上 よ り， ３・ ４号機周辺斜面が基準地震動 Ｓｓに よる地震力に対 して対象��

施設の安全機能に重大な影響を与える よ うな崩壊を起 こ さない こ とを確認 し��

た。��
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第 ４．４‐４表 （ａ）　 Ｓｓ‐１の反転を考慮 したすべ り安全率
一

覧表��
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凡例　 －－ー　

；すべ り而��◯��；すべ り安全率の最小値　　（　 ）内は発生時刻��
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第 ４．４‐４表 （ｂ）　 Ｓｓ１の反転を考慮 したすべ り安全率
一

覧表��
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番号��
すべ り面形状�� Ｓｓ‐ｌ反転考慮��

最小すべ り��

安全率��

－

�ヽ� ●�� ・　　　　 ●��

▲�� ●�� ●�� ▲�� ▲��

１��
｀

、
、��

●　　　　 ●��

・００�� 、��

・１ｆ、・０噴��
｀

５��
▲�� ●�� ●�� ▲�� ●�� ●��

、��
、��

、�� ｌ・ｎ��

０��
｀

、
●�� ●�� ●�� ●��

０　 －��

●　
’

、��

▲��

▲��

０��

、��
、��

～��
●��

�ヽ�

反転なし��

（再掲）��

１２．０��

（２１，３６秒）��

水平反転��
Ｉｌ．３��

１�� ０５��
、　

●��

　` ’

£
’　 �́�

●��
●�� ●�� ●　 �`�

●��

、�� （Ｉ６，５０秒）��

ＣＲ級岩盤内のすべり��

●�� ●��

０��

、��

、��

｀
５��

●�� ▲��

、��

●�� ●�� ●��
〕、��

｛��｛��

●��

｀

●��

●
１��

｝

＝��

反転なし��

（再掲）��

６．８��
’

ヽヽヽ��
（ｌ０３７秒）��

●５嘘��

鷺 ・ｍ０瓊��

●
’��

｀

、
▲��

【３　　 ―�� ●｀、�� 鉛直反転��
６．５��

●��
、��

，

’

、��●�� ●��

、�� ◆�� （ｌ８．３７秒）��

Ｃ且級岩盤内のすべり��

凡例 ―－

：すべ り面��◯��：すべ り安全率の最小値　　 （　 ）内は発生時刻��
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大飯発電所 ｌ・ ２号機周辺斜面の表層部の安定性評価において は，　
「発電用

原子炉施設に関する耐震設計審査指針」に示 される 「施設の周辺斜面で地震時

に想定 し うる崩壊等に よっ て も， 施設の安全機能が重大な影響を受

大飯発電所 ｌ・ ２号機周辺斜面の表層部の安定性評価において は，　
「発電用

原子炉施設に関する耐震設計審査指針」に示 される 「施設の周辺斜面で地震時

に想定 し うる崩壊等に よっ て も， 施設の安全機能が重大な影響を受

【参考資料】��

変位量評価手法 （Ｎｅｗｍａｆｋ法）について��

大飯発電所 ｌ・ ２号機周辺斜面の表層部の安定性評価において は，　
「発電用��

原子炉施設に関する耐震設計審査指針」に示 される 「施設の周辺斜面で地震時��

に想定 し うる崩壊等に よっ て も， 施設の安全機能が重大な影響を受けるおそれ��

がない こ と」を確認する手法 と して ，Ｎｅｗｍａｒｋ法に よ る変位量評価を用いた。��

Ｎｅｗｍａｆｋ法は， 盛土やダム に対 して レベル ２地震動 に対する変位量評価手法��

と して標準や指針類に も採用 されてい る。 Ｎｅｗｍａｒｋ法の妥当性について は，��

様々な研究 ， 検討が な され て い る が ，　こ こ で は各種標準や指針類 にお け る��

Ｎｅｗｍａ血 法に関する記載 と評価事例について述べる。��

鉄道構造物等設計標準 ・ 同解説　耐震設計 Ｄ��

同標準では盛土の耐震設計について ，盛土が地震に よっ て大きな損傷を受け��

ない事を 目標 と し， 地震の規模， 地形， 地質条件， 復 旧の難易度等を考慮 し，��

そ の変形 レベルを照査する もの としてお り， 具体的に は レべノレ ２地震動に対��

する盛土の耐震設計について ，
Ｎｅｗｍａｒｋ法な どに よる変形性能の照査で行な��

うこ と としてい る。 現実の土は， 繰返 し応力に よる変形の累積性， 軟化性な ど��

が強い非線形性を示すため ， Ｎｅｗｍａｒｋ法は厳密な方法ではない と しなが らも，��

入力パ ラメータの設定が 円弧すべ り法 と同等である こ と，理論の簡明 さに比 し��

て妥当な結果を与 える こ と， 結果の解釈が容易であ る こ とな どか ら，
こ の方法��

に よっ て得 られる滑動変位量は， 特に レべノレ ２地震動に対する盛土の耐震性��

を評価する指標 として は有効である として い る。��

また同標準には， Ｎｅｗｍａｒｋ法に よる滑動変位量の試計算 として ， 兵庫県南��

部地震における神戸海洋気象台で観測 された地震波を用いて ，盛土の滑動変位��

量の算定を行なっ た結果が記載 されてい る。 試計算の結果， 盛土材 として
一

般��

的に用い られる土質では ， ４０ｃｍ～６０ｃｍ程度の沈下量が算定 され， 実際の被��

害状況 ｝整合する と してい る。��

●��

・ 大規模地震に対するダム耐震性能照査指針 （案）　・ 同解説 ２）��

・ 大規模地震に対するダム の耐震性能照査に関する資料 ３）��

同指針 （案）では，　
レベル ２地震動 を想定 して ， 大規模地震に対するダム��

の耐震性能を照査するた めの標準的な考え方が示 されてい る。 こ の 中で，
フ ィ��

ルダム の耐震性能の照査 と して，等価線形化法等に よる動的解析を行なっ た結��

果， ダム本体の損傷が生 じるおそれがある場合には， さらに動的解析に よる解��

析結果を用いた塑性変形解析に よ り，地震に よるすべ り等の変形を推定す る こ��

とと してい る。��

なお ， 塑性変形解析手法 として は，　
「大規模地震に対するダム の耐震性能照��

査に関する資料」において ， Ｎｅｗｍａｆｋ法 とすべ りブ ロ ッ ク法を組み合わせた��

算定手法， 渡辺 ・ 馬場のすべ り土塊変形量の算定方法が記載されて い る。 同資��

参‐

ｌ��

●��●��



料には ， すべ り変形解析にお ける材料物性値の設定に お ける留意点， またアー

ス ダム本体の照査例が記 されてお り， Ｎｅｗｍａｒｋ法での塑性変形解析結果 と有

効応力法に基づ く動的弾塑性解析結果の比較を行なっ た結果，

料には ， すべ り変形解析にお ける材料物性値の設定に お ける留意点， またアー

ス ダム本体の照査例が記 されてお り， Ｎｅｗｍａｒｋ法での塑性変形解析結果 と有

効応力法に基づ く動的弾塑性解析結果の比較を行なっ た結果，

料には ， すべ り変形解析にお ける材料物性値の設定に お ける留意点， またアー��

ス ダム本体の照査例が記 されてお り， Ｎｅｗｍａｒｋ法での塑性変形解析結果 と有��

効応力法に基づ く動的弾塑性解析結果の比較を行なっ た結果，動的弾塑性解析��

における変位量は塑性変形解析結果の範囲内 となっ た と して い る。��

斜面表層部の安定性評価において は ，　これ らの標準， 指針類にお け る手法を��

参考 と し，
二次元動的有限要素法解析に よる地震応答解析結果を用 い

， 本文第��

３‐５
‐

３図に示す手法を採用 して い るｇ��

参考文献��

鉄道総合技術研究所編 ；鉄道構造物等設計基準 ・ 同解説 耐震設計， 丸善，��

ｌ９９９．��

国土交通省 河川局 ：大規模地震に対するダム耐震性能照査指針 （案）　・ 同��

解説， ２００５．３．��

国土交通省 国＋按術政策総合研究所 ＝大規模地震に対するダム の耐震性能��

照査に関する資料， 国十技術政策総合研究所資料第 ２４４号， ２００５．３．��
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